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本ユーティリティの操作で守らなけれはならない事柄や、とくに注意をすべき点を示します。 
本ユーティリテイを操作する上で確認をしておく必要がある点を示します。 

知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


はじめに 


本書は、 RAID システム管理ユーティリティ 『 Universal RAID Utility Ver 2.0 』について説明します。 

本書で使用する用語については、「付録 A :用語一覧」を參照してください 。 「Universal RAID Utility 」 という表記は、 

『 Universal RAID Utility Ver 2.0 』を指します。 

また 、 Universal RAID Utility を使用するには、管理する RAID システムや、 RAID システムを実装するコンピュータのマニュアルも 
よくお読みください。 

なお、本書の内容は、オペレーティンゲシステムの機能や操作方法について十分に理解されている方を対象に記載しています。 
オペレーティングシステムに関する操作方法や不明点については、それぞれのオンラインヘルプやマニュアルを參照してください。 


本文中の記号について 


本書では、以下の3種類の記号を使用しています。これらの記号と意味を理解していただき、本ユーティリティを正しく使用してく 
ださい。 


記号 説明 


空✓画一 i 
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概要 


Universal RAID Utility の概要について説明します。 

Universal RAID Utility とは 

Universal RAID Utility は、コンピュータの RAID システムを管理するユーティリテイです。 


Universal RAID Utility は、以下のような特徴を持ちます。 

1. さまざまな RAID システムを1つのユーティリティで管理 

これまでは、 RAID システムの管理ユーティリティは、システムごとに異なる管理ユーティリティを使用していました 。 Universal 
RAID Utility は、1つの管理ユーティリティで複数の RAID システムを管理できます。管理できる RAID システムについては、 
本体装置や RAID システムのマニュアルなどを參照してください。 

2. スタンダードモードとアドバンストモード 

Universal RAID Utility には、スタンダードモードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンダードモードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、メンテナンス機能を提供する動作モードです。 

使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐことができます。 

3. RAID システムを簡単に構築 

Universal RAID Utility を使用すれば、 RAID システムについて豊富な知識を持っていなくても簡単に RAID システムを構築 
できます。 

Universal RAID Utility のカイドに従って選択項目を2つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「シンプルな論理ドライブ 
作成機能」や、未使用の物理デバイスの用途を決めるだけで RAID システムを構築できる「イージーコンフィゲレーシヨン」とい 
った機能を提供します。 

4. RAID システムの構築、運用、保守に必要な一般的な機能をサボート 

RAID システムの構築のための一般的な機能(論理ドライブの作成、ホットスペアの作成など)や、運用のための一般的な機 
能(ログの記録、パトロールリード、整合性チェックなど)、保守に必要な一般的な機能(リビルド、実装位置の表示機能など） 
をサボートしています。 

5. RAID システムの障害監視機能 

Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生した障害を様々な機能で検出できます。 

RAID ビューアは、 GUI により RAID システムの構成と状態をツリーやアイコンでわかりやすく表示します。 raidcmd により 、 CLI 
でも同様の情報を表示できます。また、 RAID システムで発生した障害は専用のログだけでなく、オペレーティンゲシステムの口 
ゲへも登録し、さらに、 Express シリーズ標準添付の ESMPRO / ServerManager ヘアラートを送信することもできます 0 
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Universal RAID Utility 


コンピュータ 


_ 





図 1 Universal RAID Utility の構成 


Universal RAID Utility の構成 

Universal RAID Utility は、以下のモジュールで構成しています。 

■ raidsrv サービス 

コンピュータで常時稼動し、 RAID システムを管理するサービスです。 RAID ビューアや raidcmd からの処理要求に対して 
RAID システムの情報を提供したり、 RAID システムに対してオペレーシヨンを実行したりします。また、 RAID システムで発生す 
るイベントを管理し、 RAID ビューアへ通知したり、各種ロゲに登録したりします。 

■ RAID ビューア 

GUI (ゲラフイカル ユーザ インタ フエー ス)により、 RAID システムの管理、監視を行うアプリケーシヨンです。 

RAID システムの構成や状態をゲラフイカルに表示したり、コンフイグレーシヨンやオペレーシヨンを行うことができます。 

■ ログビューア 

GUI (ゲ ラフイカ ル ユーザ インタ フエー ス)により、 RAID システムで発生したイベントを記録する RAID ロゲを參照するアプリケーシ 
ヨンです。 

■ raidcmd 

CLI (コマンドラインインタフエース)により、 RAID システムの管理、監視を行うアプリケーシヨンです。 

RAID システムの構成や状態をコマンドラインで表示したり、コンフイゲレーシヨンやオペレーシヨンを行うことができます。 
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Universal RAID Utility は、動作するオペレーテインゲシステムにより、使用できるモジユールが異なります。 


オペレーティングシステム 

Windows 

Linux 

VMware ESX Server 

raidsrv サービス 

〆 

V 


RAID ビューァ 




ログビューァ 

〆 



raidcmd 

V 

〆 




旧パージョンとの機能差分 


Verl.4 と Ver2.0 


Universal RAID Utility Ver 2.0 は、 Verl .4 から以下の機能強化、機能変更を実施しました。 


1. 管理対象ハードウエアの追加 

■ 管理対象 RAID コントローラに 「 Promise 社製 RAID コントローラ」を追加 

■ SSD(Solid State Drive ) のサボート 

HDD と SSD は、物理デパイスのプロパティの[デバイスタイプ]の項目で区別できます。詳細才、「物理デバイスのプ 
ロパティを参照する」を參照してください。 

なお、 HDD と SSD は同じ論理ドライブに混在できません。論理ドライブを作成したり、ホットスペアを作成するときは 
注意してください。 

■ HDD ( SSD を含む)以外の物理デバイスを表示 

RAID コントローラに接続するテープ装置、 CD ドライブや DVD ドライブをツリービューやプロパティで參照できます。 
ただし、 HDD ( SSD を含む)以外の物理デバイスの状態監視機能はサボートしていません。 

2. コンフィゲレーシヨンに関する機能強化と機能変更 
■ 論理ドライブの削除可能条件を変更 

Verl .4 までは、「ブートパーティシヨンが存在する論理ドライブ」を削除できませんでした。 

Ver 2.0 は、削除できる論理ドライブの条件を変更しました。詳細才、「論理ドライブを削除する」を參照してくだ 
さい。 

3. オペレーシヨンに関する機能強化と機能変更 
■ 論理ドライブの初期化実行条件を変更 

Verl .4 までは、「ブートパーティシヨンが存在する論理ドライブ」を初期化できませんでした。 

Ver 2.0 は、初期化できない論理ドライブの条件を変更しました。詳細は、「論理ドライブを初期化する」を参照 
してください。 

■ パトロ—ルリ—ドの実行タイミンゲを変更 

Verl .4 までは、パトロールリードはつねに連続して実行していました。 

Ver 2.0 は、パトロールリードの実行タイミンゲを変更しました。詳細は、「物理デバイスをパトロールリードする」を參 
照してください。 

■ 実装位置表示の停止方法の変更 

Verl パまでは、実装位置表示で点灯したランプを消灯するには、 RAID ビューアもしくは raidcmd を操作して行い 
Ver 2.0 は、ランプを点灯後、一定時間が経過したらランプを消灯する機能を追加しました。 

4. 情報表示に関する機能強化と機能変更 

■ RAID ビューアのツリービューを RAID システムの構成がわかりやすいように変更 

新しくディスクアレイやパッテリをノードとして表示し、全体のツリー構成を変更しました。詳細は「ツリービュー」を參 
照してください。 

■ RAID ビューアで使用するアイコンのデザインを変更 

■ RAID ビューア、 raidcmd で、論理ドライブを" LD "、 物理デバイスを " PD " という省略表記で表示 
■ オペレーシヨンの状態に[実行待ち/ Queued ] と、[-時停止/ Paused ] を追加 

■ RAID システムの管理情報更新機能のサボート 

Universal RAID Utility が管理する RAID システムの情報を更新する、 RAID ビューアの再スキヤン、 raidcmd の 
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rescan コマンドをサボートしました。 Verl .4 までの RAID ビューアの表示情報を raidsrv サービスから再取得する 
ための再スキャン機能は削除しました。 

5. ロゲ/イベントの機能強化と機能変更 

詳細は、「付録 B : ログ/イベントー覧」を參照してください。 

■ 物理デバイスのイベントのアドレス表記の変更 

物理デバイスの製造元/製品名は別々のパラメータでしたが、1つのパラメータになりました。 

■ 検出するログ/イベントの追 

イベント ID : 0213〜0217、0321〜0324、0426〜0434、0509、0607 

■ ログ/イベントの内容変更 

イベント ID : 0319、0320、0413、0422、0423、702 

6. ユーザピリティの強化 

■ raidcmd のヘルプ機能追加 
詳細は、 「 help 」 を參照してください。 


Ver2.0 と Ver2.01 


Universal RAID Utility Ver 2.01 は、 Ver 2.0 から以下の機能強化を実施しました。 

1. サボートする OS、VMware ESX Server の追加 

■ サボートする OS に 『SUSE Linux Enterprise Server 10 SP 2』 を追加 

■ サボートする VMware ESX Server に VMware ESX 3.5 Update 4 を追加 (Universal RAID Utility Ver 2.0 
は 、 VMware ESX Server をサ洎一卜していませんでした） 

2. 管理対象ハードウェアの追加 

■ SAMSUNG 社製 SSD のサボート 

3. 情報表示に関する機能強化と機能変更 

■ 物理デバイスのインタフェースが不明の場合、プロパティの[インタフェース]/ [ Interface ] を表示しないように変 
更。 

■ LSI 社製 RAID コントローラに接続する物理デバイスのイベント通知条件追加 

物理デバイスのステータスが 「Unconfigured Bad (ディスクアレイに含まれていない故障した物理デバイス)」になつ 
たとき 、 OS ロゲに「物理デバイス故障」のイベントを登録し、アラートを送信します。 
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Universal RAID Utility のセットアップ 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストールについて説明します。 

動作環境 

Universal RAID Utility は、以下の環境で動作します。 

ハー ドウエア 


本体装置 

Universal RAID Utility の管理対象 RAID システムを実装できる本体装置 

管理対象 RAID システム 

RAID システムを実装する本体装置や、 Universal RAID Utility を添付している RAID コントローラに添付のドキュメン 
卜を參照してください。 

ソフトウェア （ Windows) 


オペレーティングシステム 

以下のオペレーティンゲシステムで動作します。 

Windows 2000以外は、 32 bit と 64 bit ど_ちらの環境でも動作します。 

■ Windows Server 2008 

■ Windows Server 2003 R 2 SP 1 以降 

■ Windows Server 2003 SP 1 以降 

■ Windows 2000 SP 4 

■ Windows Vista 

■ Windows XP Professional SP 2 以降 

I irO Windows Server 2008 の 『 Server Core インストールオプション』を使用する場合 、 RAID 

m システムの管理には raidcmd を使用します。 RAID ビューア、ログビューアは使用できません。 

Microsoft .NET Framework 

Universal RAID Utility を使用するには、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 以上が必要です。 
コンピュータのオペレーティンゲシステムが以下の場合、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 をインストールしま 
す 。 

■ Windows Server 2003 R 2 SP 1 以降 
■ Windows Server 2003 SP 1 以降 
■ Windows 2000 SP 4 
■ Windows XP Professional SP 2 以降 
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Microsoft .NET Framework Version 2.0 以上のインストールについては、「インストールの準備 （ Windows )」 を參 
照してください。 


Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコンポーネント 

Universal RAID Utility を使用するには 、 Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコンポーネントが必要です。 

Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコンポーネントのインストールについては、「インストールの準備 
( Windows )」 を參照してください。 

ソフトウェア (Linux) 

オペレーティングシステム 

以下のオペレーティンゲシステムで動作します (32 bit と Mbit どちらの環境でも動作します)。 

■ Red Hat Enterprise Linux 4.5 以降 

■ Red Hat Enterprise Linux 5.1 以降 

■ MIRACLE LINUX V 4.0 SP 2 以降 

■ Asianux Server 3 

■ SUSE Linux Enterprise Server 10 SP 2 

ソフトウェア (VMware ESX Server) 

VMware ESX Server 

以下の VMware ESX Server で動作します。 

■ VMware ESX 3.5 Update 4 

Universal RAID Utility は 、 ESX Server にインストールして使用します。仮想マシンにはインストールしないでください。 

その他 

システム要件 


リソース 

Windows Linux / VMware ESX Server 

ハードディスク空き容量 

50 MB 以上 — 


(Microsoft .NET Framwork VerZO 、（標準 C ++ ライブラリなどの必要なパッケージは 
Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリの含まない） 

ランタイムを含まない） 

実装メモリ 

512 MB 以上 — 


TCP ポート 


Universal RAID Utility は、以下の2つの TCP ポートを使用します。 


Universal RAID Utility の使用する TCP ポート 


52805、52806 
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Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更する場合は 、 「Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを 
変更する」を參照してください。 

セーフモー ドとシングル ユーザモード 

Universal RAID Utility は、ネットワーク機能を使用します。そのため、ネットワーク機能が動作していない Windows 
の以下のセーフモードでは使用できません。 

■ セーフモード 

■ セーフモードとコマンドプロンプト 
■ セーフモードとネットワークセーフモード 

また、 Linux や VMware ESX Server のシンゲルユーザモードでも使用できません。シンゲルユーザモードで Universal 
RAID Utility を使用する方法については、「シングルユーザモードでの起動」を參照してください。 
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インストールとアンインストール 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストール手順を説明します。 
インストール、アンインストールの種類により、作業手順が異なります。 


種類 

説明 

新規インストル 

コンピュータに Universal RAID Utility が存在しないとき 、 Universal RAID Utility を新規インストールし 
ます。 

作業手順 ( Windows ) 

1. インストールの準備 （ Windows ) 

2. 新規インストール （ Windows ) 

作業手順 ( Linux ) 

1. インストールの準備 ( Linux ) 

2. 新規インストール （ Linux、VMware ESX Server ) 

作業手順 (VMware ESX Server ) 

1. 新規インストール （ Linux、VMware ESX Server ) 

更新インストール 

コンピュータに古いパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、新しいパージョンの Universal 
RAID Utility をインストールします。 

作業手順 ( Windows ) 

1. 更新インストール ( Windows ) 

作業手順 ( linux、VMware ESX Server ) 

1. 更新インストール （ Linux、VMware ESX Server ) 

追加インストール 

コンピュータに新しい RAID コントローラを取り付け、あるいは、 RAID コントローラを取0外しするとき、 
Universal RAID Utility の RAID コントローラを制御するプログラムを追加、削除します。 

作業手順 ( Windows ) 

1. 追加インストール （ Windows ) 

作業手順 ( Linux、VMware ESX Server ) 

1. 追加インストール （ Linux、VMware ESX Server ) 

アンインストール 

コンピュータから Universal RAID Utility を削除します。 

作業手順 ( Windows ) 

1. アンインストール （ Windows ) 

作業手順 ( Linux、VMware ESX Server ) 

1. アンインストール （ Linux、VMware ESX Server ) 


インストール、アンインストールには 、 Universal RAID Utility のセットアッププロゲラムを使用します。 

セットアッププロゲラムは 、 Universal RAID Utility のインストールイメージに含まれています。インストール、アンインストール作業を 
行う前に、インストールイメージを用意してください。 

Windows 用のセットアッププログラムは 「 setup.exe 」、 Linux 、 あるいは、 VMware ESX Server 用のセットアッププログラムは 
「 setup.sh 」 です。 

Windows 用、 Linux 用の Universal RAID Utility のインストールイメージは、本体装置や RAID コン 
I t ^ Tl トローラの添付品に格納されています。 

VMware ESX Server 用、および、機能強化や機能改善を行ったより新しいパージョンが NEC ホーム 
ぺージ （ http :// www . nec . co.jp ) に公開さている場合があります。「サボート■ダウンロード」の 「PC 
サーバ ( Express 5800 シリーズ）」で情報を入手してください 0 
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• インストール、アンインストールは管理者権限を持つユーザで行います。管理者権限を持つユーザ 
でなければ、セットアップブログラムを実行できません。 

• Windows Server 2008の 『 Server Core インストールオプション』を使用する場合、[ス 
タート]メニューが存在しません。「管理者：コマンドプロンプト」で setup . exe を実行します。 

• VMware ESX Server の場合、インストールを行うコンピュータで稼動する VMware ESX 
Server で alt キーと F 1 キーを同時に押して、サービスコンソールのログイン画面を表示し、 
管理者権限を持つユーザでログインします。 

• アンインストールの場合、 RAID ビューア、ログビューア、 raidcmd 、 イベントビューアを使用している 
ときは終了します。 


インストールの準備 （ Windows) 


Universal RAID Utility は 、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 以上を使用します。インストールするコンピュータ 
に Microsoft .NET Framework Version 2.0 以上が存在しなければインストールします。 


m Windows Vista、Windows Server 2008 は、オペレーテイングシステムに .NET Framework 2.0 以 
leH 上を含んでいます。オペレーテイングシステムに Windows Vista、Windows Server 2008を使用す 
る場合 、 .NET Framework をインストールする必要はありません。 


手順1 [スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順に 
クリックし、[プログラムの追加と削除]をダブルクリックします。 

手順2 [プログラムの変更と削除]をクリックし、[現在イン 

ストールされているプログラム]の一覧を表示します。[現在イ 
ンストールされているプログラム]の一覧に、以下のプログラム 
が存在すれば 、 Microsoft .NET Framework のインストール 
は不要です。両方、もしくは、どちらか一方が存在しなければ、 
存在しないパッケージをインストールします。 



:.紙. 

現在インスト-ル?れて⑽ブ的•ラム： r 更新ブ□う•ラムの表示® 

並べ替え®: | 名前 

d 


0 Microsoft .NET Framework 2.0 

サイズ 

132.00 MB 


n 

j§! Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 

サイズ 

132.00 MB 



J§! Microsoft Visual C++ 2005 Redistributable 

サイズ 

5.21 MB 



『 Microsoft .NET Framework 2.0 J | ( x 64 の場合 [Microsoft .NET Framework 2.0 ( x 64)]) 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 』 （ x 64 の場合 『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 
Language Pack ( x 64)』） 


^ 『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack ( x 64) 』は、[プロゲラムの変更と削 

E^l 除]にほ、 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 』 

と表示されます。インストール済みパッケージが ( x 64) かどうか確認するには 、『 Microsoft .NET 
Framework 2.0 日本語 Lanauaae Pack J | を 6 リックします。[変更と削除]をクリックし、セットアッ 
ププログラムのダイアロゲを確認します。 （ x 64) の場合、ダイアロゲのタイトルが 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 ( x 64) 日本語 Language Pack セットアップ』 

と表示されます。 

手順3 Microsoft .NET Framework Version 2.0 は、 CPU アーキテクチヤにより使用するパッケージが異なります。下表を參照し、 

必要なパッケージをダウンロ ー ドし、インストールします。 


CPU アーキテクチヤ 必要なコンポーネントと入手先 


x 86 『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ （ x 86) 』 

http ：// www . microsoft . conn / downloads / details . aspx ? fannilvID =0856 EACB -4362-4 B 0 D -8 EDD-AA 

B 15 C 5 E 04 F 5& displavlanQ=ia 


『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack ( x 86) 』 

http ：// www . microsoft . conn / downloads / details . aspx ? fannilvid =39 C 8 B 63 B - F 64 B -4 B 68- A 774- B 64 

ED 0 C 32 AE 78 idisplavlanq=ia 
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CPU アーキテクチャ 


必要なコンポーネントと入手先 


x 64 『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ （ x 64) 』 

http :// www . microsoft . com / downloads / details . aspx ? familvid = b 44 a 0000- acf 8-4 fal - affb - 40678 

d 788 b 00 &disDlaylanaHia 


f Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack ( x 64) J | 

http :// www . microsoft . conn / downloads / details . aspx ? fannilvid =92 e 0 elce -8693-4480-84 fa -7 d 85 

eef 5901681 displavlanq=ia 


また、 Universal RAID Utility は、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントも使用します。 
インストールするコンビュータに Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントが存在しなければイン 
ストールします。 

手順1 [スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順に 
クリックし、[プログラムの追加と削除]をダブルクリックします。 


手順2 [プログラムの変更と削除]をクリックし、[現在イン 
ストールされているプログラム]の一覧を表示します。[現在イ 
ンストールされているプログラム]の一覧に、 

以下のプログラムが存在すれば 、『 Microsoft Visual C ++ 

2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネント』のインストー 
ルは不要です。存在しなければ 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールします。 
『 Microsoft Visual C ++ 2005 Redistributable 』 



現在インストルされているブロ9.ラム： 


更新ブ的ラムの表示© 


並べ替え (Iff" 


zl 


^ Microsoft .NET Framework 2.0 

jgl Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Langu. 

jgj Microsoft Visual C++ 2005 Redistributable 


サイズ 132.00 MB 
サイズ 132.00 MB 
サイズ 5.21MB 


手順 3 『 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリ』のランタイムコンポーネントは、下表を參照し、必要なパッケージをダウン 

ロードし、インストールします。 


CPU アーキテクチャ 必要なコンポーネントと入手先 


x 86/ x 64 『 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パツケージ （ x 86) 』 


http :// www . microsoft . conn / downloads / details . aspx ? FamilvID =2 Q 0 bzfd 9- aela -4 al 4-984 d -389 

c 36 f 85647 & displavlanq=ia 

CPU アーキテクチヤに関わらず、 （ x 86) を使用します。 

なお、上記 URL の「必要システム」、「サボートされているオペレーティンク"システム」に Windows Server 
2008の記述がありません。しかし、使用するオペレーティングシステムが Windows Server 2008の場合 
も、本パッケージをインストールします。 


新規インストール （ Windows) 


コンピュータに Universal RAID Utility が存在しないとき、セットアッププログラムは Universal RAID Utility を新規インスト 
ールします。 

手順1 [スタート]ボタン、[ファイル名を指定して実行]、[参照]の順にクリックします。[ファイルの参照]ダイアログボックスで、 
Universal RAID Utility のインストールイメージが格納されているフォルダへ移動して setup . exe をクリックし[開く]をクリックします。[フ 
アイル名を指定して実行]の[名前]ボックスに setup . exe と表示していることを確認し、 [ OK ] をクリックします。 
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手順 2 新規インストールを開始すると、 Universal RAID 

Utility の InstaNShield Wizard が起動します。[次へ]をクリッ 
クします。 



手順3 Universal RAID Utility は、既定値ではオペレー 
ティンヴシステムを起動 しているドライブの YProgram 
FilesYUniversal RAID Utility(x64 の場合は、 Program 
Files (x86)) にインストールします。インストール先フォルダを変 
更するときは、[変更]をクリックしてインストル先フォルダを入 
力します。 

[次へ]をクリックすると、新規インストールを開始します。 


インストール先の透択 

ファイルをインストルサるフオル效逞択してく技い。 



Universal RAID Utility のインストール先： 
C：¥Program Files¥Universal RAID Utility 


xj 



変更(泣.. 


InstallShield - 

一く戻る(珍」：次へ，| _キャンセル J 


手順4 新規インストールが完了すると、ウイザードの表示 

が右のようになります。[完了]をクリックします。 


手順5 インストールが正常に終了すると、[プログラムの変 

更と削除]に『 Universal RAID Utility 』というプログラム 
を登録します。 

また、システムで使用する RAID コントローラの種類に応じて、 
以下の RAID コントローラを制御するプログラムをどちらか一方、 
あるいは両方登録します。 


『LSI SAS Storage SNMP Agent はパージョン ) 

『 WebPAMPRO Agent 』 




m-Q • [ブログラムの変更と削除]に登録している、上記の RAID コントローラを制御するブログラムは、 

絶対にアンインストールしないでください。アンインストールすると、 Universal RAID Utility が正 
常に動作しなくなります。 

•イベントログ[システム]の[ログサイズが最大値に達したときの操作]の設定を確認してくださ 
い。[必要に応じてイベントを上書きする]に設定していないと、イベントログのログサイズが最大値 
に達したとき、 Universal RAID Utility が検出したイベントを Windows のイベントログに登録 
したり、 ESMPRO/ServerManager ヘアラートを通報できなくなります。 

[ログサイズが最大値に達したときの操作]には、[必要に応じてイベントを上書きする]を設定し 
てください。 
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更新インストール （ Windows) 


コンピュータに古いパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、セットアッププロゲラムは新しいパージョンの 
Universal RAID Utility をインストールします。更新インストールでは、古いパージョンの以下の設定、状態を新しいパージョン 
に引き継ぎます。 

• インストール先フオルダ 

• RAID ロゲの内容 

• Universal RAID Utility が使用する TCP ポート 

• RAID ビューア、 raidcmd 起動時の動作モード 

• オペレーティンゲシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 
手順1 setup.exe の起動方法は、「新規インストール （ Windows )」 に記載の方法と同じです。 


手順2 更新インストールを開始すると、 Universal RAID 

Utility の InstallShield Wizard が起動します。[次へ]をクリッ 
クします。 


手順3 更新インストールが完了すると、ウィザードの表示 

が右のようになります。[完了]をクリックします 。 

インストル結果の確認方法は、「新規インストル 
(Windows )」 と同様です。 


追加インストール （ Windows) 


コンピュータに新しい RAID コントローラを取り付け、あるいは、 RAID コントローラを取り外しするとき、 Universal RAID 
Utility の RAID コントローラを制御するプログラムを追加、削除します。 

追加インストルは、[プロゲラムの変更と削除]に登録している『 Universal RAID Utility 』を選 
_ 択し、[変更]をクリックする方法でも開始できます。 


手順1 setup.exe の起動方法は、「新規インストール （ Windows )」 に記載の方法と同じです。 
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手順 2 追加インストールを開始すると、 Universal RAID 

Utility の InstaNShield Wizard が起動し、右の画面を表示し 
ます。[変更]を選択し、[次へ]をクリックします。 




プログラムを変更、または則除します。 


M 口を徵セ溫織驟織 


ja 


(7 園蛾 



現在の現境を検出し、自勅的[こライブラリの追加と則除を行います。 


r 則除 ( E ) 


すべて®インス！—ルされている機能を則除します。 


InstallShield - 

一く 戻る(旦）」 } 欠へ砂〉 ] ーキャンセル ー! 


手順3 追加インストールが完了すると、ウィザードの表示 

が右のようになります。[完了]をクリックします。 

インストル結果の確認方法は、「新規インストル 
(Windows )」 と同様です。 



アンインストール （ Windows) 

コンピュータに同じパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、セットアッププログラムは Universal RAID Utility 
をアンインストールします。 

アンインストールは、[プログラムの変更と削除]に登録している 『 Universal RAID Utility 』を選 
ItTl 択し、[削除]をクリックする方法でも開始で差ます。 

手順1 setup.exe の起動方法は、「新規インストール （ Windows )」 に記載の方法と同じです。 


手1_ 2 アンインストールを開始すると 、 InstallShield 

Wizard が起動し、右の画面を表示します。[削除]を選択し、 
[次へ]をクリックします。 



手|1頃3 右のダイアロゲボックスで[はい]をクリックすると、 

アンインストールを開始します。[いいえ]をクリックすると、セツト 
アッププログラムを終了します。 
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手順 4 アンインストールが完了すると、ウイザードの表示が 

右のようになります。[完了]をクリックします。 

アンインストールが完了すると、[プログラムの変更と削除]に登 
録している 『 Universal RAID Utility 』が削除されます。 

また、 RAID コントローラを制御するプログラムも一緒に削除さ 
れます。 



インストールの準備 (Linux) 


Universal RAID Utility を使用するには、以下のパッケージが必要です 。 Universal RAID Utility をインストールするコンビ 
ュータにインストールしていなければインストールします（1386版パッケージをインストールします)。 

■ 標準 C ++ ライブラリ： libstdc ++ 

■ GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリ： compat - libstdc ++-33 

■ GCC ライブラリ ： libgcc 

■ cron : vixie-cron 

パッケージをインストールする場合、以下の手順でインストールします。ここでは 、 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリのイ 
ンストールを例として説明します。 

手順1 rpm コマンドで GCC 3.3.4 互換標準 C++ ライブ 
ラリがインストールされているかどうか調べます。 

GCC 3.3.4 互換標準 C++ ライブラリがすでにインストールされ 
ている場合、右のように表示します (* の部分は、オペレーティン 

グシステムにより異なります)。この場合、 「新規 インストール （ Linux 、 VMware ESX Server)」 に進みます。 

手順 2 GCC 3.3.4 互換標準 C++ ライブラリがインスト- 

ルされていない場合、 右のようにメッセージを表示します。この場 
合、以降の手順に従い、 GCC 3.3.4 互換標準 C++ ライブラ 
リをインストールします。 

インストールしているオペレーティングシステムのインストールディ 
スクを用意します。 GCC 3.3.4 互換標準 C++ ライブラリを収 
録したインストールディスクを本体装置の CD-ROM/DVD-ROM 
ドライブにセットします。 

手 j 唄 3 インストールディスクの GCC 3.3.4 互換標準 

C++ ライブラリが存在するディレクトリへカレントディレクトリを変更し、 rpm コマンドで GCC3.3.4 互換標準 C++ ライブラリをインストー 
ルします (* の部分は、 オペ レーティンク" システムにより異なります)。 

手順 4 インストル結果は、 rpm コマンドで確認します。インストールが完了すると、 

compat - libstdc ++-33-3.2.3-* 

(* の部分は、オペレーティンゲシステムにより異なります） 

というパッケージがインストールされます。インストールに失敗すると、このパッケージが存在しません。 


> rpm -q compat-libstdc++-33 

パッケージ compat-1 ibstdc++-33 はインストールされていませ 
ん 

> rpm -ivh compat-libstdc++-33-*. i386. rpm 

Preparing... ############################## 

[ 100 %] 

1：compat-Iibstdc++-33 ############################## 
[ 100 %] 

> rpm -q compat-libstdc++-33 
compat-libstdc++ -33-3_ 2. 3 -* 


> rpm -q compat-libstdc++-33 
compat-libstdc++-33-3. 2. 3 -* 


新規インストール （ Linux、VMware ESX Server) 

インストールイメージの setup . sh を使用して 、 Universal RAID Utility を新規インストールします。 

I irO VMware ESX Server では 、 Universal RAID Utility は 、 ESX Server へインストールします。 

^ 仮想マシンにはインスト—ルしないでください。 
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手順 1 カレントディレクトリをインストルイメージを格納し 

たディレクトリに変更し、 
sh setup.sh --install 
と入力します。 

setup . sh が終了したら、インストールは完了です。 

手順 2 rpm コマンドでインストール結果を確認します。 

インストールが完了すると、 

『 UniversalRaidUtility - x . yy - z 』 （x はメジャーバージョン 、 y 
はマイナーパージョン、 z はリビジョン番号） 

というパッケージがインストールされます。また、システムで使用す 
る RAID コントローラの種類に応じて、以下の RAID コントローラを制御するプログラムをどちらか一方、あるいは両方登録します。 
『 storelib -2. aa -0 』 （ aa はマイナーパージョン） 

『 WebPAMPR 0_ Agent -3. aa . bbbb - cc 』 （ aa . bbbb-cc はバージヨン） 

インストールに失敗すると、これらのパッケージが存在しません。 


更新インストール （ Linux、VMware ESX Server) 

コンピュータに古いパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、「新規インストール （ Linux、VMware ESX 
Server )」 と同じ手順で Universal RAID Utility をインストールすると、更新インストールを行います。更新インストールでは、 
古いパージョンの以下の設定、状態を新しいパージョンに引き継ぎます。 

• RAID ログの内容 

• Universal RAID Utility が使用する TCP ポート 

• raidcmd 起動時の動作モード 

參オペレーテインゲシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 


追加インストール （ Linux、VMware ESX Server) 


コンピュータに同じパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、「新規インストール （ Linux、VMware ESX 
Server )」 と同じ手順で Universal RAID Utility をインストールすると、追加インストールを行います。追加インストールでは、コ 
ンピュータに新しい RAID コントローラを取り付け、あるいは、 RAID コントローラを取り外しするとき 、 Universal RAID Utility の 
RAID コントローラを制御するプロゲラムを追加、削除します。 


アンインストール fLinux、VMware ESX Server) 


インストールイメージの setup . sh を使用して 、 Universal RAID Utility をアンインストールします。 

手|1頃1 インストールイメージ中の setup . sh を実行します。 

カレントディレクトリをインストールイメージが存在するディレクトリ 
に変更し、 

sh setup.sh --uninstall 
と入力します。 

setup . sh が終了したら、アンインストールは完了です。 


手順 2 rpm コマンドでアンインストール結果を確認します。 

アンインストールが完了すると、 

『 UniversalRaidUtility - x . yy-z I (x はメジヤーバージョン、 yy 
はマイナーパージョン、 z はリビジョン番号） 

というパッケージがアンインストールされます。また、 RAID コントローラを制御するプログラムのパッケージもアンインストールされます。 


> cd インストールイメ ージを格納したデ#レクトリ 

> sh setup, sh —uninstall 

> 

> rpm -q UmversalRaidllti I ity 

パッケージ UniversalRaidllti I ity 卜ールされていま 

せん ％♦着 

> _舞‘ _ 

> rpm -q store lib •■■■■■■■■■■■■■■ 国 ■ V 

パッケージ storel ib はインストールされ以 •ま 社ん 

> ***•〆 

rpm -q WebPAMPRO_Agent 

パッケージ WebPAMPRO_AgerfE はインストールされていません 


> cd インストールイメ ージを格納した二 
7 sh setup, sh —install 

> 

)rpm -q UmversalRaidllti I ity 
Uni versa IRaidllti I i ty-x. yy-z 


> rpm -q storelib 
storelib-2. aa-0 


> rpm -q WebPAMPRO_Agent 
WebPAMPR0_AGENT-3. aa. bbbb-cc 
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Universal RAID Utility の起動と停止 


Universal RAID Utility の各モジュールごとに起動と停止の方法を説明します。 


raidsrv サービス 

raidsrv サービスは、コンピュータを起動すると自動的に起動し、コンピュータをシャツトダウンすると自動的に停止します。 
raidsrv サービスが動作していないと Universal RAID Utility は正常に動作しません。 raidsrv サービスを起動しないように設定し 
たり、 raidsrv サービスを停止しないでください。 

■-0 オペレーティングシステムが Linux 、 あるいは VMware ESX Server を使用する場合、 raidsrv サ 
m ービスが障害などにより異常終了したり、 raidsrv サービスのプロセスを強制終了したとき、二重起動 
を防ぐためのロックファイルが残るため、そのままの状態では raidsrv サービスが起動しなくなることがあ 
ります。 


このような場合は、 raidsrv サービスを再起動する前に、以下のファイルを削除します。 

/ var / lock / subsys/raidsrv 


シングルユーザモードでの起動 


Universal RAID Utility は、ネットワーク機能を使用します。そのため、 Linux や VMware ESX Server のシングルユーザモ 
-ドでは、ネットワーク機能が動作していないので Universal RAID Utility を使用できません。シンゲルユーザモードで 
Universal RAID Utility を使用するには、以下の手順でネットワーク機能を有効にした後、 raidsrv サービスを起動します。 


手|1頃1 ネットワークサービスを起動します。 

手順 2 raidsrv サービスを起動します。 

手順3 raidsrv サービスが正常に起動したことを確認しま 

す。プロセス ID が表示されれば、 raidsrv サービスは正常に起 
動しています。 


> /etc/init. d/network start 

> /etc/init.d/raidsrv start 

> /etc/in it. d/raidsrv status _■■■■ 3 
raidsrv ipid 3738 3718) is running... 
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RAID ビューア 


RAID ビューアを開くには、[スタート]メニューを使用します。 

[スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、 [Universal 
RAID Utility ] の順にポイントし、 [RAID ビューア]をクリックしま 
す 0 


(§1 スタ-トアップ 
右 Internet Explorer 
Express 


L^l Out lOOk 




^□■^70) トタゥン g □此ユ-ア 


澹ス j 


• RAID ビューアを使用するには、管理者権限を持つユーザでログオンします。管理者権限を持つユ 
—ザでなければ、 RAID ビューアを実行できません。 

• インターネットに接続していないコンピュータで RAID ビューアを起動すると、 RAID ビューアが起動す 
るまでに数十秒〜数分の時間を要することがあります。詳細は、 「 RAID ビューア、ログビューア起 
動時のデジタル署名の確認について」を參照してください。 


• RAID ビューアは、同時に1つしか起動できません。 

• RAID ビューアは raidsrv サービスが動作していないと起動できません。オペレーテインゲシステムを起 
動した直後は、 raidsrv サービスの起動が完了していないため RAID ビューアを起動するとエラーと 
なることがあります。このときは、しばらくしてから RAID ビューアを起動しなおしてください。 


RAID ビューアを閉じるには、 RAID ビューアの[ファイル]メニューで[終了]をクリックします。 


ファ 

イル(巳）棵作 (G ツ-ル(I) 

再スキゃン ㈣ Ctrl + F 5 

プロパティ迟)… 

終了 〇〇 Alt + F 4 
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ログビューァ 


ロゲビューアを開くには、[スタート]メニューを使用します。 

[スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプログラム ]、 [Universal 
RAID Utility ] の順にポイントし、[ログビューア]をクリックします。 


(§1 スタ-トアップ 
声 L-iternet Explorer 
Express 


Outlook 

m i mum 


0ロヴォフ〇) 13 シゃットタゥン 



澹ス タ-卜 j 


もしくは 、 RAID ビューアの[ツール]メニューで[ログビューア]をクリックします。 ッ-ル m I aj レブ(出_ 

ィ―ジ ーコンフィクレー シ ヨン (£)■■■ 
□此ュ-ア (L) Ctrl+L 


• ログビューアを使用するには、管理者権限を持つユーザでログオンします。管理者権限を持つユー 
ザでなければ、ログビューアを実行できません。 

• インターネットに接続していないコンピュータでログビューアを起動すると、ログビューアが起動するまで 
に数十秒〜数分の時間を要することがあります。詳細 S 、「 RAID ビューア、ログビューア起動時の 
デジタル署名の確認について」を参照してください。 


〆 ログビューアは、同時に1つしか起動できません。 

1^1 


ロゲビューアを閉じるには、ログビューアの[ファイル]メニューで[終了]をクリックします。 


ファ 

イル(巳)ヘルプ ( d ) 

最新®情報に更新 (E) F5 

プロパティ (&) … 

終了 〇〇 Alt+F4 
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raidcmd 


raidcmd は、コンソール上で実行するコマンドです。 

オペレーテインゲシステムが Windows の場合はコマンドプロンプト、オペレーテインゲシステムが Linux、 あるいは VMware ESX 
Server を使用する場合、コンソールや夕ーミナルで使用します。 
raidcmd の機能については、 「raidcmd の機能」を參照してください0 


■=0 
r n 


• raidcmd を使用するには、管理者権限を持つユーザでログオンします。管理者権限を持つユーザ 
でなければ、 raidcmd を実行できません。 


• オペレーティングシステムが Windows 2000の場合 、 Universal RAID Utility を新規、ある 

いは更新インストールした後、コマンドブロンブトを開きなおしてから raidcmd を使用してください。 
インストール前から開いているコマンドプロンプトでは、パスが見つからないため raidcmd を起動で 
きません。 


• オペレーティングシステムが Linux 、 あるいは 、 VMware ESX Server の場合、 raidcmd のプロ 
セスの中断などにより二重起動を防止するためのロックファイルが残ってしまうことがあります。ロックフ 
ァイルが存在するときに raidcmd を起動すると 

raidcmd :< RU 4009> The raidcmd command is already running . 

というメッセージを表示します。 raidcmd を二重起動していないときにこのメッセージが表示される 
場合、以下のファイルを削除してください。 

/ var / lock / subsys/raidcmd 


オペレーテインゲシステムが Windows Server 2008、 Windows Vista の場合、「管理者：コマンドプロンプト」を使用してください。 
通常の「コマンドプロンプト」で raidcmd を使用すると、 raidcmd の出力を別ウインドウの「管理者：コマンドプロンプト」に表示し、 
終了時にただちに「管理者：コマンドプロンプト」を閉じるため、 raidcmd の動作状況を把握できません。 


「管理者：コマンドプロンプト」は、以下の手順で起動します。 

手I唄1 [スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、 

[アクセサリ]の順にポイントし、[コマンドプロンプト]を右クリッ 
クします。シヨートカットメニューで、[管理者として実行]をクリツ 
クします。 


手順2 [管理者として実行]をクリックすると、[ユーザーア 

カウント制御]ダイアログボックスを表示することがあります。 
raidcmd を実行して問題ないときは、[続行]をクリックします。 


■ノ /S ノ Ll ノ | 

■HiMBwag 

—1_ j 11 Jrji 

問く (0) 

ファイル穿 

^ ペイント 
3 メモ 1 


音理者として実行 ( A )... 

ファイル®埸所を聞仙 

「ス匀一卜1一からアイ- TV 奋肖 II 除 0) 


L ーザーアカウント # J 御 

【凶 

篇行するなたの許可が名要です 

あなたが聞始した f 荣作である埸含は、 続行し um 、。 


Windows コマンドプロセツサ 


Microsoft Windows 


▼J 詳細 (D) 続行 (C) 

キゃンセル| 


ば細 ■ は、謹午勒 ㈣ 屢用綱刪 


手順3 コマンドプロンプトが起動します。ウインドウのタイト 

ルが[管理者：コマンドプロンプト]であることを確認します。 
raidcmd は、[管理者：コマンドプロンプト]で使用します。 


应管理者：コマンドブ□ンブト 

Microsoft Windows [Versntij 6.0.6001] 

Copyright (c) 2006 Microsofi^Corporation. All rights 

C：¥WindowsVsystem32>_ ♦♦ 3 
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スタンダードモードとアドバンストモード 

RAID ビューア、 raidcmd には、スタンダードモードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンダードモードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、メンテナンス機能を提供する動作モードです。 

使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐことができます。 
それぞれのモードで使用できる機能は、以下のようになります。 


機能項目 

RAID ビューァ 
対応機能 

raidcmd 
対応コマンド 

スタンダード 

モード 

アドバンスト 
モード 

表示情報更新 

再スキヤン 

rescan 

/ 

/ 

プロパティ參照 

プロパティ 

property 

/ 

V 

論理ドライブ作成(シンプル） 

論理ドライブ作成 

シンプル 

mklds 

V 

〆 

論理ドライブ作成(カスタム） 

論理ドライブ作成 

カスタム 

mkldc 


〆 

ブザー停止 

ブザー停止 

sbuzzer 

/ 

〆 

整合性チェック(開始） 

整合性チェック 

cc 

/ 

V 

整合性チェック(停止） 

オペレーションビューの 

[停止] 

cc 

/ 

〆 

整合性チェック(開始） 

スケジュール実 t 〒用 

該当機能なし 

CCS 

/ 

〆 

初期化(開始） 

初期化 

init 


〆 

初期化(停止） 

オペレーションビューの 

[停止] 

init 


V 

論理ドライブ削除 

論理ドライブ削除 

delld 


〆 

リビルド(開始） 

リビルド 

rebuild 


〆 

リビルド(停止） 

オペレーションビューの 

[停止] 

rebuild 


〆 

ホットスペア(作成） 

ホットスペア作成 

hotspare 

V 

〆 

ホットスペア(解除） 

ホットスペア解除 

hotspare 

/ 

〆 

物理デバイスステータス変更(オンライン） 

強制オンライン 

stspd 


〆 

物理デバイスステータス変更(故障） 

強制オフライン 

stspd 


〆 

実装位置表示 

実装位置表示(ランプ） 

slotlamp 

/ 

〆 

イージーコンフイグレーション 

イージーコンフイグレーション 

econfig 

/ 

〆 

ログビューア起動 

ロゲビューア起動 

該当機能なし 

/ 

〆 

動作モード変更 

スタンダードモード 

アドバンストモード 

runmode 

/ 

〆 

パージョン情報の参照 

パージョン情報 

コマンド指定せずに実行 

/ 

V 

オペレーション動作状況確認 

オペレーションビュー 

oplist 

/ 

〆 

RAID コントローラのオプションパラメータ設定 

RAID コントローラのプロパテイ optctrl 


V 

論理ドライブのオプションパラメータ設定 

論理ドライブのプロパティ 

optld 


〆 

上記以外の機能 


上記以外の機能 

/ 

〆 
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起動時の動作モード 


RAID ビューア 


RAID ビユーアは、スタンダードモードで起動します。 RAID ビユーアを起動するときの動作モードをアドバンストモードに 
変更するには、 「 RAID ピューア起動時の動作モードを変更する」を參照してください。 


raidcmd 


raidcmd は 、 Universal RAID Utility インストール後はじめて起動するときは、スタンダードモードで動作します。動作モ 
—ドは、 " rescan " コマンドにより動作モードを変更しない限り変化しません p ンピュータを再起動しても動作モードは変 
化しません)。 


動作モードの変更 

動作モードの変更手順について説明します。 


RAID ビューア 

[ツール]メニューの[アドパンスト]、あるいは、[スタンダード]を使用します。 
詳細は、「[ツール]メニュー」を參照してください。 


raidcmd 


" runmode " コマンドを使用します。 


手順1 スタンダードモードからアドバンストモードへ変 
更するには、 1 ' runmode " コマンドに - md = a のハ 。 
ラメータを指定して実行します。 

(例）動作モ-ドをアドバンストモ-ドへ変更する。 
raidcmd runmode - md=a 


> raidcmd runmode -md=a ■■■ 

Changed running mode to "Advanced Mode . 


> raidcmd runmode -md=s •■■■国 2 
Changed running mode to ’’Standard Mode . 


手順 2 アドバンストモードからスタンダードモードへ変更するには、" runmode n コマンドに - md = s のパラメータを指定 
して実行します。 

(例）動作モードをスタンダ—ドモードへ変更する。 
raidcmd runmode - md=s 
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RAID ビューァの機能 


RAID ビユーアの機能について説明します。 

RAID ビユーアは、オペレーテイングシステムが Windows の場合のみ使用できます。 


RMD ビューアの構成 


RAID ビューア は、 ツリービュー、 オペ レーシヨ ン ビュー、メニュー、ステータスパーの 4 つのパー トで構成します。 



ファイル (0 棟作 (G ツ - ル ( ェ）ヘルブ (d) 〆 


-ln|x| 


白臞 RAID コント□ーラ #1(0) MegaRAID SAS 8708EM2 (128MB) 
i S ディスクアレイ #i(o) 

r H LD #1(0) [ オンライン ] RAID 5 
I S PD #1(D) [ オンライン ] SAS-HDD 


〇 停止 (Q) 」 X 則除 ©) | 


オペレーション I 対象 _I 状態 

初期化 RAID コント □ ーラ #1 LD #2 完了 

整合性チ:!:ック RAID コント □ ーラ #1 LD #3 停止 


!• @ PD #2 ⑴ [ オンライン ] SAS-HDD 
S PD #3(2) [ オンライン ] SAS-HDD 
@ PD #4(3) [ 共用ホットスペア ] SAS-HDD 


ツリービュー 




オペレーションビュー 


ステータスパー ’ 

図2 RAID ビューアの構成 


r アドバンスト .:! 


ツリービュー 

ツリービューは、コンピュータに存在する Universal RAID Utility が管理する RAID システムの構成を階層構造で表示します。また、 
各コンポーネントの種類や状態をアイコンで表示します。 


ツリービューは、コンピュータに存在するそれぞれの RAID システ 
ムを 1 つの RAID コントローラのノードとして表示します。 

RAID コント ローラのノー ドには、 RAID コント ローラに 搭載する 
バッテリ、作成している論理ドライブとディスクアレイ、接続している 
物理デバイスの ノー ドがあります。1つの ノー ドは、コンポーネントの 
どれか1種類が1個存在することを意味します。 

すべてのノー ドには、アイコンがあります。アイコンは、コンピュータ 
や、 RAID コントローラ、バッテリ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物 
理デバイスのコンポーネントの種類と、その状態をゲラフイカルに表 
現します。 


日 01 Computer 

[- RAID コントローラ #1(0) MegaRAID SAS 8708EM2 (128MB) 

卜 ■■圓 パッテリ[正常] 

- §ディスウアレイ #1(0) 

! -H LD #1(0) [オンライン] RAID 5 
! \ -m PD #1(0) [オンライン] SAS-HDD 

j PD #2(1) [オンライン] SAS-HDD 
N …屆 PD #3(2) [オンライン] SAS-HDD 

S PD #4(3) [ 専用ホットスペア ] SAS-HDD 
| -@ PD #5(4) [ 共用ホットスペア ] SAS-HDD 
! -Q PD #6(5) [ レディ ] SAS-HDD 
卜 S PD #7(6) [ レディ ] SAS-HDD 
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コンピュータ 


1番目のレベルのノードは 、 Universal RAID Utility が動作しているコンピュータを示します。 
コンピュータアイコンは、コンピュータに存在するすべての RAID システムの状態を総合的に表します。 


アイコン 

意味 


説明 

m 

コンピュータ- 

正常 

コンピュータのすべての RAID システムが正常に稼動しています。 RAID コントローラが 
故障と認識する問題は発生していません。 

国 

コンピュータ- 

警告 

コンピュータに以下の状態の RAID システムがあります。 

「故障コンポーネントが存在するが運用可能」 

□ 

コンピュータ- 

異常 

コンピュータに以下の状態の RAID システムがあります。 

「故障コンポーネントが存在し運用不可能」 


RAID コン トローラ 


コンピュータのそれぞれの RAID システムは、1つの RAID コントローラのノードとして存在します。 RAID コントローラのノード 
は、1個の RAID コントローラを示し、 RAID コントローラの番号と ID 、 製品名を表示します。 

RAID コントローラアイコンは、 RAID コントローラ上の RAID システムの状態を総合的に表します。 


アイコン 

意味 

説明 


RAID コントローラ-正常 

RAID コントローラのすべてのコンポーネント(バッテリ、論理ドライブ、物理デバイス)は 
正常に稼動しています。 RAID コントローラが故障と認識する問題は発生していませ 
ん〇 


RAID コントローラ-警告 

RAID コントローラ上に以下の状態のコンポーネントがあ0ます。 

「故障コンポーネントが存在するが運用可能」 

□ 

RAID コントローラ-異常 

RAID コントローラ上に以下の状態のコンポーネントがあります。 

「故障コンポーネントが存在し運用不可能」 


パツテリ 


RAID コントローラにバッテリを搭載していると、 RAID コントローラのノードには、バッテリのノードが存在します。バッテリのノ_ 
ドは、バッテリの状態を表示します。 


アイコン 

意味 


説明 

M 

バツテリ-正常 

バッテリは正常に稼動しています。 



バッテリ_警告 

バッテリに問題を検出しました。 



ディスクアレイ 


RAID コント ロー ラに論連ドライブを作成していると、その論理ドライブを含むディスクアレイのノードが RAID コント ロー ラのノ 
—ドに存在します。ディスクアレイのノードは、番号と ID を表示します。また、ディスクアレイのノードには、作成している論理ド 
ライブ、構成している物理デバイス、割り当てている専用ホットスペアのノードが存在します。ディスクアレイのアイコンは、これら 
の状態を総合的に表します。 
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物理デバイス-レディ 
物理デバイス-オンライン 

物理デバイス-ホットスペア 
物理デバイス-リビルド中 
物理デバイス-警告 


論理ドライフを作成していない物理デバイスです。 

論理ドライブを作成している物理デバイスです。 RAID コントローラが故障と認識 
する問題は発生していません。 

ホットスペアとして登録した物理デバイスです。 

リビル％実行している物理デバイスです。 

S . M . A . R . T ■エラーを検出した物理デバイスです。 


物理デパイス-異常 
テープ 装置 

CD ドライブ / DVD ドライブ 


RAID コントローラが故障と認識した物理デバイスです。 
デバイスタイプが[テープ装置]の物理デバイスです。 
デバイスタイプが 「 CD / DVD 1 の物理デバイスです。 


アイコン 意味 説明 


ディスクアレイ-正常 ディスクアレイに作成している論理ドライブ、構成している物理デバイス、割り当ててい 

る専用ホットスペアは正常に稼動しています。 RAID コントローラが故障と認識する問 
題は発生していません。 

@ ディスクアレイ-警告 ディスクアレイに1つ、あるいは複数の警告状態のコンポーネントが存在します。 

〇 ディスクアレイ-異常 ディスクアレイに1つ、あるいは複数の異常、警告状態のコンポーネントが存在しま 

す0 


論理ドライブ 


論理ドライブのノードは、その論理ドライブを含むディスクアレイのノードに存在します。論理ドライブのノードは、1個の論理 
ドライブを示し、論理ドライブの番号と ID 、 状態、 RAID レベルを表示します。論理ドライブアイコンは、その論理ドライブの状 
態を表示します。 


アイコン 

意味 

説明 

m 

論理ドライブ-正常 

論理ドライブは正常に稼動しています。 

m 

論理ドライブ-警告 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、論理ドライブの冗 
長性が失われているか、低下しています。 

E3 

論理ドライブ-異常 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、論理ドライブが停 
止し、アクセスもできません。 


RAID レベルが10または、50の論理ドライブは、 RAID コントローラの種類によっては、複数のディスクアレ 
イで構成されます。このような論理ドライブのノードは、複数のディスクアレイに存在します。 


物理デバイス 


物理デバイスのノードは、ディスクアレイのノードと RAID コントローラのノードのと_ちらかにが存在します。論理ドライブを作成 
している物理デバイスと、専用ホットスペアに登録している物理デバイスは、ディスクアレイのノードに存在します。それ以外の 
物理デバイスは、 RAID コントローラのノードに存在します。物理デバイスのノードは、1台の物理デバイスを示し、物理デバイ 
スの番号と ID 、 状態、デバイスタイプを表示します。 

物理デバイスアイコンは、その物理デバイスのデバイスタイプと状態を表示します。 


アイコン 意味 説明 


✓ 複数のディスクアレイに作成した専用ホットスペアのノードは、それぞれのディスクアレイのノードに存在しま 

す0 
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初期化 RAID ] ント□ーラ#1 LD #2 

堅合性チ I ツク RAID コント□ーラ#1 LD #1 

初期化 RAID コント□ーラ#1 LD #2 

整含性チ I ツク RAID コント□ーラ#1 LD #3 


図3オペレーションヒュー 

オペ レーショ 'ノビ ューに 表示するオペ レーショ ンの種類は以下のとおりです。それぞれのオペ レーショ ンごとに、対象 コンポー ネントと、 
状態を表示します。 

■ 初期化 

■ リビルド 

■ 整合性チェック 


表示するオペレーシヨンは 、 RAID ビュ ーアを起動時に実行中のオペレーシヨン 、 RAID ビュ ーアを起動後に開始したオペレーションで 


す 0 


オペレーションの動作状況、動作結果は、[状態]で判断できます。 

実行中(/!/%) オペレーションを実行中です（/ V は進埗度です） 

完了 オペレーションは正常終了しました。 

失敗 オペ レーショ ンは異常終了しました。 

停止 オペレーションを停止しました。 

一時停止(/ V %) オペレーションは一時停止中です（/ V は進埗度です)。 

実行待ち(/ V %) オペレーションは実行を待ち合わせています（/\/は進埗度です)。 

停止処理中 オペレーションを停止しています。 


終了したオペレーシヨンの表示は、 RAID ビユーアを終了するまで表示します。次回 RAID ビユーアを起動しても終了したオペレーシ 
ヨンはオペレーシヨンビユーに表示しません。 

RAID ビユーア起動中に動作を終了したオペレーシヨンを削除 
するには、削除するオペレーシヨンをクリックし、[削除]をクリックし 
ます0 


〇 停止至麵 

X Q ) 


II オペレ-ショレ 

対象 

状態 

|堅合性チ I ック 


RAID^hC 

トラ#1 LD #2 

完了 I 


初期化 RAID ： D トローラ#1 LD #2 完了 

II 合性チ I ック RAIDID トローラ#1 LD #1 停止 


オペレーシヨ'ノビューは、 RAID ビューア起動後にコンピュータで実行したオペレーシヨンの動作状況、動作結果を表示します。 


邏酬 

x (m 


1オペレーション 

対象 

状態 

■整合性チ I ック 


RAID コント [ 

トラ#1 LD 

完了 画 


ショートカツトメニュー 


RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物理デバイス、バッテリのノードを右クリックすると、それぞれのシヨートカット 
メニューを表示します。シヨートカットメニューでは、プロパティを表示したり、オペレーシヨンを実行できます。 

それぞれの機能の詳細 i 、 「メニュー」を參照してください。 


オペレーションビュー 


SISI 
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また、実行中のオペレーシヨンは途中で停止できます。オペレー 
シヨンを停止するには、 停止するオペレーシヨンをクリックし、[停止] 
をクリックします。 


© f 亭止⑼ 

x mtm .! 


1 オペ レーシヨ ン 

対象 

状態 

|堅合性チ 1 妁 


RAID コント [ 

ト ラ# 1 LD #1 

実行中(□%) 


初期化 HAlDj - y トローラ# 1 LD #2 完了 

II 合性チ I ック RAIDID トローラ# 1 LD #3 停止 




停止できるオペレーションは、動作モードにより異なります。詳細は、「スタンダードモードとアドバンス 
トモード」を參照してください。 

オペ レーションの 停止は 、 RAID コン ト ローラの 種類により サボー トしていない場合があります。その場 
合、[停止]が有効になりません。 



RAID ビューアには、[ファイル]、[操作]、[ツール]、[ヘルプ]の4つのメニューがあります。 


ffl* Universal RAID Utility - RAIDEn —ア 


ファイル ( e ) f 荣作 (g ツ-ル ( i ) ヘルプ ( a ) 

図 4 RAID ビューアのメニュー 


それぞれのメニューについて説明します。 


• RAID ビューアの動作モードが「スタンダードモード」のときは、スタンダードモードで使用できない機 
能はメニューに表示しません。 

• ツリービューで選択している処理対象コンポーネントの種類や、処理対象コンポーネントの状態によ 
0対象のメニュー項目を実行できないときは、メニューをクリックできません。 


[ファイル] メニュー 


[ファイル] メニューには、 RAID ビューアの表示情報更新や、各コンポーネントのプロパティ表示、 RAID ビューアの終了とい 
った機能を実行するメニューがあります。 


こュー項目 説明 


[再スキ ヤン] 現在の RAID システムの管理情報を取得しなおし 、 Universal RAID Utility が管理する RAID シス 

テムの情報を更新します。 RAID ビューアの表示情報は、取得しなおした情報に更新します。 

[プロパティ] ツリービューで選択しているコンポーネント ( RAID コントローラ、論理ドライブ、物理デバイス)のプロパテ 

ィを表示します。 

[終了] RAID ビューアを閉じます。 


[操作]メニュ- 


[操作]メニューには、 RAID コントローラ、論理ドライブ、物理デバイスに対してオペレーションを実行するメニューがあります。 
[操作]メニューの機能を使用するには、先にツリービューで該当するコンポーネントをクリックし、[操作]メニューで実行したい 
メニューを選択します。 

[操作]メニューの機能は、選択しているコンポーネントの種類や、そのコンポーネントの状態により、選択できないときがあ 
ります(右の図は、アドバンストモードで RAID ビューアを実行しているとき、ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[操作] 
メニューを開いた例です)。 
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また、 RAID ビューアの動作モードがスタンダードモードのときは、スタンダードモードで制限している機能は選択できません。 
動作モードによる使用できる機能の内容は、「スタンダードモードとアドバンストモード」を參照してください。 

RAID コン ト ローラで 実行できる機能 


こュー項目 説明 


[論理ドライブの作成] 選択した RAID コントローラに論理ドライブを作成します。 

[論理ドライブの作成]には、[シンプル]と[カスタム]の2つのモードがあります。 

[シンプル]は、 RAID レベルと物理デバイスを選択するだけで簡単に論理ドライブを作成できま 
す。 

[カスタム]は、設定を細かく指定して論理ドライブを作成できます。 

[ブザー停止] RAID コントローラのブザーを停止します。 


論理ドライブで実行できる機能 


ニュー項目 


[整合性チェック] 


選択した論理ドライブに整合性チェックを実行します。 


[初期化] 選択した論理ドライブに初期化を実行します。 

[初期化]には、[完全]と[クイック]の2つのモードがあります。 

[完全]は、論理ドライブの全領域を初期化します。 

[クイック]は、論理ドライブの管理情報が存在するブロックのみ初期化します。 
[論理ドライブの削除] 選択した論理ドライブを削除します。 


物理デパイスで実行できる機能 


こュー項目 説明 


[リビルド] 選択した物理デバイスをリビルドします。 

[ホットスペア] 選択した物理デバイスでホットスペアを作成します。もしくは、ホットスペアを解除します。 

[共用ホットスペア作成]は、物理デバイスを同一 RAID システム内のすべての論理ドライブのホッ 
トスペアとして使用できる共用ホットスペアにします。 

[専用ホットスペア作成]は、物理デバイスを特定の論理ドライブのホットスペアとして使用できる 
専用ホットスペアにします。 

[ホットスペア解除]は、物理デバイスをホットスペアから解除します。 

[強制オンライン] 選択した物連デバイスをオンラインにします。 

[強制オフライン] 選択した物理デバイスをオフライン(こします。 

[実装位置表示] 選択した物理デバイスを実装するスロットのランプを点灯(点滅)します。 

[オン]は、ランプを点灯(点滅)します。 

[オフ]は、ランプを消灯します。 


[ツール]メニュー 


[ツール]メニューには、 RAID システムの管理に使用するツールや、 RAID ビューアの動作を変更する機能を実行するメニュ 
—があります。 


こュー項目 説明 


[イージーコンフイグレーシヨン] RAID システムを簡単に構築するイージーコンフイグレーシヨンを実行します。 
[ログビューア] ログビューアを起動します。 
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こュー項目 


説明 


[7 ドバンストモード]または 動作モードを変更します。動作モードにより、メニューの表記が変化します。 

[スタンダードモード] [アドバンストモード]は、動作モードをアドバンストモードに変更します。 

[スタンダードモード]は、動作モードをスタンダードモードに変更します。 
[オプション] Universal RAID Utility の設定を変更します。 


[ヘルプ]メニュー 


[ヘルプ]メニューには 、 Universal RAID Utility のパージョンとリビジョン、 RAID ビューアのパージョンを表示するメニューがあ 
ります0 


[パージョン情報] 


Universal RAID Utility のパージョンとリビジョン、 RAID ビューアのパージョンを表示します。 


ステータスパー 


ステータスパーは 、 RAID ビューアの動作モードを表示します。 



スタンダード 

■:; 1 

アドパンスト 

■ ■ 


図5 RAID ビューアステータスパー 
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2000/06/ 1S 

10:22:22 

304 

2000/06/ 1S 

10:22:22 

402 

200S/06/1S 

10:22:19 

410 

200S/06/1S 

10:22:13 

409 

200S/06/1S 

10:22:04 

301 

200S/06/1S 

10:22:04 

401 

200S/06/1S 

10:22:04 

307 

200S/06/1S 

10:21:53 

306 

200S/06/1S 

10:21:54 

304 

2003/06/ 1S 

10:21:54 

402 

2000/06/ 1S 

10:21:50 

405 

2000/06/ 1S 

10:21:44 

417 

2000/06/ 1S 

10:21:44 

404 

200S/06/1S 

10:21:44 

415 

200S/06/1S 

10:21:26 

302 

200S/06/1S 

10:21:26 

302 

200S/06/1S 

10:21:26 

302 

200S/06/1S 

10:21:26 

416 

200S/06/1S 

10:20:53 

208 

200S/06/1S 

10:20:43 

208 

2000/06/ 1S 

10:20:37 

208 


<RU0304> [CTRL:1(ID=0) PD:3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0402> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 論理ドライブ® ステータスは 縮退です。 

<RU0410> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] H 含性チ 1ッりが完了しました。 

<RU0409> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] II合性チ 1 ッ ウが閉眙されました。 

<RU0301> [CTRL:1(ID=0) PD:3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0401> [CTRL:1(ID=0) LD ： 1(ID=0)] 論理ドライブ®ステ-タスはオンラインです。 
<RU0307> [CTRL ： 1(ID=0) PD ： 3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0306> [CTRL ： 1(ID=0) PD ： 3(ID=93 ENC=1 SLT-2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0304> [CTRL ： 1(ID=0) PD:3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0402> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 論理ドライブのステ-タスは縮退です。 

<RU0405> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 初期化が完了しました。 

<RU0417> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 論理ドライブ®キゃッシュモードが変更されま... 
<RU0404> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 初期化が問始されました。 

<RU0415> [CTRL: 1(ID=0)LD:1(ID=0)] 論理ドライブが作成されました。. 

<RU0302> [CTRL:1(ID=0) PD: 3 (ID =93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS： 1 53014 ... 
<RU0302> [CTRL ： 1(ID=0) PD:2(ID=68 ENC=1 SLT=3) HITACHI HUS15i<l36... 
<RU0302> [CTRL ： 1(ID=0) PD ： 1(ID=16 ENC=1 SLT=1) HITACHI HUS 151^.., 
<RU0416> [CTRL ： 1(ID=0) LD ： 1(ID=0)] 論理ドライブが則除されました。 

<RU020S> [CTRL ： 1(ID=0)] RAID コントロ-ラ®パトロ-ルリ-ド優先度が変更されまし… 1 
<RU020S> [CTRL ： 1(ID=0)] RAID コントロ-ラのパトロ-ルリ-ド優先度が変更されまし... 
<RU020S> [CTRL: 1(ID=0)] RAID コント□ーラ®パトロ-ルリ-ド優先度が変更されまし...二 J 


ログビュー 


ステータスバー 


図 6 ログビューアの構成 

ステータスパーは、ウインドウのサイズ変更以外の用途では使用しません。 

ログビュー 

ロゲビューは、 raidsrv サービスが記録した RAID システムの動作ロゲを表示します。 
ロゲビューアで參照できる情報は以下のとおりです。 


項目 説明 


種類 ログには次の3種類があります。 

© 異常：致命的な問題が発生したときに記録するログです。 

&警告：致命的ではありませんが注意を要する問題が発生したときに記録するログです。 

S 情報：オペレーションの実行状況など、問題では6い事象が発生したときに記録するログです。 
日付 事象の発生した日付です。 

時刻 事象の発生した時刻です。24時間制で表示します。 

イベント ID ログのイベント ID です。 

説明 ログの内容です。 


ログビューァの機能 


ログビューアの機能について説明します。 

ログビューアの構成 


ロゲビューアは、ログビュ_、メニュー、ステータスパーの3つのパートで構成します。 


メニューパー 

^- 1 -Inlxl 

mm 日付 b 賴 ij id im -] 



a 地 m 菁菁菁 -Wi 菁 ^tgaaam 菁菁菁菁菁 -Wi 菁菁菁菁菁 

@ A [^'[s '[^'[^'[^'[^ ' © A [^ '[^'[^'[^'[^'[^'[^'[^'[^'[^'[^ ■ 
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任意のイベントをダブルクリックすると、イベントの内容をダイアロ 
ゲで表示します。 




ロゲビューアには、 [ファイル]、[ヘルプ] の2つのメニューがあります。 



図7 ログビューアのメニュー 


それぞれのメニューについて説明します。 

[ファイル]メニュ 

[ファイル] メニューには、ログビューアの表示情報更新や、ログビューアの終了といった機能を実行するメニューがあります。 


こュー項目 説明 


[最新の情報に更新] RAID ログの内容を読み込み、ログビューに表示する内容を最新の状態に更新します。 

[プロパティ] [イベントのプロパティ]ダイアロゲボックスを開き、ログビューアで選択しているイベントの内容を表示し 

ます。 

[終了] ログビューアを閉じます。 


[ヘルプ]メニユー 

[ヘルプ]メニユーには、ログビユーアのパージョンを表示するメニユーがあります。 


こュー項目 説明 


[パージョン情報] ログビューアのパージョンを表示します。 
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raidcmd の機能 


raidcmd の機能について説明します。 

コマンドライン 


raidcmd を使用するには、右の形式でコマンド、および、必要 
に応じてコマンドのパラメータを指定します。 


> raidcmd コマンド〈コマンドの パラメー タ〉 



コマンドのパラメ-夕を指定せず y を実行すると w のパ-ジヨンを表示しま 


raidcmd の返却値 


raidcmd の返却値は、コマンドの実行結果を返却します。 


返却値 


実行結果 

0 

コマンド正常終了 


1 

コマンド異常終了 



raidcmd のエラーメッセージ 


raidcmd のコマンドが異常終了したときは、右の形式でエラーメ 
ツセージを表示します。 


> raidcmd コマンドコマンドの パラメータ 
raidcmd : エフーメッセーシ 


raidcmd のコマンド 


raidcmd のコマンド、および、コマンドのパラメータについては、 「 raidcmd コマンドリファレンス」を參照してください。 
help コマンドを実行すると、 raidcmd のヘルプを表示します。 

raidcmd の中断 


オペレーティンゲシステムが Windows の場合、 raidcmd はシステムフォルダにインストールするバッチファイルを実行します(このパッ 
チファイルが Universal RAID Utility をインストールしたフォルダ中の raidcmd のバイナリ形式ファイルを実行することにより 、 raidcmd 
の機能を実現しています)。そのため、 raidcmd の実行を中断するとき、コマンドプロンプトで CTRL + C を使用すると、「バッチジョ 
ブを終了しますか（丫 / N )? 」という確認メッセージを表示します。丫と N のど_ちらかを入力して raidcmd のバッチファイルを終了してく 
ださい。このメッセージを表示する時点で raidcmd のバイナリ形式ファイルの実行は中断しています。 
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ツ l 
メ: 

夕: 


王 a 又 


リビルド優先度 

Fsi 

H 含性チIック優先度 

中 

パト□ールリード 

有効 

パト□ールリード優先度 

中 

ブザー說定 

無効 


RAID コントローラの情報は、 RAID コントローラのプロパティで參照します。 


RAID ビューアで RAID コントローラのプロパティを參照するには、 
J - ビューで參照したい RAID コントローラをクリックし、[ファイル] 
:ュ-で[プロパティ]をクリックします。 

RAID コントローラのプロパティには、[全般]タブと[オプション] 
きがあります。 

[全般]タブは、 RAID コントローラのプロパティを表示します。 


[オプション]タブは、 RAID コントローラの設定を參照できます。 
動作モードがアドバンストモードのときは、設定を変更できます。 


RAID] ント□ーラのブ□パティ 


2iJ 


RAID コントローラ <D ブ□パティ 




1全般 j オプション1 


項目 

m 

番号 

1 

ID 

□ 

製适元 

LSI Corporation 

製品名 

MegaRAID SAS 870SEM2 (128MB) 

ファームウェアパージョン 

1.12.32-0501 

キャッシュサイズ 

128MB 



2Si 


raidcmd で RAID コントローラのプロパティを參照するには、 
" property " コマンドを使用します 0 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
■c :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) のプロパテ 
ィを参照する。 

raidcmd property - tg=rc - c=l 


> raidcmd property -tg 二 rc -c=1 | 

RAID Controller #1 


ID 

0 

Vendor 

し SI Corporation 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

ROMB 


Firmware Version 

1.12. 02-0342 

Cache Size 

128MB 

Battery Status 

Normal 

Rebuild Priority 

High 

Consistency Check Priority 

Low 

Patrol Read 

Enable 

Patrol Read Priority 

Low 

Buzzer Setting 

> 

Enable 


項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 

Universal RAID Utility における、 RAID コントローラの管理番号(論理アドレス)です。 
Universal RAID Utility が RAID コントローラごとに1から始まる番号を割0当てます。 

ID 

ID 

RAID コントローラのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユーテイリテイ 
では、この識別情報のアドレスを使用します。 

製造元 

Vendor 

RAID コントローラの製造元です。 

製品名 

Model 

RAID コントローラの製品名です。 

ファー厶ウェアパージョン 

Firmware Version 

RAID コントローラのファームウエアのパージョンです。 

キャッシュサイズ 

Cache Size 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリのサイズです（単位： MB )。 


RAID システムの情報參照 


RAID システムのコンフィゲレーシヨン、状態などの情報や、 RAID システムの動作記録を參照する方法について説明します。 

RAID コントローラのブロパティを參照する 
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項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 


Battery Status 

RAID コントローラに搭載するバッテリのステータスです。以下の3つの状態があります。 
正常/ Normal :バッテリが正常に使用できる状態であることを指します。 

警告/ Warning :バッテリがなんらかの理由によ0正常に使用できない状態であることを 
指します。 

未接続/ Not Present : RAID コントローラにバッテリが存在しないことを指します。 

初期化優先度 

Initialize Priority 

初期化処理をコンピュータシステム内でどのくらい優先的に実行するか表す度合いです。 
以下の3つの設定があ0ます。 

高/ High :初期化処理を高い優先度で実行します。 

中/ Middle :初期化処理をバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :初期化処理を低い優先度で実行します。 

リビルド優先度 

Rebuild Priority 

リビルをコンピュータシステ厶内でどのくらい優先的に実行するか表す度合いです。以下 
の3つの設定があ0ます。 

高/ High : リビルドを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :リビルドをバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low : リビルを低い優先度で実行します。 

整合性チェック優先度 

Consistency Check 
Priority 

整合性チェックをコンピュータシステム内でどのくらい優先的に実行するか表す度合いで 
す。以下の3つの設定があ0ます。 

高/ High :整合性チェックを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :整合性チェックをバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :整合性チェックを低い優先度で実行します。 

パトロ—ルリ—ド 

Patrol Read 

パトロールリードの実行有無を設定します。 

有効/ Enable : パトロールリードを実行します。 

無効/ Disable : パトロ-ルリ-ドを実行しません。 

パトロ—ルリード優先 
度 

Patrol Read Priority 

パトロールリーをコンピュータシステ厶内でどのくらい優先的に実行するか表す度合いで 
す。以下の3つの設定があります。 

高/ High :パトロールリードを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :パトロールリードをバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :パトロールリードを低い優先度で実行します。 

ブザー設定 

Buzzer Setting 

RAID システムで障害が発生したとき、 RAID コントローラのブザー機能を使用するかどう 
かを設定します。 

有効/ Enable :ブザー機能を使用します。 

無効/ Disable : ブザ-機能を使用しません。 


RAID コント ローラの プロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コント ローラの 種類 
m \ によっては、サボートしていないことがあ0ます。サボートしていない項目は、値が空白、もしくは、リスト 
に表示しません。 


パッテリのプロパティを參照する 


RAID コントローラに搭載するバツテリの情報は、 RAID ビューアではバツテリのプロパティで參照します。 raidcmd では RAID コントロ 
-ラのプロパティで參照します。 


RAID ピューアでバッテリのプロパティを參照するには、ツリービュ 
-で参照したいバッテリをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパ 
ティ]をクリックします。 

バッテリのプロパティには、[全般]タブがあります。[全般]タブ 
は、バッテリのプロパティを表示します。 
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項目 

RAID ビューア 


説明 


ステータス RAID コントローラに搭載するバッテリのステータスです。 

以下の3つの状態があ0ます。 

正常/ Normal :バッテリが正常に使用できる状態であることを指します。 

警告/ Warning :バッテリがなんらかの理由により正常に使用できない状態であることを指します。 
未 接続/ Not Present : RAID コント ローラに バッテリが存在しないことを指します 0 


論理ドライブのブロパティを參照する 


論理ドライブの情報は、論理ドライブのプロパティで參照します。 


RAID ビューアで論理ドライブのプロパティを參照するには、ツリ 
_ ビュ ー で参照したい論理ドライブをクリックし、[ファイル]メニュ _ 
で[プロパティ]をクリックします。 

論理ドライブのプロパティには、[全般]タブと[オプション]タブ 
があります。 

[全般]タブは、論理ドライブのプロパティを表示します。 


isa ドライブ①ブロ八ティ 




[ii] オプション 1 

項目 

値 

番号 

1 

ID 

0 

物理〒パイス番号 

1, 2,3 

ディスクアレイ脩卵 

1 (1/1 番 S) 

RAID レベル 

RAID 5 

容量 

66GB 

ストライブサイズ 

64KB 

キャッシ1モード〔現在诓〕 

Write Through 

ステータス 

オンライン 


[オプション]タブは、論理ドライブの設定を參照できます。 

動作モードがアドバンストモードのときは、設定を変更できます。 


ドライブ①ブ□八ティ 


xj 


全胺[通 ㈣ 


|項 B 

値 

|キゃヂン: L モード〔設定値〕 

自觔切替 zi 


raidcmd で論理ドライブのプロパティを參照するには、 
" property " コマンドを使用します 0 

-tg :論理ドライブのプロパティを参照するには、 Id を指定 

-C :プロパティを参照する論理ドライブが存在する RAID コントローラの番号 

-I :プロパティを参照する論理ドライブの番号 

(例）論理ドライブ （ RAID コントローラ番号1,論理ドライブ番 
号1 ) のプロパティを參照する。 
raidcmd property -ta=ld -c=l -1=1 


> raidcmd property -tg=1d -c=1 -1=1 

RAID Controller #1 Logical Drive #1 

ID 

0 

Physical Device Number 

1, 2, 3 

Disk Array Information 

1(order 1/1) 

RAID Level 

RAID 5 

Capacity 

20GB 

Stripe Size 

64KB 

Cache Mode (Setting) 

Auto Switch 

Cache Mode (Current) 

Write Back 

Status 

> 

Online 


項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 
Logical Drive # Y 

Universal RAID Utility における、論理ドライブの管理番号(論理アドレス)です。 

[ID] の値に対応して、 1 から始まる番号を割 0 当てます。 

ID 

ID 

論理ドライブのオリジナルの識別情報です。 RAID コント ローラの BIOS ユーティリティが管 
理する論理ドライブと、 Universal RAID Utility の管理する論理ドライブを対応させるに 
は、この値を使用します。 

物理デパイス番号 

Physical Device 
Number 

論理ドライブが存在するディスクアレイを構成する物理デバイスの番号です。 
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項目 

RAID ビューァ 

項目 

raidcmd 

説明 

ディスクアレイ情報 

Disk Array 
Information 

論理ドライブが存在するディスクアレイの番号と、ディスクアレイ内の位置に関する情報で 
す。以下の形式で情報を表示します。 

<RAID ビューア> 

ディスクアレイ番号（先頭からの順番/ディスクアレイ内の論理ドライブ個数） 
< raidcmd > 

ディスクアレイ番号 (order 先頭からの順番/ディスクアレイ内の論理ドライブ個数） 

RAID レベル 

RAID Level 

論理ドライブの RAID レベルです。 



RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6, RAID 00, RAID 10, RAID 1 E , RAID 50, RAID 
60 を表示できます。 

容量 

Capacity 

論理ドライブの容量です（単位 GB )。 

ストライプサイズ 

Stripe Size 

論理ドライブのストライプサイズです。 



1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB を表 
示できます。 

キャッシュモード（現在 
値） 

Cache Mode 
( Current ) 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードの現在値です。 

以下の2つのモードがあります。 

Write Back : 非同期書込みを行うモ-ドです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

キャッシュモード（設定 
値） 

Cache Mode 
( Setting ) 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードです。 

以下の3つの設定があります。 



自動切替/ Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write Back と Write 
Through を切り替えるモードです。 

Write Back :非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

ステータス 

Status 

論理ドライブのステータスです。 

以下の3つの状態があります。 



オンライン/ Online :論理ドライブの冗長性が保たれている状態を指します。 

縮退/ Degraded :論理ドライブの冗長性が失われているか、冗長性が低下した状態を 
指します。論理ドライブへのアクセスは可能です。 

オフライン/ Offline :論理ドライブが停止し、論理ドライブへのアクセスも不可能な状態を 
指します。 


警 • RAID レベルの種類、ストライプサイズの種類は、 RAID コント ローラ ごとにサボートする内容が異なり 
^Tl ます。サボートしない種類の値は、値が空白、もしくは、表示しません。 

• キャッシュモードの種類は、 RAID コントローラごとにサボートする内容が異なります。サボートしない 
種類の値は表示しません。 

• 論理ドライブのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コント ローラ ご_とにサボ 
-卜する内容が異なります。サボートしていない項目は、リストに表示しません。 


藝 論理ドライブの状態は、 RAID レベルと故障した物理デバイスの台数により決まります。 

| RAID レベルが RAID 10および RAID 50で故障した物理デバイスが2台のときは、ど•の物理デバイス 

が故障したかにより、縮退かオフラインの i ：" ちらかの状態となります。 


故障した物理デバイスの台数 

0 台 

1台 

2台 

3台以上 

RAID 0 

オンライン 

オフライン 

ォフラィン 

オフライン 

RAID 1 

オンライン 

縮退 

ォフラィン 

- 

RAID 5 

オンライン 

縮退 

オフライン 

オフライン 

RAID 6 

オンライン 

縮退 

縮退 

ォフラィン 

RAID 10 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 

RAID 50 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

ォフラィン 
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物理デパイスのプロパティを參照する 


物理デバイスの情報は、物理デバイスのプロパティで參照します。 


RAID ビューアで論理ドライブのプロパティを參照するには、ツリ 
-ビューで参照したい物理デバイスをクリックし、[ファイル]メニュ_ 
で[プロパティ]をクリックします。 

物理デバイスのプロパティには、[全般]タブがあります。[全般] 
タブは、物理デバイスのプロパティを表示します。 


物理デパイスのブ□パティ 




邏:：]| 

項目 值 


番号 1 


ID 

□ 

エンクロージャ 

1 

スロット 

1 

デバイスタイプ 

HDD 

E ンタフ I - ス 

SAS 

製适元/製品名 

HITACHI HUS 1 51473 VLS 300 

ファ-ムウ I アノトジョン 

A 42 A 

_リアル番号 

JCWRWTPK 

容量 

67 GB 

ステータス 

オンライン 

S . M . A . R . T . 

正芾 


raidcmd で物理デバイスのプロパティを參照するには、 
" property " コマンドを使用します 0 

-tg : 物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C : プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

■p :プロパティを參照する物理デバイスの番号 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス 
番号1 ) のプロパティを參照する。 
raidcmd property - ta=pd _ c=l - p=l 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=1 1 

RAID Controller #1 Physical 

Device #1 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

1 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

SEAGATE ST 936751 SS 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

Capacity 

33GB 

Status 

Online 

S. M.A. R. T. 

> 

Normal 


項目 

RAID ビユ-ア 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller 

Physical Device #Y 

Universal RAID Utility における、物理デバイスの管理番号(論理アドレス)です。 

[ ID ] の値を元に物理デバイスを昇順に並べ、値の小さいものから順番に1から始まる番 
号を害 ij り当てます。 

ID 

ID 

物理デバイスのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユーティリティが管 
理する物理デバイスと、 Universal RAID Utility の管理する物理デバイスを対応させるに 
は、この値を使用します。 

ID の形式は RAID コントローラの種類により異なります。 

エンクロージャ 

Enclosure 

物理デバイスを収納するエンクロージャの番号です。 

1から始まる番号を表示します。 

スロット 

Slot 

物理デバイスを収納するスロットの番号です。 

1から始まる番号を表示します。 

デバイスタイプ 

Device Type 

物理デバイスのデバイスのタイプです。 

以下の4種類があります。 

HDD :ハードディスクドライブ 

HDD ( SSD ) :ソリッドステートドライブ 
テープ装置：テープ装置 

CD/DVD : CD ドライブ、あるいは DVD ドライブ 

インタフェース 

Interface 

物理デバイスを接続するインタフェースのタイプです。 

以下の2種類があります。 

SAS : Serial Attached SCSI 

SATA : Serial ATA 

製造元/製品名 

Vendor/Model 

物理デバイスの製造元と製品名です。 
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項目 

RAID ビューア 


項目 

raidcmd 


説明 


ファームウエアパージョン 

シリアル番号 

Firmware Version 

Serial Number 

物理デバイスのファー厶ウェアのパージョンです。 

物理デバイスのシリアル番号です。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

容量 

Capacity 

物理デバイスの容量です（単位 GB )。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

ステータス 

Status 

物理デバイスのステータスです。 

以下の5つの状態があります。 

オンライン / Online :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれており、正常に動作して 
いることを指します。 

故障 / Failed :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれており、故障していることを指し 
ます。 

リビルド中 / Rebuilding :物理デバイスがリビルド中であることを指します。 

ホットスペア / Hot Spare :物理デバイスをホットスペアに設定していることを指します。 
レディ / Ready :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれていないことを指します。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

ホットスペア t 青幸 B 

Hot Spare 
Information 

ホットスペアに設定している物理デバイスのホットスペアモードです。 

以下の2種類のモ-ドがあります。 

共用 / Global : RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できま 
す 。 

専用 / Dedicated :指定したディスクアレイのホットスペアとして使用できます。指定したデ 
ィスクアレイの番号も表示します。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] のホットスペアを作成している物 
理デバイスの場合のみ表示します。 

S . M . A . R . T . 

S . M . A . R . T . 

S . M . A . R . T . ( Self - Monitoring , Analysis and Reporting Technology ) の診断結果を 
表示します。以下の2種類の状態があります。 

正常 / Normal : S . M . A . R . T . エラーを検出していません。 

検出 / Detected : S . M . A . R . T ■エラーを検出しています。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 



• 物理デバイスのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コントローラご■とにサ 
ポートする内容が異なります。サボートしていない項目は、値が空白、もしくは、リストに表示しませ 
ん〇 

• 強制オフラインを実行すると、物理デパイスが故障していなくても[ステータス]/ [ Status ] は[故 
障]/ [ Failed ] となります。 


ディスクアレイのプロパティを參照する 


ディスクアレイの情報は、ディスクアレイのプロパティで参照します。 

RAID ビューアでディスクアレイのプロパティを參照するには、ツリ 
-ビューで參照したいディスクアレイをクリックし、[ファイル]メニュ_ 
で[プロパティ]をクリックします。 

ディスクアレイのプロパティには、[全般]タブがあります。[全般] 
タブは、ディスクアレイのプロパティを表示します。 


ィスクアレイのブ□パティ 


11 ；；]| 


項目 

値 

番号 

1 

ID 

〇 

物理デパイス番号 

1, 2, 3 

容量 

100 GB 

未使用容量 

□GB 
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raidcmd でディスクアレイのプロパティを參照するには、 
" property " コマンドを使用します 0 

-tg : ディスクアレイのプロパティを參照するには、 da を指定 

-C : プロパティを參照するディスクアレイが存在する RAID コント ローラの 番号 

-a :プロパティを參照するディスクアレイの番号 


> raidcmd property -tg 二 da -c=1 -a=1 
RAID Controller #1 Disk Array #1 
ID : 0 

Physical Device Number ： 1, 2, 3 

Capacity : 67GB 

Unused Capacity : 47GB 


(例）ディスクアレイ （ RAID コントローラ番号 1, ディスクアレイ番号 1) のプロパティを參照する。 
raidcmd property - tg 二 da - c=l - a=l 


項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 
Disk Array #Y 

Universal RAID Utility における、ディスクアレイの管理番号(論理アドレス)です。 

ID 

ID 

ディスクアレイのオリジナルの識別情報です。 RAID コント ローラの BIOS ユーティリティが管 
理するディスクアレイと、 Universal RAID Utility の管理するディスクアレイを対応させるに 
は、この値を使用します。 

物理デバイス番号 

Physical Device 
Number 

ディスクアレイを構成する物理デバイスの番号です。 

容量 

Capacity 

ディスクアレイの容量です（単位 GB )。 

未使用容量 

Unused Capacity 

ディスクアレイの未使用領域の容量です（単位 GB )。 


オペレーションの実行状況を確認する 


RAID システムで実行しているオペレーシヨンの実行状況を RAID ビューア、および、 raidcmd で確認できます。 

RAID ビュ ーアで オペ レーシヨ ンの実行状況を確認するには、オペ レーシヨ ンビ ューを 使用します。オペ レーシヨ ンビ ュー については、「才 
ペレーシヨ 'ノビ ュー」 を參照してください。 


raidcmd でオペレーションの実行状況を確認するには、 
" oplist " コマンドを使用します。 

(例）実行中のオペレーションを確認する。 
raidcmd oplist 

' oplist " コマンドで表示するオペレーションの種類は以下のと 
おりです。それぞれのオペレーションごとに、対象コンポーネントと、 
状態を表 7 F します0 


> raidcmd oplist 
RAID Controller #1 

Logical Drive #1 : Consistency Check (52%) 
Logical Drive #2 : Initialize (33%) 

Physical Device #1(0) : Rebuild (99%) 

RAID Controller #2 

Logical Drive #1 : Consistency Check (2%) 
Physical Device #2(1) : Rebuild (22%) 


■ 初期化 ( Initialize ) 

■ リビルド （ Rebuild ) 

■ 整合性チェック (Consistency Check ) 

表示するオペレーシヨンは、 raidcmd を実行時に実行中のオペレーシヨンです。終了したオペレーシヨンは表示しません。終了した 
オペレーシヨンの結果は 、 RAID ログやプロパティで確認します。 


RAID システムの情報を最新の状態にする 

Universal RAID Utility が管理する RAID システムの管理情報は、 raidsrv サービスが次のタイミングで取得します。 

■ raidsrv サービスを起動したとき 

■ RAID システムの状態の変化やオペレーシヨンの実行状態の変化などの事象が発生し、そのイベントを受信したとき 
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これら以外のタイミングで RAID システムの管理情報を更新したい場合は、 RAID ビューア、もしくは、 raidcmd で RAID システムの 
情報を取得しなおします。 


RAID ビューァ 

[ファイル]メニューの[再スキヤン]を使用します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。[ファイル]メニューで[再スキャン]をクリック 
します。 raidsrv サービスは RAID システムの情報を取得しなおし、 RAID ピューア 
の表示する内容を更新します。 


ファイル(巳） 

棵作ツ-ル( I ) 

再スキゃン ㈣ Ctrl + F 5 


プ□パ亍ィ⑻ ■■■ 

終了 ( K ) Alt + F 4 


raidcmd 

" rescan " コマンドを使用します。 


手順 1 " rescan " コマンドを実行します。 raidsrv サ 
-ビスは RAID システムの情報を取得しなおします。 

(例） RAID システムの情報を最新の状態にする。 
raidcmd rescan 



RAID システムの動作記録を參照する 


RAID システムに対する操作、および、 RAID システムで発生したイベントは 、 Universal RAID Utility の RAID ロゲに記録します。 


オペレーテインゲシステムが Windows の場合 、 RAID ロゲを參照するには、ログビューアを使用します。 


ログビューアに表示する RAID ロゲの内容は、ログビューアを起動したときの内容です。 RAID 口 
ゲの内容を更新するには、[ファイル]メニューで[最新の情報に更新]をクリックします。ロゲビュ 
-アは RAID ロゲを取得しなおし、表示する内容を更新します。 


77 イル[£〕 AJ^CH) 


最祈の陪報に更新 CE ) F 5 


7□バラィ 〔 R 〕 

UTOD 


オペレーテインゲシステムが Linux の場合、 RAID ロゲを参照するには、テキストエディタなどで RAID ログのファイルを直接參照します。 
詳細は 「RAID ログへのイベントの記録」を參照してください。 
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RAID システムの コンフイグレーシヨン 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのコンフイゲレーシヨン ( RAID システムを構築すること)について説明します。 
Universal RAID Utility は、目的に応じていろいろな機能を提供しています。 





共用ホットスペア や 専用ホット 
スペアをミスなく簡単に設定で 
きます。 


「ホットスペアを作成する」 
を参照してください 


RAID システムの知識があ 
まりないので、難しいことを 
気にせずに RAID システム< 
を構築したい 


，とにかく簡単に論理ドライブ I _ 
f を追加したい _つ • 、 

^ 選択項目を 

論理ドうイづ 


RAID システムの知識があま0な 
くても RAID システムを構築でき 
る 「イージーコンフィグレーション」 
機能を提供しています。 


「 RAID システムを簡単 
に構築する」 

を參照してください 


選択項目を2つ決めるだけで 
論理ドライブのできあがり！ 



「論理ドライブを簡単に 



y 作成する」 



を參照してください 




論理ドライブの 詳細設定 や複 
数個の論理ドライブ同時作 
成 も思いのまま！ 


「論理ドライブを自由に 
作成する」 

を参照してください 


/ 不要な論理ドライブを削除し: 
( たいが、間違ってシステムを籲^ 
壊さないか不安がある 


パーティションが 存在する論理 
ドライブなどを 誤って削除する 
ことはありません。 


「論理ドライブを削除す 
る」 を参照してください 


図8 RAID システムのコンフィグレーション機能 
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ホットスペアを作成する 


Universal RAID Utility は、障害が発生した物理デバイスを置換するために使用するホットスペアを作成できます。 
ホットスペアには、以下の2種類のモードがあります。 


モード 説明 


共用ホットスペア 同一 RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できます。 

専用ホットスペア 同一 RAID コントローラの特定のディスクアレイのホットスペアとして使用できます。 

いずれのモードにおいても、ホットスペアとして機能するためには以下の点に留意する必要があります。 

■ ホットスペアは、同一のインタフエースタイプ、同一のデバイスタイプの物理デバイスで構成するディスクアレイにのみホットスペア 
として機能します。 

■ ホットスペアは、障害が発生した物理デバイスとホットスペアの容量が同じか、もしくは、障害が発生した物理デバイスの容量 
がホットスペアの容量よりも小さい場合のみ機能します。 

■ S . M . A . R . T ■エラーを検出している物理デバイスは、ホットスペアとして使用できません。 


共用ホットスペアとは 

共用ホットスペアとは、同一 RAID コントローラのすべての論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアです。 

(例 1) RAID コントローラに論理ドライブ#1と#2が存在する RAID システムで共用ホットスペアを作成すると、共用ホットス 
ペアは論理ドライブ#1と#2のホットスペアとして機能します。 



図9共用ホットスペア1 


(例 2) 例1の RAID システムに論理ドライブ#3を追加した場合、共用ホットスペアは論理ドライブ#3のホットスペアとしても 
機能します。 


fe-fe er ； 

陰理ドライブ論理ドライブ 論理ドライブ I 

_#1 #2 #3 _ _ i 



共用 

ホットスペア 



共用ホットスペアは、 RAID コントローラ 
のすベての論理ドライブのホツトスペアと 
して機能します。 


図10共用ホットスペア2 
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専用ホットスペアとは 


専用ホットスペアとは、同一 RAID コントローラの選択した論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアです。専用 
ホットスペアは、以下のような特徴があります。 

■ 専用ホットスペアは、選択した論理ドライブのホットスペアとして機能します。 

選択していない論理ドライブにはホットスペアとして機能しません。 

■ 1台の専用ホットスペアを複数個の論理ドライブの専用ホットスペアとして作成することもできます。 

■ 1個の論理ドライブに複数の専用ホットスペアを作成できます。 

✓ • RAID レベルが RAID 0の論理ドライブが存在するディスクアレイには、専用ホットスペアを作成でき 

1^1 ません。 

• 論理ドライブが存在しないディスクアレイには、専用ホットスペアを作成できません。 

• 専用ホットスペアは、ディスクアレイを構成する物理デバイスと、インタフエースタイプ、デバイスタイプ 
が同じ物理デバイスで作成できます。 

(例 1) RAID コントローラに論理ドライブ#1と#2が存在する RAID システムで専用ホットスペアを作成します。作成する論理 
ドライブに論理ドライブ#1のみを選択すると、専用ホットスペアは論理ドライブ#1のホットスペアとして機能します。論理ドラ 
イブ#2のホットスペアとしては機能しません。 



図11専用ホットスペア1 


(例 2) 例1とは異なり、専用ホツトスペアを作成する論理ドライブに論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の両方を選択すると、 
専用ホットスペアは論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の両方のホットスペアとして機能します。 



例 1) とは異なり論理ドライブ #2 も選択 
したため、論理ドライブ #1 と #2 の両方 
のホットスペアとして機能します。 


図12専用ホットスペア2 


(例 3) 例1の RAID システムで、物理デバイスの障害発生に対する備えをさらに強化するため、論理ドライブ#1の専用ホッ 
トスペアをもう1台追加することもできます。この場合、専用ホットスペア#1と#2は2台とも論理ドライブ#1のホットスペア 
として機能します。論理ドライブ#2のホットスペアとしては機能しません。 
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同 「か 6 「 t 77 !- : 

■ 論理ドライブ | 論理ドライブ 1 専用 専用 

\ #1 J #2 V ホットスペア#1ホットスペア#2 I 

_ ^- は、應_ド 

! ライブ #1 のホットスペアとして機能します。 


図13専用ホットスペア3 


(例 4) 例2の RAID システムも、例3のように論理ドライブ#1、#2の専用ホットスペアをもう1台追加することもできます。 
この場合、専用ホットスペア#1と#2は論理ドライブ#1と#2の両方のホットスペアとして機能します。 


論理ドライブ 
#1 




論理ドライブ 
#2 




専用 
ホツトスペア#1 


専用 
ホットスペア#2 


図14専用ホットスペア4 


専用ホットスペア #1 と #2 は、論理ドライブ #1 
と #2 の両方のホットスペアとして機能します。 


共用ホットスペアの作成 


共用ホットスペアを作成する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操作]メニューの[共用ホットスペア作成]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで 
[ステータス]が[レディ]の物理デバイスをクリックしま 
す。[操作]メニューで [ホットスペア] をポイントし、 

[共用ホットスペア作成]をクリックします。 

手順2 共用ホットスペアを作成後、物理デバイスの 
プロパティを參照すると、[ステータス]の値が [ホット 
スペア]になり、新たに [ホット スペア情報]という項 
目を表示し、値が[共用]となります。 


、こ夕： ■■ し / ■ \Liy 


与ホットスペア⑻ ► 

共用ホットスペア作成⑹ 


強制オンライン⑽ 

強制オフライン(巳） 


専用ホットスペア作成(山… 

ホットスペア解除值） 


由 ] 十 /- 1-op 士 一 -o\/i 、 


容量 

67 GB 

ス亍■■タス 

ホットスペア 

ホットスペア情報 

共用 

S . M . A . R . T . 

正常 


raidcmd 

" hotspare " コマンドを使用します 0 
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手順 1 以下のパラメータを指定して、 "hotspare" 

コマンドを実行します。 

-C :ホットスペアを作成する物理デバイスが存在する RAID コン 
トローラの番号 

-P :共用ホットスペアを作成する物理デパイスの番号 
-mr :共用ホットスペアを作成するには、 make を指定 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物 
理デバイス番号 6) を使用して共用ホットスペアを 
作成する。 

raidcmd hotspare -c=l -p=6 -mr=make 

手順 2 "hotspare" コマンドを実行すると、物理デ 
バイスのプロパティが以下の値に変化します。 

[ Status ] : Hot Spare 
[Hot Spare Information ] : Global 

物理デバイスのプロパティを參照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg :物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

-P :プロパティを参照する物理デバイスの番号 

(例）物理デバイス ( RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 6) のプロパティを參照する。 
raidcmd property -tg=pd _c=l -p=6 


専用ホットスペアの作成 


専用ホットスペアを作成する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操作]メニューの[専用ホットスペア作成]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[レディ]の物理デバイスをクリックします。 


手1晛2 [操作]メニューで[ホット スペア] をポイント 
し、[専用ホット スペア 作成]をクリックします。 


手順3 [専用ホットスペアの作成]ダイアロゲボックス 
を表示します。専用ホットスペアを作成するディスクア 
レイのチェックボックスをオンにします。複数のディスク 
アレイの専用ホットスペアとすることもできます。なお、 
[選択した物理デバイスの容量]よりも必要容量が 
大きいディスクアレイの専用ホットスペアにはできませ 
ん〇 

[〇 K ] をクリックすると、専用ホットスペアを作成しま 
す0 


— ■r -■ ■ — ^ k i 



ホットスペア (H) ► 


共用ホットスペア作成迫） 


強制オンライン⑽ 

強制オフライン(巳） 

中::！士7王本二/二、—^ /I 、 . 

専用ホットスペア作成 (Q)... 

ホットスペア解除值） 



)raidcmd hotspare -c=i -p=6 -mr 二 make 
Make Global Hot Spare. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=6 
RAID Controller #1 Physical Device #6 
ID : 5 

Enclosure : 1 

Slot : 6 

Device Type : HDD 

Interface : SAS 

Vendor/Model : Seagate '' 

Firmware Version : BK09 

Serial Number :1111 

■■■■■■■■■■■■■ 141® E3 

Status : Hot Spar 

Hot Spare Information : Global 

T? .. -TlOrlnSr ■ 


1 

6 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 

146(® hhh 
Hot Spare 
Global 
Normal 
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手順 4 専用ホットスペアを作成後、物理デバイスの 
プロパテイを参照すると、[ステータス]の値が [ホット 
スペア]になり、新たに [ホット スペア情報]という項 
目を表示し、値が[専用(ディスクアレイ # X )] となり 
ます。 


容量 

67 GB 

ス亍■■タス 

ホットスペア 

ホットスペア情報 

専用（ディスウアレイ# 1) 

S . M . A . R . T . 

正常 


raidcmd 


"hotspare" コマンドを使用します 0 

手順1以下のパラメータを指定して、'' hotspare n コ 
マンドを実行します。 

-C : ホットスペアを作成する物理デバイスが存在する RAID コン 
ト ローラの 番号 

-P : 専用ホットスペアを作成する物理デバイスの番号(専用ホ 
ットスペアを作成する物理デバイスの容量は、対象となるディス 
クアレイで使用中の物理デバイスと同じ、もしくは、それ以上で 
ある必要があります。） 

-mr : 専用ホットスペアを作成するには、 make を指定 
- a : 専用ホットスペアの対象となるディスクアレイの番号 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物 
理デバイス番号 6) を使用して、ディスクアレイ 
( ディスクアレイ番号 2) の専用ホットスペアを作成 
する。 

raidcmd hotspare -c=l -p=6 -mr=make -a=2 


手順 2 "hotspare" コマンドを実行すると、物理デバイスのプロパティが以下の値に変化します。 
[ Status ] : Hot Spare 

[Hot Spare Information ] : Dedicated (Disk Array # X ) 

物理デバイスのプロパティを參照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg : 物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C : プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

-P :プロパティを参照する物理デバイスの番号 

(例）物理デバイス （RAID コン ト ローラ 番号1,物理デバイス番号 6) のプロパティを參照する。 
raidcmd property -tg=pd _c=l -p=6 


> raidcmd hotspare -c=1 -p=6 -mr=make -a=2 
Make Dedicated Hot Spare. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=6 
RAID Controller #1 Physical Device #6 
ID : 5 

Enclosure : 1 

Slot : 6 

Device Type : HDD 

Interface : SAS 

Vendor/Model : Seagate : 

Firmware Version : BK09 

Serial Number :1111 

C^ra^. i ty : 1 

Status : Hot Spar 

Hot Spare Information : Dedicate' 

s.i/ryf R.®r ； j u j u ^ H 3 B H ® * 物严 


1 

6 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 

\A6QB .. 

Hot Spare 

Dedicated (Disk Array #2) 
N8rW . 


ホットスペアの解除 

ホットスペアを解除する手順を説明します。 

RAID ビューア 

[操作]メニューの [ホットスペア 解除]を使用します。 


手順 1 RAID ビユーアを起動します。ツリービユーでステータスが「ホットスペア」の物理デバイスをクリックします。 

手順 2 [操作]メニューで[ホットスペア]をポイント 
し、[ホットスペア解除]をクリックします。 


J ■ し / V.L1/ 



ホット スペア (H) ► 

共用ホット スペア 作成⑹ 


強制オンライン ㈣ 

専用ホット スペア 作成 (Q)... 



強制オフライン ( 巳 ) 

ホット スペア 解除迟 ) 

手順 3 ホットスペアを解除後、物理デバイスのプロパ 


十 op 士 — X — \ -0\/l X 


II 

容量 

67 GB 

ティを參照すると、[ステータス]の値が[レディ]にな 


ステ-タス 

レディ 

り、「ホットスペア情報1という項目は表示しません。 


S . M . A . R . T . 

正常 
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raidcmd 


"hotspare" コマンドを使用します 0 


手順 1 以下のパラメータを指定して、 "hotspare” 
コマンドを実行します。 

-C ： ホットスペアを解除する物理デバイスが存在する RAID コン 
トローラの番号 

-P :ホットスペアを解除する物理デバイスの番号 
-mr : ホットスペアを解除するには、 remove を指定 


(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物 
理デバイス番号 6) のホットスペアを解除する。 

raiacmd hotspare -c=l -p=6 -mr=remove 

手順 2 "hotspare" コマンドを実行すると、物理デ 
バイスのプロパティが以下の値に変化します。 

[ Status ] : Ready 

[Hot Spare Information ] :項目を表示しない 


> raidcmd hotspare -c=1 -p=6 -mr=remove 

Remove Hot Spare. 


Do you continue ? 

[yes (y) or no(n)] : yes 

ノ 

> raidcmd property 

-tg 二 pd -c=1 -p=6 ---- 

RAID Controller #1 

Physical Device #6 

ID 

: 5 

Enclosure 

: 1 

Slot 

: 6 

Device Type 

: HDD 

Interface 

: SAS 

Vendor/Model 

: Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

: BK09 

Serial Number 

:1111 

fty m 1 


I Status 

: Ready ■ 

. 

> 



物理デバイスのプロパティを参照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg : 物理デパイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C : プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

-P :プロパティを參照する物理デパイスの番号 


(例）物理デバイス ( RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 6) のプロパティを參照する。 
raidcmd property -tg=pd -c=l -p=6 
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RAID システムを簡単に構築する 

Universal RAID Utility は、 RAID コントローラに未使用の物理デバイスを接続した状態から、論理ドライブの作成、ホットスペア 
の設定といったコンフィグレーションを簡単に行える「イージーコンフィグレーション」機能をサポートしています。 

「イージーコンフィゲレーション」は 、 RAID コントローラに接続している未使用の物理デバイスについて、データ格納に使用する台数 
(論理ドライブを構成する物理デバイスの台数)とホットスペアに使用する台数を決定すると 、 Universal RAID Utility が自動的に 
RAID システムを構築する機能です。 

「イージーコンフィゲレーション」により RAID システムを構築する刈ットは以下のとおりです。 RAID システムを構築する際に検討、 
操作しなければいけない作業を Universal RAID Utility が代わりに行います。 

■ 3つの項目 （ RAID コントローラ、論理ドライブで使用する物理デバイスの台数、作成する論理ドライブの個数)を指定するだ 

けで RAID システムを構築できます。 

■ 論理ドライブの選択項目 （ RAID レベル、容量、ストライプサイズ..… etc ) は 、 Universal RAID Utility がすべて自動的に設定 
します。 

■ 複数の論理ドライブを同時に作成できます。 

■ ホットスペア用に物理デバイスを残すと 、 Universal RAID Utility が自動的に作成する論理ドライブの専用ホットスペアを作 
成します。 


イージーコンフイゲレーシヨンの操作手順 

イージーコンフイゲレーシヨンを使用する手順を説明します。 


RAID ビューア 


[ツー ル]メニューの [イー ジーコンフイゲレーシヨン]を使用します。 


手順1イージーコンフィグレーションで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイ 
ミンゲで接続します。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 

手11112 [ツール]メニューで[イージーコンフィグレーション1をクリックします。 


ッ-ル( I ) 

ヘルプ ( a ) 


-コンフィ5■レーンョン(巳)… 


-T?fl 


「卜|丄 I 


手順3 [イージーコンフイゲレーシヨン]ウイザードが起 
動します。 

ステップ1/3では、コンフイグを行う RAID コントローラ 
を選択します。コンフイヴを行う RAID コントローラをク 
リックし、[次へ]をクリックします。 

[RAID コント ローラ] には、イージーコンフイグレーシヨ 
ンを行う条件を満たしていない RAID コントローラは 
表示しません。 
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手順 4 ステップ2/3では、論理ドライブで使用する 
物理デバイスの台数(データ格納に使用する物理デ 
バイスの台数)、 RAID コントローラに作成する論理ド 
ライブの個数を指定します。インタフエースタイプやデ 
パイスタイプの異なる物理デバイスが存在するときは、 
それぞれのタイプごとに指定します。指定したら[次へ] 
をクリックします。 



手順 5 ステップ3/3では、イ ージー コンフイグレーシヨ 
ンで構築する RAID システムのコンフイゲレーシヨンを 
表示します。表示する内容でコンフイグするときは、 
[0 K ] をクリックします。コンフイゲ内容を変更したいと 
きは、[戻る]をクリックします。 



手順6ステップ3/3で[〇 K ] をクリックすると 、 RAID 
システムの構築を実行します。論理ドライブの作成、 
ホットスペアの設定が完了したら、[イージーコンフィゲ 
レーシヨ ンウィザードの完了]を表示します。この時 
点で、論理ドライブの作成、ホットスペアの作成は完 
了しています。ウィザードを閉じたらツリービューなどで 
コンフィ グレーシ ヨンを確認します。ただし、作成した 
論理ドライブの初期化は完了していない可能性があ 
ります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果は、 
オペ レーシヨ'ノビューで 確認します。 



raidcmd 

"econfig" コマンドを使用します。 

手順1イージーコンフィゲレーシヨンで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイ 
ミングで接続します。 

手順 2 "econfig" コマンドを実行します。 

(例）イ_ジ_コンフィゲレーシヨンを実行する。 
raidcmd econfig 

手順 3 イージーコンフイゲレーシヨンの条件を指定します。 

Stepl /3 では、コンフイゲを行う RAID コントローラを選択します。コンフイゲを行う RAID コントローラの番号を入力します。 
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手順 4 Step 2/3 では、論理ドライブで使用する物 
理デバイスの台数 （ Physical Device count using 
Logical Drive ⑸）、 RAID コントローラに作成する論 
理ドライブの個数 (Creating Logical Drive count) 
を指定します。インタフエースタイプやデバイスタイプの 
異なる物理デバイスが存在するときは、それぞれの夕 
イプごとに指定します(右の例では、 SAS インタフエース 
の物理デバイスについて設定しています。異なるタイ 
プの物理デバイスが他にも存在する場合は、この操 
作をタイプごとに行います)。 

手順5 Step 3/3 では、イ ージー コン フィゲレーシヨ ンで 
構築する RAID システムの コン フィゲレーシヨ ンを表示し 
ます。表示する内容でコン フィゲ するときは、 yes を入 
力します。コンフィグ内容を変更したいときは、 no を 
入力します。 

yes を入力すると、 raidcmd は RAID システムのコンフィ 
ゲレーシヨンを実行し、 raidcmd が正常終了します。 
この時点で、論理ドライブの作成、ホットスペアの作 
成は完了しています。各コンポーネントのプロパティな 
どでコンフィグレーシヨンを確認します。ただし、作成し 
た論理ドライブの初期化は完了していない可能性が 
あります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果 
は、" oplist " コマンドで確認します。 


> raidcmd econng 

Step 1/3 : Select RAID Controller 

RAID Controller #1 MegaRAID SAS PCI Express(TM) ROMB 
RAID Controller #2 LSI Corporation MegaRAID SAS 8408E 

RAID Control ler [1-2] : 1 籲 ■■■■ 3 

Step 2/3 : Set the contents of configuration 

く Physical Device (Type : SAS)> 

Unused Physical Device count : 7 

Physical Device count using Logical Drive(s) [2-7] : 6 
Hot Spare count 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

Maximum Logical Drive count 
Creating Logical Drive count [1-2] 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

Step 3/3 : Confirm the contents of configuration 

RAID Controller #1(0) LSI MegaRAID SAS 8202E 
Disk Array #1 
LD #1[Online] RAID 5 
PD #1(0) [Online] SAS-HDD 
PD #2(1) [On Iine] SAS-HDD 
PD #3(2) [OnIine] SAS-HDD 
PD #7(6) [Dedicated Hot Spare] SAS-HDD 
Disk Array #2 
LD #2 [OnIine] RAID 5 
PD #4(3) [OnIine] SAS-HDD 
PD #5(4) [OnIine] SAS-HDD 
PD #6(5) [OnIine] SAS-HDD 
PD #7(6) [Dedicated Hot Spare] SAS-HDD 
Disk Array #3 
LD #3 [OnIine] RAID 1 
PD #8(7) [OnIine] SATA-HDD 
PD #9(8) [OnIine] SATA-HDD 
PD #10(9) [Dedicated Hot Spare] SATA-HDD 

<Caution> 

Create Logical Drive #2 with different Physical Devices of 
a capacity. Therefore, Logical Drive capacity is decided by 
the smallest Physical Device of capacity. 

Run the above configuration. 

Initial ize al I of LogicaI Drive after creating them. You can 
see the progress and the resu It of i n i t i a I i zat i on by ”op I i st” 
and ’’property commands. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 〇問 n 




Step 3/3 で RAID コントローラと物理デバイス (PD) には 2 つの番号を表示します。 

RAID Controller #A (B) 

PD #C (D) 

A : RAID コントローラの番号、 B : RAID コントローラの ID 
C :物理デバイスの番号、 D: 物理デバイスの ID 


イージーコンフィゲレーションを実行できる RAID コントローラ 

イージーコンフィゲレーションを実行できる RAID コントローラは、以下の条件を満たしている必要があります。 

• 専用ホットスペアを作成できる RAID コントローラであること 
• RAID コントローラに、未使用の物理デバイスを 2 台以上接続していること 

イージーコンフィグレーションで使用できる物理デバイス 

イージーコンフィゲレーションで使用できる物理デバイスは、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物理デバイス」とは、 
[ステータス]/ [Status] が[レディ]/ [Ready] の物理デバイスを指します。 
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イージーコンフイク"レーシヨンによる論理ドライブの作成 


イージーコンフイゲレーシヨンで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レベルと作成できる論理ドライブの個数 


イージーコンフイグレーシヨンで作成する論理ドライブの RAID レベルは、 RAID 1もしくは 、 RAID 5となります。どちらを 
使用するかは、 RAID コントローラがサボートする RAID レベルの種類、および、論理ドライブで使用する物理デバイスの台 
数により決まります。 

また、作成できる論理ドライブの個数も、同様の条件により決まります。 


RAID 1と RAID 5の RAID レペルをサボートする RAID コントローラ 


論理ドライブで使用する 
物理デバイスの台数 


2台 

3〜5台 
6台以上 


論理ドライブの 
RAID レベル 


RAID 1 
RAID 5 
RAID 5 


作成できる論理ドライブの個数 


1 

1 

論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/3 


RAID 1の RAID レベルのみサボー 卜する RAID コントロー ラ 


論理ドライブで使用する 
物理デバイスの台数 


2台以上 


論理ドライブの 
RAID レベル 


RAID 1 


作成できる論理ドライブの個数 


論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/2 


wO イージーコンフィグレーションでは、 RAID レベルが RAID 1もしくは RAID 5以外の論理ドライブは 
^ 作成できません0 


論理ドライブに使用する物理デパイス 


作成する論理ドライブに使用する物理デバイスは、ホットスペアを作成する物理デバイスを除き、物理デバイス番号の 
小さい方から順に使用します。 

(例）イージーコンフィゲレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、#3をホットスペアに使用するようなケースで 
は、物理デバイス番号の小さい方から#1と#2と#4で論理ドライブ#1を、#5と#6と#7で論理ドライブ#2を作成し 
ます。 



、- 一 


、 -- 


- - 


' -- 

Q 

、 -メ 


- - 一 

物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバ 


#1 


#2 


#3 


#4 

#5 

#6 


#7 


1 


I 

ホットスペア 

I 

I 

丄 


1 


論理ドライブ 
#1 


□ 

論理ドライブ 
#2 


図15 [イージーコンフィグレーション]物理デバイスの割り当て1 

論理ドライブを複数作成するとき、それぞれの論理ドライブを構成する物理デパイスの台数が均等にならないときは、 
論理ドライブ番号の小さい論理ドライブに多く割り当てます。 
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(例）イージーコンフィグレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個作成するようなケースで 
は、物理デバイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理ドライブ#2を作成します。 


物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#1 #2 #3 #4 

1111 

物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#5 #6 #7 

1 I 1 


1 

〇 

論理ドライブ 

論理ドライブ 

#1 

#2 


図16 [イージーコンフィグレーション]物理デバイスの割り当て2 


✓ S . M . A . R . T ■エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 


論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、 RAID レベルと使用する物理デパイスの容量により決まります。 

イージーコンフィグレーシヨンは、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

1個の論理ドライブで異なる容量の物理デバイスを使用するときは、最も容量の小さい物理デバイスに合わせた容量 
で論理ドライブを作成します。 

(例）イージーコンフィゲレーシヨンで容量の異なる物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個作成する 
ようなケースでは、物理デバイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理ドライブ#2を作成しま 
す。このとき、論理ドライブの容量は最も小さい容量の物理デパイスにより決まります。 



論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目は以下のように決まります。 

__ 選択項目 

値 

ストライプサイズ 

キャッシュモード 

初期化モード 

RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なります)。 

RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なります)。 

完全 
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イージーコンフイクレーシヨンによるホットスペアの作成 


イ ージーコンフイゲレーシヨンで 作成す るホットスペアの 内容に ついて 説明します。 

ホットスペアの台数 


ホットスペアの台数は 、 RAID コン トローラに接続している未使用物理デバイスの台数と、論理ドライブで使用する物理 
デバイスの台数により決まります。[イージー コン フィゲレー シヨン ] ウィザード / econfig コマン ドのステップ2/3で、[未使用物 
理デバイスの台数 ]/ [Unused Physical Device count ] から、[論理ドライブで指定する物理デバイスの台数]/ 

Physical Device count using Logical Drive ⑸を引いた値がホットスペアの台数となります。 

ホットスペアに使用する物理デバイス 


ホットスペアに使用する物理デバイスは、容量が最も大きい物理デバイスから順にホットスペアとして使用します。同一 
容量の物理デバイスが複数存在するときは、物理デバイス番号の大きい物理デバイスから順に使用します。 

(例）イージーコンフイグレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、ホットスペアを2台作成するケースでは、容 
量の最も大きい物理デバイスは 150 GB で、かつ、3台存在するため、物理デバイス番号の大きい#5と#6を使用しま 
す0 



物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

100 GB 

100 GB 

150 GB 

100 GB 

150 GB 

I 

150 GB 

I 

100 GB 





0 

1 

0 






ホットスペア 

ホットスペア 



図 18 [イージーコンフィグレーション] ホットスペアの割り当て 


✓ S . M _ A . R . T ■エラーを検出している物理デバイスは、ホットスペアに使用できません。 

81^1 


ホツ トスペアのモード 


イージーコンフイゲレーシヨンは、専用ホットスペアのみ作成します。共用ホットスペアは作成できません。 

論理ドライブを複数作成するときは、作成するすべての論理ドライブの専用ホットスペアになります。 

✓ イージーコンフイゲレーシヨンで作成する専用ホットスペアは、「同時に作成する論理ドライブの専用ホッ 
トスペア」になります。イージ ー i ンフイゲレーシヨンを実行するとき同一 RAID コントローラに他の論理ド 
ライブがすでに存在する場合、その論理ドライブの専用ホットスペアとはなりません。 
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(例）イージーコンフィグレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用して論理ドライブを2個、ホットスペアを1台作成すると 
きは、物理デバイス#7は両方の論理ドライブの専用ホットスペアとなります。 


Q 

物理デバイス 物理デバイス 物理デバイス 

#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 




図19 [イージー コンフイ グレーシヨ ン] 専用 ホットスペアの作成1 

(例）イージーコンフイグレーシヨンで物理デバイス#1〜#8で論理ドライブを2個、ホットスペアを2台作成するときは、物 
理デバイス#7と#8は論理ドライブ#1と#2の両方の専用ホットスペア(どちらの論理ドライブに対してもホットスペアとし 
て機能します)となります。 


物理デバイス 
#1 #2 #3 


Q 


it 


物理デバイス 
#4 #5 #6 

--丄_ 

Q 


論理ドライブ 
#i 


論理ドライブ 
#2 




ノ 


物理デバイス 
#7 


物理デバイス 
#8 


「 4 … ir 

I 専用 ホットスペア 専用 ホットスペア 





- li 方の専用ホットスペアとなります。 


図20 [イージーコンフィグレーション] 専用 ホットスペアの作成2 
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論理ドライブを簡単に作成する 


Universal RAID Utility は、ガイドに従って選択項目を2つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「論理ドライブの作成シン 
プルモード」をサボートしています。 

「論理ドライブの作成シンプルモード」は、論理ドライブの RAID レベルと使用する物理デバイスのわずか2つの選択項目を指定 
するだけで論理ドライブを作成する機能です。 

「論理ドライブの作成シンプルモード」により論理ドライブを作成する刈ットは以下のとおりです。論理ドライブを作成する際に検 
討しなければいけない選択項目は 、 Universal RAID Utility が代わりに決定します。 

■ 2つの選択項目 （ RAID レベル、使用する物理デバイス)を指定するだけで論理ドライブを作成できます。 

■ RAID レベル、使用する物理デバイス以外の選択項目（容量、ストライプサイズ■■… etc ) は 、 Universal RAID Utility がすべて 
自動的に設定します。 


論理ドライブの作成シンプルモードの操作手順 


論理ドライブの作成シンプルモードを使用する手順を説明します。 


RAID ビュー ァ 

[操作]メニューの[論理ドライブの作成(シンプル)]を使用します。 


手順1論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手 I 唄2ツリービューで RAID コントローラをクリックし、 
[操作]メニューで[論理ドライブの作成]をポイント 
し、[シンプル]をクリックします。 


棵作 (£) ツ-ル( I )ヘルプ ( d ) 

0 

論理ドライプ®作成追） ► 

シンカレ⑸… 


ブザ ー f 亭止 2) 


カス5ム ( G … 


✓ RAID コントローラに未使用の物理デバイスが1台しか存在しない場合、論理ドライブの作成シンプ 

ms ルモードは実行できません。 


手順3 [論理ドライブの作成(シンプル)]ウイザード 
が起動します。 

ステップ1/3では、作成する論理ドライブの RAID レ 
ベルを選択します。選択したら[次へ]をクリックしま 
す0 



61 


































xj 


ステッブ 2/3 ：物理デパイスの遘択 

論理ドライブの作成に使用する物理デ/彳イスを逞択します。 


5 イブ (I): 

物理デバイス ( E ) : 


|SAS-HDD 


d 


手順4ステップ2/3では、作成する論理ドライフに使 
用する物理デバイスを選択します。 RAID コントロ_ 
ラに異なるインタ フェー スタイプ、デパイスタイプの物連 
デバイスが存在するときは、[タイプ]で使用するタイ 
プをクリックします。次に[物理デバイス]で使用する 
物理デバイスのチェックボックスをオンにします。使用 
する物理デバイスは、ステップ1/3で選択した RAID 
レベルを作成できる台数分選択しなければなりませ 
ん〇 

物理デバイスを選択したら、[次へ]をクリックします。 


手順5ステップ3/3では、作成する論理ドライブの 
内容を表示します。表示する内容で論理ドライブを 
作成するときは [0 K ] をクリックします。内容を変更し 
たいときは、[戻る]をクリックします。 


手順6ステップ3/3で [0 K ] をクリックすると、論理 
ドライブの作成を実行します。論理ドライブの作成が 
完了したら、[論理ドライブの作成(シンプル）ウィザ 
-ドの完了]を表示します。この時点で、論理ドライ 
ブの作成は完了しています。ウィザ-ドを閉じたらツリ 
-ビューなどで内容を確認します。ただし、作成した 
論理ドライブの初期化は完了していない可能性があ 
ります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果は、 
オペレーシヨンビューで確認します。 


raidcmd 


<戻る ( B ) If )^( N ) > キャンセル J 


論理ドライプ®作成（シンブル〉 


ステツブ 3/3 :内容の確認 

[0 K ] をクリクケ^と、以下の内容で論理ドライブを作成し、初期化を閉始します。 


xj 


番号 


RAID レベル G 容量 ] ストライブサイズ1キ W シュモード初期化モード 


Q LD #2 RAID 5 


完全 


一く 戻純 ） Jn ok 


キゃンセル 


盏理ドライブの作成 


論理ドライブの作成(シンブル）ウィザードの完了 

[完了]をクリックすると、ウイザードを終了します。 


論理ドライブの作成を完了しました。ひきつづき、？刀期化を実行しています。 

初期化の実行状況と実行結果は、オペレーションビューや□此ユーアで確謅で•きます。 


XJ 


て戻る ( g )」 U 完了 ij _キャンセル」 


" mklds " コマンドを使用します。 


手順1 
ます0 


論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 


手順2以下のパラメータを指定して、" mklds " コマ 
ンドを実行します。 

-C : 論理ドライブを作成する RAID コントローラの番号 
-P : 論理ドライブの作成に使用する物理デパイスの番号(作 
成する論理ドライブの RAID レペルにより必要な物理デパイスの 
台数が異なります） 

-rl : 作成する論理ドライブの RAID レベル（「論理ドライブの 
作成シンプルモード」は、 RAID レベルが RAID 1 と RAID 5 の 
論理ドライブを作成できます。） 


7 raidcmd mklds -c=1 -p=3,4,5 -r1=5 
raidcmd creates Logical Drive #2. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

raidcmd created Logical Drive #2, and started to initialize 
it. 

You can see the progress and the result of initialize by 
"op list” and property commands. 


丢理ドライブの作成 


番ィ 





容量 

II 

□ 

□ 

□ 

B 

Q 

PD 

#4 

⑶ 

67GB 


PD 

PD 

PD 

#5 

#6 

#7 

⑷ 

⑸ 

⑹ 

33GB 

278GB 

278GB 
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(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 3,4,5) を使用して、 RAID レベル5の論理ド 
ライブをシンプル モー ドで作成する。 

raidcmd mklds -c=l -p=3,4,5 -rl=5 

手順 3 確認メッセージに yes と入力すると、論理ドライブを作成します。 

手順4論理ドライブの作成が完了したら、 raidcmd は正常終了します。この時点で、論理ドライブの作成は完了して 
います。作成した論理ドライブの内容は、 "property" コマンドなどで確認できます。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライブの初期化の実行状況や結 
果は、" oplist" コマンドで確認します。 


論理ドライブの作成シンプルモードで使用できる物理デパイス 


論理ドライブの作成シンプルモードで使用できる物理デバイスは、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物理デパイ 
ス」とは、[ステータス]/ [ Status ] が[レディ]/ [ Ready ] の物理デバイスを指します。 

S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 

1^1 


論理ドライブの作成シンプルモードによる論理ドライブの作成 


論理ドライブの作成シンプルモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レペル 

論理ドライブの作成シンプルモードで作成できる論理ドライブの RAID レベルは、 RAID 1もしくは 、 RAID 5です。 

論理ドライブの容量 

作成する論理ドライブの容量は、 RAID レベルと使用する物理デバイスの容量により決まります。 

論理ドライブの作成シンプルモードは、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目は以下のように決まります。 


選択項目 値 


ストライプサイズ RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なります)。 

キャッシュモード RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なります)。 

初期化モード 完全 
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論理ドライブを自由に作成する 


Universal RAID Utility は、論理ドライブの選択項目を細かく指定して望みどおりの論理ドライブを作成できる「論理ドライブの作 
成カスタムモ _ ド」をサポ _ 卜しています。 


「論理ドライブの作成カスタムモード」は、論理ドライブの選択項目を細かく指定して論理ドライブを作成する機能です。様々な 
RAID レベルの論理ドライブを作成したり、空き容量があるディスクアレイを使用して論理ドライブを作成したりもできます。 

また、 RAID ビューアの「論理ドライブの作成カスタムモード」は、複数の論理ドライブを同時に作成することもできます （raidcmd 
では、複数の論理ドライブを同時に作成することはできません)。 

「論理ドライブの作成カスタムモード」により論理ドライブを作成するメリットは以下のとおりです。 

■ いろいろな RAID レベル (RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6, RAID 10, RAID 50) の論理ドライブを作成できます。 

■ 選択項目（容量、ストライプサイズ、キャッシュモード、初期化モード)を細かく指定できます。 

■ RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6の RAID レベルの論理ドライブを作成する場合、「未使用の物理デバイス」だけでなく、 
空き容量があるディスクアレイも使用できます。 

■ 複数の論理ドライブを一度の操作で作成できます （ RAID ビューアのみ)。 


論理ドライブの作成カスタムモードの操作手順 


論理ドライブの作成カスタムモードを使用する手順を説明します。 

I irO 論理ドライブの作成カスタムモードは、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードを 

m アドノ ンストモードに変更してから操作してください。 


RAID ビューァ 

[操作]メニューの[論理ドライブの作成(カスタム)]を使用します。 

手順1論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ピューアを起動します。 


手順2動作モードがスタンダードモードの場合は、ア 
ドバンストモードに変更します。[ツール]メニューで 
[アドバンストモード]をクリックします。 

ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[操作] 

メニューで[論理ドライブの作成]をポイントし、[カスタム]をクリックします。 


f 荣作 (G ツ-ル( I )ヘルプ ( d ) 

0 

論理ドライブの作成追） ► 


シンカレ⑸… 


プザ ー f 亭止(乙） 

カスタム (G … 


手順3 [論理ドライブの作成(カスタム)]ダイアログ 
ボックスが起動します。 

論理ドライブの作成カスタムモードは、[論理ドライ 
ブの作成(カスタム)]ダイアロゲボックスのリストに作 
成する論理ドライブを登録します。論理ドライブを登 
録するには、[新規作成]をクリックします。登録した 
論理ドライブを削除するには、削除する論理ドライブ 
をクリックし、[削除]をクリックします。 
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手順 4 [論連ドライブの作成(カスタム)]ダイアログ 
ボックスで[新規作成]をクリックすると、[論理ドライ 
ブの登録]ウィザードが起動します。 

ステップ1/3では、登録する論理ドライブの RAID レ 
ベルを選択します。選択したら[次へ]をクリックしま 
す0 



手順5ステップ2/3は、ステップ1/3で選択した RAID レベルにより操作が異なります。 


(1 )RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6の RAID レ 
ベルを選択した場合、論理ドライブで使用するディス 
クアレイを選択します。 

RAID コントローラに異なるタイプの物理デパイスが存 
在するときは、[タイプ]で使用するタイプをクリックし 
ます。次に[ディスクアレイ]で使用するディスクアレイ 
のノードをクリックします。 

ディスクアレイを選択したら、[次へ]をクリックします。 



使用するディスクアレイを新たに作成する場合は、 
[ディスクアレイの追加]をクリックします。[ディスクアレ 
イの追加]をクリックすると、[ディスクアレイの追加] 
ダイアロゲボックスを表示します。 

追加するディスクアレイで使用する物理デバイスのチ 
エックボックスを作成する RAID レベルに必要な台数 
分オンにします。オンにしたら [ OK ] をクリックします。 
[ OK ] をクリックすると、新たに作成するディスクアレイ 
が、[論理ドライブの登録]ウィザードステップ2/3の 
[ディスクアレイ]に追加されます。 



追加するディスクアレイに使用する物理デノ w ス奄逞択します。 


XJ 


番号 

」容量 

0B PD #4 ⑶ 

67GB 

0 司 PD #5(4) 

33GB 

EH PD #6(5) 

278GB 

PD #7 ⑹ 

278GB 


OK il キャンセル 


(2) RAID 10, RAID 50の RAID レベルを選択した 
場合、論理ドライブで使用する物理デバイスを選択 
します。 

RAID 10の場合は4台の物理デバイスのチェックボッ 
クスをオンにします 。 RAID 50の場合は6台以上で 
かつ偶数台のチェックボックスをオンにします。 

物理デバイスを選択したら、[次へ]をクリックします。 


_理ドライブ®登録 


STEP 2/3 :物理デパイスの選択 

論理ドライブの作成に使用する物理デ/;イスを逞択します。 


5イブ CD : 

物理デバイス⑻： 


|SAS-HDD 




番号 

1 容量 

0 PD #4(3) 

67GB 

0 C 3 PD #5(4) 

33GB 

0£| PD #6(5) 

278GB 

0 : ] PD #7(6) 

278GB 


<戻5但 ） 」l )^( N ) > \ _キゃンセル」 
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手順 6 ステップ3/3では、登録する論理ドライブの 
選択項目を選択します。 

[容量]には、作成する論理ドライブの容量を範囲 
内の値で入力します。作成する論理ドライブの 
RAID レベルが RAID 10、もしくは RAID 50の場合、 
容量は入力する必要はありません。[ストライプサイ 
ズ]、 [キャッシュモー ド]、[初期化 モー ド]を選択しま 
す 。 

すべての選択項目を選択したら、 [次へ] をクリックし 
ます。 



手順7 ステップ3/3で[次へ]をクリックすると、[論 
理ドライブの登録ウイザードの完了]を表示します。 
ウイザードで選択した内容で論理ドライブを登録する 
ときは[完了]をクリックします。内容を変更したいと 
きは、[戻る]をクリックします。 



手順8 [論理ドライブの登録]ウィザードを完了する 
と、[論理ドライブの作成(カスタム)]ダイアログボック 
スのリストに論理ドライブを登録します。 



手順9 複数の論理ドライブを同時に作成する場合、 
[新規作成]をクリックし、作成する個数分、手順4 
〜8を繰り返します。 

作成する論理ドライブをすべて登録したら、 [ OK ] を 
クリックします。 [ OK ] をクリックするとダイアロゲボックス 
を閉じて、登録した論理ドライブを作成します。作成 
した論理ドライブの内容は、ツリービューやプロパティ 
で確認します。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了して 
いない可能性があります。論理ドライブの初期化の 
実行状況や結果は、オペレーシヨンビューで確認しま 
す0 
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raidcmd 

"mkldc" コマンドを使用します。 raidcmd では、同時に作成できる論理ドライブは1個です。 

手順1論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。 


手順 2 以下のパラメータを指定して、” mkldc" コマ 
ンドを実行します。 

-C :論理ドライブを作成する RAID コント ローラの 番号 
-P :論理ドライブの作成に物理デパイスを使用する場合、使 
用する物理デバイスの番号(作成する論理ドライブの RAID レべ 
ルにより必要な物理デパイスの台数が異なります） 

-a :論理ドライブの作成にディスクアレイを使用する場合、使 
用するディスクアレイの番号 

-rl :作成する論理ドライブの RAID レベル（「論理ドライブの 
作成カスタムモード」は、 RAID レベルが RAID 0、 RAID 1、 

RAID 5 、 RAID 6、 RAID 10 、 RAID 50 の論理ドライブを作成できます） 

-cp :作成する論理ドライブの容量（未使用の物理デバイスの全面を使用して論理ドライブを作成する場合は、容量指定を省略できます） 

-ss :作成する論理ドライブのストライプサイズ （ RAID コントローラの既定値を使用する場合は、ストライプサイズの指定を省略できます） 

-cm :作成する論理ドライブのキャッシュモード ( RAID コントローラの既定値を使用する場合は、キャッシュモードの指定を省略できます） 

-im :論理ドライブの作成後に実行する初期化の動作モード （[ Full ] (完全)モードを推奨します。 [ Full ] (完全)モードの場合、初期化モードの 
指定を省略できます） 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 3,4,5) を使用して、 RAID レベル5、容量 
100 GB 、ストライプサイズ 64 KB 、 キャッシュモード自動切替、初期化モード完全の論理ドライブをカスタムモードで 
作成する。 


7 raidcmd mkldc -c=l -p=3, 4, 5 -r 1=5 -cp=100 -ss=64 -cm=auto 
raidcmd creates Logical Drive #2 

•***3 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

raidcmd created Logical Drive #2, and started to initialize 

it. 

You can see the progress and the result of initialize by 
"op list” and property commands. 


raidcmd mkldc - c=l - p =3,4,5 - rl =5 - cp =100 - ss =64 - cm=auto - im=full 
手順 3 確認メッセージに yes と入力すると、論理ドライブを作成します。 

手順4論理ドライブの作成が完了したら、 raidcmd は正常終了します。この時点で、論理ドライブの作成は完了して 
います。作成した論理ドライブの内容は、 "property" コマンドなどで確認できます。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライブの初期化の実行状況や結 
果は、 1 'oplist" コマンドで確認します。 

論理ドライブの作成カスタムモードで使用できるディスクアレイと物理デパイ 
ス 


論理ドライブの作成カスタムモードでは、作成する論理ドライブの RAID レベルにより、ディスクアレイ、もしくは、未使用の 
物理デバイスを使用できます。 

✓ • S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 

_ • 論理ドライブが存在しないディスクアレイは、論理ドライブの作成に使用できません。 


RAID レベルが RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6の論理ドライブ 


空き領域が存在するディスクアレイ、もしくは、未使用の物理デバイスを使用できます。 

空き領域が存在するディスクアレイは、ディスクアレイの末尾の領域に存在する空き領域を使用できます。また、作成 
する論理ドライブの RAID レベルは、ディスクアレイ上で使用している領域に存在する論理ドライブの RAID レベルと同じで 
なければなりません。 

未使用の物理デパイスを使用する場合、ディスクアレイを作成し、そのディスクアレイに論理ドライブを作成します。「未 
使用の物理デバイス」とは、[ステータス]が[レディ]の物理デバイスを指します。 

RAID レベルが RAID 10, RAID 50の論理ドライブ 


未使用の物理デバイスのみ使用できます。「未使用の物理デバイス」とは、[ステータス]/ [ Status ] が[レディ]/ [ Ready ] 
の物理デバイスを指します。 
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論理ドライブの作成カスタムモードによる論理ドライブの作成 


論理ドライブの作成カスタムモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レペル 


論理ドライブの作成カスタムモードで作成できる論理ドライブの RAID レベルは 、 RAID 0、 RAID 1 、 RAID 5 、 RAID 6、 
RAID 10 、 RAID 50 です。 

藝 RAID レベルは、 RAID コントローラごとにサボートする内容が異なります。サボートしない RAID レベル 
fETl は選択できません。 


論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、任意の容量を指定できます。作成する論理ドライブの RAID レベルが RAID 0、 
RAID 1 、 RAID 5 、 RAID 6の場合は、 1 つのディスクアレイに複数の論理ドライブを作成することもできます(同ーディスク 
アレイ内の論理ドライブは、同じ RAID レベルのみ指定できます)。作成する論理ドライブの RAID レベルが RAID 10、も 
しくは RAID 50の場合は、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目は以下のように決まります。 


選択項目 値 


ストライプサイズ 1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB から選択でき 

ます。 

キャッシュモード 以下の3つから選択できます。 

Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write Back と Write Through を切り替え 
るモードです。 

Write Back :非同期書込みを行うモ-ドです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

初期化モード 以下の2つから選択できます。 

完全 / Full :論理ドライブ中の管理領域とデータ領域を初期化します。 

クイック / Quick :論理ドライブ中の管理情報のみ初期化します。 


Sr, 
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論理ドライブを削除する 


Universal RAID Utility は、不要になった論理ドライブを肖 ij 除できます。 

I 'irO 論理ドライブの削除は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモー 
^ ドに変更してから操作してください。 




•讓 I 鼢驪?11譜ィ羿您錯装為濃 して〈ださい。 


以下の条件を満たす論理ドライブは削除できません。 

• パーティシヨンが存在する論理ドライブは削除できません。ただし、[状態]/ [ State ] が[オフライ 
ン] /[ Offline ] の論理ドライブは削除できます。 

• オペレーティンゲシステムが Windows の場合、論理ドライブ(ディスク)をダイナミックディスクとして使 
用している。削除するには、論理ドライブをベーシックディスクに変換します。 

• オペレーティンゲシステムが Linux の場合、論理ドライブで LVM の LVM パーティシヨンが存在する。 
削除するには、 LVM パーティシヨンを削除します。 

參ディスクアレイの最後に位置しない論理ドライブは削除できません。 


論理ドライブの削除 

論理ドライブを削除する手順を説明します。 


RAID ビューァ 

[操作]メニューの[論理ドライブの削除]を使用します。 


手順 1 RAID ビユーアを起動します。 

手順 2 ツリ-ビュ-で削除する論理ドライブをクリックし、[操作]メニューで[論 1^) ッ - ル⑺ヘルプ (H) 


理ドライブの削除]をクリックします。 


e 

論理ドライプ®作成 (E) 

プザ ー1 ■亭止 g) 

► 


整合性チIクウ (G 

初期化⑴ 

► 

論理ドライブ 00 則除 (S) 


raidcmd 


"delld" コマンドを使用します。 

手順 1 以下のパラメータを指定して、" delld" コマン 
ドを実行します。 

-C : 削除する論理ドライブが存在する RAID コント ローラの 番 
-I :削除する論理ドライブの番号 

(例）論理ドライブ （ RAID コント ローラ 番号1,論理ドライブ番号 2) を削除する。 
raidcmd delld -c=l -1=2 


> raidcmd delld -c=1 -1=2 
Delete Logical Drive #2 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 
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RAID システムのメンテナンス 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのメンテナンスについて説明します。 


物理デパイスをパトロールリードする 

「パトロールリード」は、 RAID システムのすべての物理デバイスに対して、データの全面読み込みを行い、読み込みエラーが発生し 
ないかをバックグラウンドで繰り返し確認する機能です。パトロールリードは、物理デバイスのメディアエラーなどの障害を早期に発見 
するために有効な機能です。パトロールリードをサボートする RAID コントラの場合、必ず実行するようにしてください。 

パトロールリードの実行間隔は、 RAID コントローラの種類により異なります。パトロールリードの実行間隔については、それぞれの 
RAID コントローラのドキュメントを參照してください。なお、 Universal RAID Utility では、パトロールリードの実行間隔を変更できま 
せん。 

Universal RAID Utility は、パトロールリードの実行有無、パトロールリードを実行する優先度を変更する機能を提供します。パ 
トロールリードの実行有無は、 RAID コントローラごとに設定します。 


パトロ—ルリ—ド実行有無の設定 


パトロールリードの実行有無を設定する手順を説明します。 

| » r €> パトロールリード実行有無の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをア 

m ドパンストモードに変更してから操作してください。 


RAID ビューア 


RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパティ]をク 
リックします 。 

手順2 [RAID コントローラのプロパティ ] で、[オプシヨ 
ン ] タブをクリックします。 [パ ト ロー ルリード]の値を 
[有効]もしくは、[無効]に変更します。 [0K] もし 
くは[適用]をクリックします。 

RAID コントローラの種類によってはパトロールリード機能をサボートしていないことがあります。パトロー 
ルリード機能をサボートしていない場合、[オプション]士ブの[パト ri — ルリード]、[パトロールリード優 
先度]の項目を表示しません。 ^ 


IC+I 


raidcmd 


堅テ I ツク硯无度 

干 

二] 

パトロ，-ド 

効 

1 

パト□-ルリ-ド優先度 

— 1 

I 

ブザー設定 

1無劝 

1 




" optctrl " コマンドを使用します。 
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手順 1 以下のパラメータを指定して、 n optctrl " コマ 
ンドを実行します。 

-C :パトロールリードの実行有無を設定する RAID コントローラ 
の番号 

-pr :パトロールリードを有効にする場合は enable 、 無効にす 
る場合は disable を指定 

G 列） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) 
のパトロールリードを有効にする。 

raidcmd optctrl -c=l -pr=enable 


手順 2 " optctrl " コマンドを実行すると、 RAID コントローラのプロパティが以下の値に変化します。 
[Patrol Read ] :実行有の場合 Enable 、 実行無の場合 Disable 
RAID コントローラのプロパティを參照するには、 " property " コマンドを使用します。 

■tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-c :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) のプロパティを參照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 


パトロールリ—ドの実行結果の確認 


パトロ-ルリ-ドの実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID ログで確認できます。 
パトロールリードで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


パトロ—ルリ—ド優先度の設定 


パトロールリードをそのコンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。パトロールリードの優先度を設定する 
手順を説明します。 


frO パトロールリード優先度の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパ 
1=0 ンストモードに変更してから操作してください。 


> raidcmd optctrl -c=1 -pr 二 enable 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 ■■国フ 

RAID Controller #1 


ID 

Vendor 

Model 

ROMB 

Firmware Version 
Cache Size 
Battery Status 
Rebuild Priority 

psicmf Oheolf _ 

Patrol Read 

I" R 齒 S fT itP fty ■ 1 
Buzzer Setting 


0 

I_S1 Corporation 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

1.12.02-0342 

128MB 

Normal 

High 

hm ■ i 

Enable 

Enable 


RAID ビューア 


RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパティ]をク 
リックします 。 

手順 2 [ RAID コントローラのプロパティ]で、[オプシヨ 
ン]タブをクリックします。[パトロ-ルリ-ド優先度] 

の値を[高]もしくは、[中]、[低]に変更します。 

[ OK ] もしくは[適用]をクリックします。 

raidcmd 


" optctrl " コマンドを使用します。 


ハ ru- ルソ — r 

■月 則 

JJ 

パト □- ルリ - ド f 昌先度 

1 中 

1 

ブザー設定 

Ira 


Rg i 
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手順 1 以下のパラメータを指定して、 n optctrl n コマ 
ンドを実行します。 

-C :パトロールリードの優先度を設定する RAID コントローラの 

-prp :パトロールリード優先度の変更後の値を指定 (high, 
middle, low から選択します） 

G 列） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) 
のパトロールリード優先度を High に設定する。 

raidcmd optctrl - c=l - prp=high 


手順 2 " optctrl " コマンドを実行すると、 RAID コントローラのプロパティが以下の値に変化します。 
[Patrol Read Priority ] :変更後の優先度 

RAID コントローラのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) のプロパティを參照する。 
raidcmd property - tg=rc - c=l 


> raidcmd optctrl -c=1 -prp=high 

> raidcmd property -tg=rc -( 

3=1 

RAID Controller #1 


ID 

0 

Vendor 

LSI Corporation 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

ROMB 


Firmware Version 

1.12.02-0342 

Cache Size 

128MB 

^nhi ■麵 m/ frha ■転 


L ム， 1C« し d し 

Rebuild Priority 

High 


咖 画 

Patrol Read 

Enable 

Patrol Read Priority 

High 

Buzzer Setting 

> 

Enable 
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論理ドライブの整合性を t ンク1[る 

「整合性チェック」は、論理ドライブのデータ領域のデータとパリティの整合性をチェックする機能です 。 Universal RAID Utility は、 
整合性チェックの開始、停止、整合性チェックを実行する優先度を変更する機能を提供します。 

整合性チェックは、物理デバイスのメディアエラーなどの障害を早期に発見するためにパトロールリードに次いで有効な機能です。 

パトロールリードをサボートしない RAID コントローラの場合、定期的に整合性チェックを実行するようにしてください 。 Universal RAID 
Utility をインストールすると、パトロールリードをサボートしない RAID コントローラには、定期的に整合性チェックを実行するよう設定し 
ます。 

整合性チェックは、論理ドライブご_とに実行します。 

wO 整合性チェックの開始、停止は、スタンダードモード、アドバンストモードのどちらでも使用できます。 

1=0 整合性チェックを実行する優先度の変更は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モ 
ードをアドパンストモードに変更してから操作してください。 


整合性チェックの手動実行 


整合性チェックを開始する手順を説明します。 


_ L 整合性チェックは、[ステータス]/ [ Status ] が[オンライン]/[〇 nline ] 以外の論理ドライブへ実行できま 

ic » l せん。 

整合性チェックは、 RAID レベルが RAID 0の論理ドライブへ実行できません。 


RAID ビューア 


[操作]メニューの[整合性チェック]を使用します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで論理ドライブをクリックし、[操 
作]メニューで[整合性チェック]をクリックします。 


手順2 整合性チェックを開始すると、[オペレーシヨン 
ビュ ー] に整合性チェックの実行状況を表示します。 
整合性チェックが完了すると、オペレーシヨンビューの 
[状態]が[完了]となります。 


棵作 (G ヘルプ (!d) 

6 論理ドライブの作成 (E) ► 

ブザ ー1 ■亭止 (2) 


M 合性チIック(£) 




1 

in 甘 FH レ/ 'T 、 

. 1 

© f 亭止 (Q) 

K 輸爾| 

1 

オペレ-ショレ 

討象 

状態 

1 髮合性チ i ッ 5 


RAID コント [ 

トラ#1 LD #3 

実行中(0%) 1 

リビルド 
初期化 


RAID コント □- ラ#1 PD #7 
RAID コント □- ラ#1 LD #4 

完了 

完了 


raidcmd 

" cc " コマンドを使用します。 


手 11111以下のパラメータを指定して、 n cc " コマンド 
を実行します。 

-C :整合性チェックを開始する論理ドライブが存在する RAID 
コント ローラの 番号 

-I :整合性チェックを開始する論理ドライブの番号 
-op :整合性チェックを開始する場合 start を指定 


> raidcmd cc -c=1 -1=2 -op=start 隹 ■■■■1 

> raidcmd oplist 
RAID Controller #1 

Logical Drive #2 : Consistency Check (30%) 


(例）論理ドライブ （ RAID コントローラ番号 1, 論理ドライブ番号 2) の整合性チェックを開始する。 


raidcmd cc - c=l -1=2 - op=start 
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手順 2 整合性チェックを開始したら、 raidcmd は正常終了します。整合性チェックの実行状況は、 " oplist " コマンドで 
確認します。 

(例）オペレーションの実行状況を確認する。 
raidcmd oplist 

スケジュール実行の手段 

raidcmd をスケジュール実行するには、 Windows のタスクや Linux、VMware ESX Server の cron などのジョブ管理アプ 
リケーションを使用します。 

Universal RAID Utility は、パトロールリードをサボートしない RAID コントローラでメディアエラーなどの障害を早期に発見 
できるように、整合性チェックをスケジュール実行するタスクを作成します。 

Universal RAID Utility の提供するタスク （ Windows ) 


Universal RAID Utility をインストールすると、 Windows のタスクに以下のようなタスクを登録します。 

実行スケジュールの変更や、タスクの肖 ij 除は、 Windows のタスケ C 行います。タスクの使い方については、 Windows の 

ヘルプなどを參照してください。 


H 項目 

説明 

タスク名 

整合性チェック 

実行曜日 

水曜日 

開始時刻 

AM 0:00 

実行コマンド 

(Universal RAID Utility インストー ルフオルダ) ¥ cli ¥ raidcmd.exe ccs 

実 f 〒アカウント 

NT AUTHORITYYSYSTEM 

Universal RAID Utility の提供するタスク （ Linux、VMware ESX Server ) 


Universal RAID Utility をインストールすると、 cron に以下のようなタスクを登録します。 

実行スケジュールの変更や、タスクの削除は、 cron の機能で行います。 cron の使い方については、 man コマンドで 
cron (8), crontab ( l )、 crontab (5) を参照してください 0 


項目 

説明 

実行曜日 

水曜日 

開始時刻 

AM 0:00 

実行コマンド 

/ opt / nec / raidcmd/raidcmd ccs 

実 t 〒アカウント 

root 

パトロールリードをサボー 

卜しない RAID コントローラのすべての論理ドライブへの整合性チェックの実行 


パトロールリードをサボートしない RAID コントローラのすべての論理ドライブへ整合性チェックを実行するには 、 raidcmd 
の" ccs n コマンドを使用します。 

整合性チ：！:ックの停止 

実行中の整合性チェックのオペレーシヨンを途中で停止することができます。整合性チェックを停止する手順を説明します。 

RAID ビューア 


オペレーシヨ'ノビューの [停止]を使用します。 
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手順 1 整合性チェックを実行中に[オペレーシヨ'ノビュ ー] を參照します。 


手順2整合性チェックを停止したい[整合性チェッ 
0 ] のオペレーシヨンをクリックします。オペレーシヨンビ 
ューの[停止]をクリックします。整合性チェックが停 
止すると、オペレーシヨンビューの[状態]が[停止]と 
なります。 


© f 亭止⑼ ■ 

|"2 

オペレ-ショレ 

討象 

状態 

BI 合性チIッウ 

RAID コント [ 

:]-ラ#1 LD #3 

実行中(0%) II 

リビルド 

RAID コント □- ラ#1 PD #7 

完了 

初期化 

RAID コント □- ラ#1 LD #4 

完了 


raidcmd 


" cc n コマンドを使用します。 

手11111以下のパラメータを指定して、" CC" コマンド 
を実行します。 

-C :整合性チェックを停止する論理ドライブが存在する RAID 
コントローラの番号 

-I :整合性チェックを停止する論理ドライブの番号 
-op :整合性チェックを停止する場合 stop を指定 

(例）論理ドライブ （ RAID コントローラ番号1,論理ドライブ番号 2) に実行中の整合性チェックを停止する。 
raidcmd cc - c=l -1=2 - op=stop 

手順2整合性チェックを停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止した整合性チェックは、 " oplist " コマンドで表 
示する一覧から消えます。 

(例）オペレーションの実行状況を確認する。 
raidcmd oplist 


整合性チェックの実行結果の確認 


整合性チェックの実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID □ゲで確認できます。 
整合性チェックで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ロゲにロゲを記録します。 


整合性チェック優先度の設定 


整合性チェックをそのコンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。整合性チェックの優先度を設定する手 
順を説明します。 


wO 整合性チェック優先度の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパ 
1=0 ンストモードに変更してから操作してください。 


> raidcmd cc -c=l -1=2 -op 二 stop 

> 

> raidcmd op Iist 
RAID Controller #1 

> 


RAID ビューア 


RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順1 RAID ピューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパティ]をク 
リックします 。 

手順 2 [ RAID コントローラのプロパティ]で、[オプシヨ 
ン]タブをクリックします。[整合性チェック優先度]の 
値を[高]もしくは、[中]、[低]に変更します。 [0 K ] 

もしくは[適用]をクリックします。 


问 こ j 


整合性チ1ッウ優先度 

1中 

1 

パト □- ルリ-ド 1高 1 

パト□-ルリ-ド優先度 
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raidcmd 


"optctrl" コマンドを使用します。 

手順 1 以下のパラメータを指定して、" optctrr コ 
マンドを実行します。 

-C :整合性チェックの優先度を設定する RAID コントローラの 
番号 

-cep :整合性チェック優先度の変更後の値を指定 ( high , 
middle , low から選択します） 

G 列） RAID コントローラ （RAID コントローラ番号 1) 

の整合性チェック優先度を Middle に設定する。 

raidcmd optctrl -c=l -ccp=middle 

手順 2 "optctrl" コマンドを実行すると、 RAID コン 
トローラのプロパティが以下の値に変化します。 

[Consistency Check Priority ] :変更後の優先度 

RAID コントローラのプロパティを參照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID コントローラ （RAID コントローラ番号1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 


> raidcmd optctrl -c=1 -ccp=middIe 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 ■ ■ ■ ■ 2 

RAID Controller #1 

ID : 0 

Vendor : し SI Corporation 

Model : MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

ROMB 

Firmware Version : 1.12. 02-0342 

Cache Size : 128MB 

Battery Status : Normal 

Ly a a - ■ ■i H.igh _ ■ ■ 

Consistency Check Priority : Middle 

Read ■■■■■■■■■■■: ■BnibH § ■ ■ ^ 

Patrol Read Priority : Low 

Buzzer Setting : Enable 
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論理ドライブを初期化する 


「初期化」は、論理ドライブの全領域に0を書き込み、内容を消去します。論理ドライブの内容をすべて消去したいときに使用し 
ます。 

「初期化」には、以下の2つのモードがあります。 


モード 説明 


完全 論理ドライブの全領域に0を書き込み、内容を完全に消去します。 

クイック 論理ドライブ中の管理情報が存在するブロックにのみ0を書き込みます。オペレーティングシステムのインス 

卜ール情報やパーティション管理情報のみ消去します。管理情報に0を書き込むだけなので、完全モード 
よりも早く終了します。ただし、0を書き込んでいない領域が存在するため、論理ドライブ内のデータの整 
合は整っていません。 


m 



初期化に関する操作は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパンストモ 
ードに変更してから操作してください。 


驢或 


パーテイシヨンが存在する論理ドライブは初期化できません。 


初期化の実行 

初期化は、論理ドライブごとに実行します。初期化を開始する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操作]メニューの[初期化]を使用します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで論理 
ドライブをクリックし、[操作]メニューで[初期化]をポ 
イントし、[完全]、もしくは、[クイック]をクリックします。 


棵作 (G 

ツ-ル ( I ) ヘルプ ( d ) 

e 

論理ドライプの作成 (£) ► 

ブザ ー1 ■亭止 

f 


堃合性チ1ッウ(〇 


初期化 (!） ► 

完全(巳） 


論理ドライブ除⑼ 

ウイック⑼ 


手順2初期化を開始すると、[オペレーシヨンビユ ー] 
に初期化の実行状況を表示します。初期化が完了 
すると、オペレーションビューの[状態]が[完了]とな 
ります。 


© f 亭止⑼ 

X ] 

1 

1オペレ-ショレ 

対象 

状態 

1初期化 


RAID^hC 

トラ#1 LD #3 

実行中 ( 0 %) II 


リビルド RAID コントローラ#1 PD #7 完了 

初期化 RAID コントローラ#1 LD #4 完了 


raidcmd 

" init " コマンドを使用します。 
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初期化は、 [ Status ] (ステータス)が [ Online ] (オンライン)以外の論理ドライブへ実行できません。 


手順 1 以下のパラメータを指定して、" init ” コマンド 


を実行します。 

> raidcmd init -c=1 -1=2 -op 二 start 籲 _■ 

-C : 初期化を開始する論理ドライブが存在する RAID コントロ 

> raidcmd oplist 

RAID Controller #1 

ー ラの番号 

Logical Drive #2 : Initialize (50%) 

-1 :初期化を開始する論理ドライブの番号 

> 

-op : 初期化を開始する場合 start を指定 



(例）論理ドライブ （RAID コン ト ローラ 番号1,論理ドライブ番号 2) の初期化を開始する。 
raidcmd init -c=l -1=2 -op=start 

手順 2 初期化を開始したら、 raidcmd は正常終了します。初期化の実行状況は、 " oplist " コマンドで確認します。 
(例）オペレーションの実行状況を確認する。 
raidcmd oplist 


初期化の停止 


実行中の初期化のオペレーシヨンを途中で停止することができます。初期化を停止する手順を説明します。 

RAID ビュー ア 

オペレーシヨ'ノビューの [停止]を使用します。 

手順1初期化を実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を参照します。 


手順2初期化を停止したい[初期化]のオペレー 
シヨンをクリックします。オペレーシヨンビユーの[停止] 

をクリックします。初期化が停止すると、オペレーシヨン 
ビューの[状態]が[停止]となります。 


raidcmd 


" init " コマンドを使用します。 


© 停止 (Q)*( - 

■■2 

II オペレ-ショレ 

対象 

状態 

1 初期化 

RAID コント [ 

:]-ラ#1 LD #3 

実行中(□%) 

リビルド 

RAID コント □- ラ#1 PD #7 

完了 

初期化 

RAID コント □- ラ#1 LD #4 

完了 


手順 1 以下のパラメータを指定して、" init " コマンド 
を実行します。 

-C :初期化を停止する論理ドライブが存在する RAID コントロ 
ーラの番号 

-I :初期化を停止する論理ドライブの番号 
■op :初期化を停止する場合 stop を指定 



(例）論理ドライブ （ RAID コント ローラ 番号1,論理ドライブ番号 2) に実行中の初期化を停止する。 
raidcmd init -c=l -1=2 -op=stop 

手順 2 初期化を停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止した初期化は、 " oplist " コマンドで表示する一覧か 
ら消えます。 

(例）オペレーションの実行状況を確認する。 
raidcmd oplist 


初期化の実行結果の確認 


初期化の実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID □グで確認できます。 
初期化で何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにロゲを記録します。 
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初期化優先度の設定 


初期化をそのコンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。初期化の優先度を設定する手順を説明しま 
す 0 




初期化優先度の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパンストモ 
ードに変更してから操作してください。 


初期化優先度の設定は、 RAID コントローラの種類によっては、サボートしていないことがあります。サボ 
-卜していない場合、 RAID ビューアや raidcmd に項目を表示しません。 raidcmd の n optctr 「 コマン 
ドは失敗します。 


RAID ビューア 


RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパティ]をり 
リックします 。 

手順2 [ RAID コントローラのプロパティ]で、[オプシヨ 
ン]タブをクリックします。[初期化優先度]の値を 
[高]もしくは、[中]、[低]に変更します。 [0 K ] も 
しくは[適用]をクリックします。 


raidcmd 


" optctrl " コマンドを使用します。 

手順1以下のパラメータを指定して、 n optctrl n コ 
マンドを実行します。 

-C :初期化の優先度を設定する RAID コント ローラの 番号 
-ip :初期化優先度の変更後の値を指定 ( high , middle , 
low から選択します） 

G 列） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) 
の初期化優先度を Middle に設定する。 

raidcmd optctrl -c=l -ip=middle 


手順 2 " optctrl " コマンドを実行すると、 RAID コン 
トローラのプロパティが以下の値に変化します。 

[Initialization Priority ] :変更後の優先度 

RAID コントローラのプロパティを參照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) のプロパティを參照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 


> raidcmd optctrl -c=1 -ip 二 middle 

> raidcmd property -tg 二 rc -c=1 

n a t n i i ^Ui 


RAID Controller #1 
ID : 0 

Vendor : Vendor Name 

Model : Model Name 

Firmware Version : 1.00 

Cache Size : 128MB 

£at±<ir^aSd:ai1]ua ■■■■■■■“ i NorrnL ■■鼸 
Initialization Priority : Middle 

^ebufW-Prf(Ffl!y . 

Consistency Check Priority : し ow 
Patrol Read : Enable 

Patrol Read Priority : Low 

Buzzer Setting : Enable 


項目 

fl 

1 

初期化優先度 

] rs ] 


リビルド優先度 

S . 

. 1 

整合性チ1ッウ優先度 



i ^ Ln - ii . u-k 
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手 

屯 

手 

コ 


手順3リビルドを開始すると、[オペレーションビュー] 
にリビルドの実行状況を表示します。 

リビルドが完了すると、オペレーションビューの[状態] 
が[完了]となります。 


整合性チ 1 ック 
リビルド 

セ71甘レ 


RAID コント □- ラ#1 LD #4 
RAID コント □- ラ#1 PD #7 


raidcmd 


[操作]メニューの[リビルド]を使用します。 


III 1リビルドで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続します。 
句理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


1112ツリービューでリビルドに使用する物理デバイスをクリックし、[操作]メニ 
一で[リビルド]をクリックします。 


} 荣作 (G ツール (I) ヘルプ (H) 

0 論理ドライブ 00 作成 (E) ► 

ブザ-停止 


整合性チ I ッ 5(0 
初期化⑴ 

論理ドライブ 00 則除⑼ 


士〇 ■ L T 


© f 亭止 ( Q ) 

K 肖鹽爾 

1 

オペレ-ショレ 

討象 

状態 

ビルド 


RAID コント [ 

トラ#1 PD #7 

実行中 ( 0 %) | 


强リビルド &) 


" rebuild " コマンドを使用します。 


| t+l 


する論理ドライブの [ Status ] (ステータス)が [ Degraded ] $宿 ( 退)のときに実行できます。 


その物理デバイスを使用 


手順1リビルドで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続します。 


手順2以下のパラメータを指定して、 " rebuild " 
コマンドを実行します。 

-C :リビルドを開始する物理デバイスが存在する RAID コ 
ント ローラの 番号 

-P :リビルドを開始する物理デバイスの番号 
■op :リビルドを開始する場合 start を指定 


> raidcmd rebuild -c=1 -p=3 -op=start ■■ 


> raidcmd op Iist 
RAID Controller #1 
Physical Device #3(2) 


Rebuild (70%) 


物理デバイスをリビルドする 

「リビルド」は、故障などで物理デバイスを交換するとき、新しい物理デバイスを論理ドライブに組み込むことを指します。通常、リビ 
ルドは、スタンパイリビルドやホットスワップリビルドという RAID コントローラの機能により、自動的にリビルドが動作します。そのため、手 
動でリビルドを行う機会は多くありませんが、手動でリビルドを行うときは 、 Universal RAID Utility を使用します。 

irO 手動でのリビルドは、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモードに 
m 変更してから操作してください。 

リビルドの実行 

リビルドは、物理デバイスに実行します。リビルドを実行する手順を説明します。 

RAID ビューア 


了 了 7 

完完{一 I 
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オペレーショ'ノビユーの[停止]を使用します。 

手順 1 リビルドを実行中に[オペレーションビユ ー] を參照します。 

© f 亭止 ( Q ) 攀 _ X ■制除赵 . t __ 2 
オペレーショレ 討象 

整合性チIック RAID コント □- ラ#1 LD #4 

リビルド RAID コント □- ラ#1 PD #7 

今 T1 甘 レ D A Tri-I 、 ■ L n — 二# 1 I n # y 1 

raidcmd 


手順 2 リビルドを停止したい[リビルド]のオペレー 
シヨンをクリックします。 オペレーシヨ'ノビユーの[停止] 

をクリックします。リビルドが停止すると、オペレーシヨン 
ビューの[状態]が[停止]となります。 


" rebuild " コマンドを使用します。 

手順1以下のパラメータを指定して、" rebuild " コ 
マンドを実行します。 

- C ： リビルドを停止する物理デバイスが存在する RAID コントロ 
ーラの番号 

-P :リビルドを停止する物理デバイスの番号 
-op :リビルドを停止する場合 stop を指定 

(例）物理デバイス （RAID コン ト ローラ 番号1,物理デバイス番号 3) に実行中のリビルドを停止する。 
raidcmd init -c=l -p=3 -op=stop 

手順 2 リビルドを停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止したリビルドは、 " oplist " コマンドで表示する一覧から 
消えます。 

(例）オペレーションの実行状況を確認する。 
raidcmd oplist 


リビルドの実行結果の確認 


リビルドの実行結果は、ツリービューとプロパティ、および 、 Universal RAID Utility の RAID ログで確認できます。 

リビルドが成功すると、リビルドに使用した物理デバイスのツリービューのアイコンが[オンライン]/ [ Online ] アイコンに変化しま 
す。また、物理デバイスのプロパティの[ステータス]/ [ Status ] が[オンライン]/ [ Online ] になります。 

リビルドで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ロゲにロゲを記録します。 



(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 3) のリビルドを開始する。 
raidcmd rebuild -c=l -p=3 -op=start 

手順 3 リビルドを開始したら、 raidcmd は正常終了します。リビルドの実行状況は、 " oplist " コマンドで確認します。 
(例）オペレーションの実行状況を確認する。 
raidcmd oplist 

リビルドの停止 

実行中のリビルドのオペレーションを途中で停止することができます。リビルドを停止する手順を説明します。 

I irO リビルドの停止は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモードに 
m 変更してから操作してください。 

RAID ビューア 


リヒルド RAlDny トローラ#1 PD #7 実行中0% 


了 了 7 

完完{一 I 
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リビルド優先度の設定 


リビルドをそのコンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。リビルドの優先度を設定する手順を説明しま 
す 。 

I »rO リビルド優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモ 
m ー ドに変更してから操作してください。 


RAID ビューア 


RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパティ]をク 
リックします 。 

手順2 [ RAID コントローラのプロパティ]で、[オプシヨ 
ン]タブをクリックします。[リビルド優先度]の値を 
[高]もしくは、[中]、[低]に変更します。 [ OK ] も 
しくは[適用]をクリックします。 


raidcmd 


" optctrl " コマンドを使用します。 

手順1以下のパラメータを指定して、" optctrr コ 
マンドを実行します。 

-C :リビルドの優先度を設定する RAID コントローラの番号 
-rp :リビルド優先度の変更後の値を指定 ( high , middle , 
low から選択します） 

G 列） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) 

のリビルド優先度を Middle に設定する。 

raidcmd optctrl -c=l -rp=middle 

手順 2 " optctrl " コマンドを実行すると、 RAID コン 
トローラのプロパティが以下の値に変化します。 

[Rebuild Priority ] :変更後の優先度 

RAID コントローラのプロパティを參照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
■c :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(例） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 


> raidcmd optctrl -c=1 -rp=middle 

> raidcmd property -tg=rc -c=1(") 
RAID Controller #1 

ID : 0 

Vendor : LSI Ci 

Model : MegaRi 

ROMB 

Firmware Version : 1.12J 

Cache Size : 128MB 

3rN;@n!yBSt»tiJ8i ■■■■■■■■■ a|\te)pm® 
RebuiId Priority : Middh 

1 て tn 衡 R TTi% 严 fl:， ， "LM 
Patrol Read : Enabh 

Patrol Read Priority : Low 

Buzzer Setting : Enabh 


I_S1 Corporation 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

1.12. 02-0342 
128MB 

Nopm®^ ■ ■ » 

Middle 
Low ■ 圍 - 
Enable 
Low 

Enable 


項目 


リビルド優先度 

1 中 jiJ 

整合性チ 1 ック優先度 1 

崮 . I 

パト□ールリード 1 

MrrhrhhrrhhhhhhhhhhhhI 

ffg 1 
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物理デパイスの実装位置を確認する 

「実装位置の確認」は、 RAID ビューアで表示する特定の物理デバイスが、本体装置や エン クロージャのどのスロットに実装してい 
るのか知りたいときに使用します。具体的には、「実装位置の確認」は、指定した物理デバイスを実装している本体装置や エン クロ 
-ジャの DISK ランプを点灯(装置の種類によっては点滅)します。 DISK ランプが点灯している物理デバイスを探せば、 RAID ビューア 
や raidcmd で「実装位置の確認」を実行した物理デパイスを特定できます。 

点灯した DISK ランプは、 3 分後に自動的に消灯します。なお、 RAID コント ローラの 種類によっては、 DISK ランプを消灯する機能 
を サボー トします。 


irO RAID ビューアや raidcmd では、 DISK ランプの点灯 / 消灯を識別できません。そのため、複数の物 

1=0 理デパイスで同時に DISK ランプを点灯すると、物理デバイスの実装位置を確認できなくなる可能性 

があります。物理デバイスの DISK ランプは、 1 台ずつ点灯して実装位置を確認するようにしてくださ 
い。ランプを点灯した物理デバイスの番号をメモしておくと、消灯するときに便利です。 


実装位置の確認手順 


実装位置の確認は、物理デバイスに実行します。実装位置の確認手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操作]メニューの[実装位置表示(ランプ)]を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。 

ツリービューで実装位置の確認を行う物理デバイスをクリックし、[操作]メニューで[実装位置表示(ランプ)]をポイント 
し、[オン]をクリックします。[オン]をクリックすると、物理デバイスの DISK ランプが点灯(装置の種類によっては点滅)し 
ます。点灯している DISK ランプは、 3 分後に自動的に消灯します。 


手順 2 DISK ランプを消灯できる RAID コントローラの場合、 
[操作]メニューの[実装位置表示(ランプ)]の[オフ]が有 
効になります。 

DISK ランプを消灯するには、ツリービューで DISK ランプが 


ノノ ’1 ノノ 


実装位蚩表示(ランプ) ( L ) ► 


オン(出 

オフ(巳） 



点灯している物理デバイスをクリックし、[操作]メ ニ ューで[実装位置表示(ランプ)]をポイントし、[オフ]をクリックしま 
す 0 


raidcmd 

" slotlamp " コマンドを使用します。 


手順 1実装位置を確認するために DISK ランプを点 
灯するには、以下のパラメータを指定して、 
" slotlamp " コマンドを実行します。 

■C : DISK ランプを点灯する物理デバイスが存在する RAID コン 
トローラの番号 

-P : DISK ランプを点灯する物理デバイスの番号 
-sw : DISK ランプを点灯するには on を指定 



(例）物理デバイス （ RAID コントローラ番号 1, 物理デバイス番号 3) の DISK ランプを点灯する。 
raidcmd slotlamp -c=l -p=3 -sw=on 

手順 2 点灯した DISK ランプを消灯するには、以下のパラメータを指定して、 " slotlamp " コマンドを実行します。 

-C : DISK ランプを消灯する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 
-P : DISK ランプを消灯する物理デバイスの番号 
-sw : DISK ランプを消灯するには off を指定 
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(例）物理デバイス （ RAID コントローラ番号1,物理デバイス番号 3) の DISK ランプを消灯する。 
raidcmd slotlamp -c=l -p=3 -sw=off 
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物理デパイスのステータスを強制的に変更する 


「物理デバイスのステータス強芾 I ]変更」は、メンテナンス作業などで物理デバイスの[ステータス]を強制的に[オンライン]や[故障] 
に変更したいときに使用します。通常の運用においては使用しない機能です。 

I 'irO 物理デバイスのステータス強制変更は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードを 
m アドバンストモードに変更してから操作してください。 


Sr, 


[オンライン]/ [ OrHine ] への変更 

物理デバイスの[ステータス]/ [ Status ] を強芾 ij 的に[オンライン]/ [ Online ] へ変更する手順を説明します。 


RAID ビューア 

[操作]メニューの[強制オンライン]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[故障]の物理デバイスをクリックし、[操作]メニュ_ 
で[強芾 I ]オンライン]をクリックします。 


手順2強制オンラインに成功すると、物理デバイスの[ステータス]が[オンライ 
ン]になります。 


強制 オンライン ( N ) 

ニノヽ 


raidcmd 

" stspd " コマンドを使用します。 


手順1以下のパラメータを指定して、" stspd "コマ 
ンドを実行します。 

-c :ステータスを強制的に [ Online ] (オンライン)にする物理デ 
バイスが存在する RAID コントローラの番号 
-p :ステータスを強芾 ij 的に [ Online ] (オンライン)にする物理デ 
パイスの番号 

- st :ステータスを強制的に [ Online ] (オンライン)にするには、 
online を指定 

(例）物理デバイス ( RAID コントロ-ラ番号1,物理 
デバイス番号 3) のステ _ タスを強芾 I ]的に 
[ Online ] (オンライン)にする。 


> raidcmd stspd -c=1 -p=3 -st=onl ine ■■ 

> raidcmd property -tg 二 pd -c=1 -p=3 

RAID Controller #1 Physical 

Device #3 

ID 

2 

Enclosure 

1 

Slot 

3 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

SEAGATE ST 936751 SS 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

^fid|)8CM 去 ■■■■■■■■■■■■■ 

32(^ h rn mmm 

Status 

Online 

. . 

> 

，物削卜 


raidcmd stspd -c=l -p=3 -st=online 


手順 2 n stspd " コマンドを実行すると、物理デバイスのプロパティが以下の値に変化します。 
[ Status ] : Online 


物理デバイスのプロパティを參照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg :物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

-p :プロパティを参照する物理デパイスの番号 
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(例）物理デバイス (RAID コントローラ番号1,物理デバイス番号 3) のプロパティを參照する。 
raidcmd property -tg=pd -c=l -p=3 

[故障]/ [ Failed ] への変更 

物理デバイスの[ステータス]/ [ Status ] を強制的に[故障]/ [ Failed ] へ変更する手順を説明します。 


RAID ビューア 


[操作]メニューの[強制オフライン]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[オンライン]の物理デバイスをクリックし、[操作]メニ 
ューで[強芾 ij オフライン]をクリックします。 

手順2強制オフラインに成功すると、物理デバイスの[ステータス]が[故障]に 
なります。 


弨闹 RO 1 フイ: A ⑴ 
強制オフライン(巳） 


raidcmd 


" stspd " コマンドを使用します。 

手順1以下のパラメータを指定して、" stspd "コマ 
ンドを実行します。 

-c :ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にする物理デバイス 
が存在する RAID コン ト ローラの 番号 
-P :ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にする物理デバイス 
の番号 

- st :ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にするには、 
offline を指定 

(例）物理デバイス （ RAID コントローラ番号1,物 
理デバイス番号 3) のステータスを弓蛍芾 lj 的に 
[ Failed ] (故障)にする。 

raidcmd stspd -c=l -p=3 -st=offline 


手順 2 " stspd " コマンドを実行すると、物理デバイスのプロパティが以下の値に変化します。 
[ Status ] : Failed 


物理デバイスのプロパティを參照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg :物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

-P :プロパティを參照する物理デバイスの番号 

(例）物理デバイス ( RAID コントローラ番号1,物理デバイス番号 3) のプロパティを參照する。 
raidcmd property _ta=pd -c=l -p=3 


> raidcmd stspd -c=1 -p=3 -st=offIine 


> raidcmd property -tg 二 pd -c=1 -p=3 ■■■■ 

RAID Controller #1 Physical Device #3 
ID : 2 

Enclosure :1 

Slot : 3 

Device Type : HDD 

Vendor/Model : SEAGATE ST 936751 SS 

Firmware Version : 0001 

Serial Number : 3PE073VM 

: CajDiCFi ^ .* *6363^' ■ ■ ■ _■ 

Status : Failed 

o. iVI. A. K. f . . Norma I 1 
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RAID システムの障害監視 


Universal RAID Utility は、 RAID システムの障害を監視するために、さまざまな手段を提供しています 。 Universal RAID Utility 
が提供する障害監視機能をイメージにすると以下のようになります。 


Universal RAID Utility 


RAID ビューア 





raidcmd 


障害検出手段1 
RAID コント ロー ラが 
検出する RAID シス 
テムの障害は RAID 
ビユーアや raidcmd 
で参照できます。 


ログビューァ 


% 


囑 



保守サービス会社 


ESMPRO/ServerManaaer 



障害検出手段2 

r 障害検出手段 4 

RAID システムで発生した 
すべてのイベントを RAID 口 
グへ記録します。 

RAID ログの内容は、 
Windows はログビューア、 

1 Linux はテキストエディタな 

1 rvn —-V- -4- —1— 

RAID ログに記録 
するイベントのう 
ち、重要なものは 
OS のログにも記録 

します。 



障害検出手段5 
OS のログに記録したイベン 
卜は' 

ESMPRO/ServerManaq 
er ヘアラートを送イ言しま 
す。また、 Express 通報サ 
ービスにより、保守サービス 
会社にもアラートを送ィ言 I 
ます。 


障害検出手段3 
RAID コントローラ 
にブザーを搭載し 
ている場合、障害 
の発生をブザーで 
知らせます。 




OS ログ 


ブザー 


RAID システム 


図21 RAID システムの障害監視イメージ 

本章では 、 Universal RAID Utility を使用した RAID システムの障害監視について説明します。 


障害検出の手段 


Universal RAID Utility は、「図21 RAID システムの障害監視イメージ」のように様々な障害検出手段を提供しています。以下、 
それぞれについて説明します。 


RAID ビューアによる状態表示 


RAID ビューアは、 RAID システムの状態をツリービューの各コンポーネントのアイコン、および、プロパティの[ステータス]に表 
不します 0 

ツリービュー上の各コンポーネントのアイコンの詳細については、「ツリービュー」を參照してください。プロパティ中の[ステータ 
ス]の詳細については、 「 RAID システムの情報參照」を參照してください。 
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raidcmd による状態表示 


" property " コマンドにより、 RAID システムの各コンポーネントの状態を參照できます。プロパティの表示内容については、 
「 RAID システムの情報参照」を參照してください。 

RAID ログへのイベントの記録 


Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生したイベントをすべて Universal RAID Utility の RAID ロゲに記録しま 
す 0 


オペレーテインゲシステムが Windows の場合、 RAID ログの内容はロゲビューアで參照できます。ログビューアの詳細について 
は、「ロゲビューアの機能」を參照してください。 

また、 RAID ログの内容は、テキストエディタなどでも參照できます。 RAID ロゲを參照するときは文字コードに注意してくださ 
い。 


_ オペレ-ティングシステム 

パスとファイル名 


文字コード 

Windows 

(インストールフオルダ )/ server/raid.log 

UTF-8 


Linux, VMware ESX Server 

/var/log/raidsrv/raid.log 

UTF-8 


RAID コント ローラのブザー 


RAID コントローラにブザーを搭載している場合、発生した障害の種類によっては RAID コントローラがブザーを鳴らします。 
RAID コントローラのブザーは、手動で停止しない限り鳴り続けます。ブザーを停止する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[Control] メニューの[ブザー停止]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで障害が発生しているコンポーネントを確認します。 


手順2障害が発生しているコンポーネントが存在する RAID コントローラをクリツ 
クし、[操作]メニューで[ブザー停止]をクリックします。 


}*f 

© 

乍 (G 

ツール (I) ヘルプ (H) 

論理ドライブ 0D 作成 (E) ► 

プザ ー 1 ■ 亭止 E) 




_ L [ブザー停止] 
ini つていないとき 


のメニュー項目は、ブザーが鳴っていても、鳴っていなくてもクリックできます。ブザーが鳴 
は何も機能しません。 


raidcmd 

" sbuzzer " コマンドを使用します。 


手順1以下のパラメータを指定して、 " sbuzzer '•コ 
マンドを実行します。 

-C : ブザーを 停止する RAID コント ローラの 番号 



(例） RAID コン ト ローラ （ RAID コン ト ローラ 番号 1 ) のブ ザーを 停止する。 
raidcmd sbuzzer -c=l 
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OS ログへのイベントの記録 


Universal RAID Utility は 、 RAID ログに記録した RAID システムのイベントのうち、重要なイベントは OS ログにも記録し 
ます 。 OS ロゲとは、オペレーティンゲシステムが Windows の場合、イベントロゲ(システム)です。オペレーティングシステムが 
Linux の場合、 syslog です。 

OS ロゲに記録するイベントについては、「付録 B : ロゲ/イベントー覧」を參照してください。 


ESMPRO/ServerManaaer へのアラート送信 


Universal RAID Utility は 、 OS ログに記録した RAID システムのイベントのうち、コンピュータの運用管理に影響がある重 
要なイベントを ESMPRO/ServerManager ヘアラートとして送信します。アラートの送信には、 ESMPRO / ServerAgent のイ 
ベント監視機能を使用します 。 Universal RAID Utility をインストールしているコンピュータに ESMPRO / ServerAgent をイン 
ストールし、かつ、アラートを送信する設定を行うと 、 Universal RAID Utility が検出する RAID システムのイベントは、自動的 
に ESMPRO/ServerManager ヘアラート送信されるようになります。 

ESMPRO / ServerManager へ通報するアラートについては、「付録 B : ロゲ/イベントー覧」を參照してください。 

ESMPRO / ServerAaent のアラート送信については、 ESMPRO / ServerAaent のドキュメントなどを參 
® 照してください。 


ESMPRO/A 丨 ertManager の通報連携を使用するには 

ESMPRO / ServerManager へ送信したアラートを、マネージャ間通信機能で転送したり、 ESMPRO / AlertManager の 
通報連携で使用したりするときは、 ESMPRO / ServerManager をインストールしているコンピュータに以下のレジストリを追 
加します。 

レジストリキー 

x86 の場合： HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC ¥ NVBASE ¥ AlertViewer ¥ AlertType¥URAIDUTL 
x 64 の場合： 

HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ Wow 6432 Node ¥ NEC ¥ NVBASE ¥ AlertViewer ¥ AlertType¥URAIDUTL 

M 


名前 種類 


WavDefault 

REG 一 SZ 

Server.wav 

An i Default 

REG 一 SZ 

Default.bmp 

Image 

REG 一 SZ 

Default.bmp 

Smalllmage 

REG 一 SZ 

Default.bmp 


アクセス権 


オペレーテインゲシステムが Windows XP(Home Edition は除く )、 Windows 2000 、 Windows Server 2003、 
Windows NT の場合は、前述のレジストリキーに以下のアクセス権を設定します。 


名前 


種類 

Administrators 

フルコント ロール 


Everyone 

読み取 0 


SYSTEM 

フルコント ロール 


ESMPRO ューザグループ 

フルコント ロール 
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ESMPR 〇ユーザグループは、 ESMPRO/ServerManager のインストール時に指定した、 ESMPRO を使 
ItTl 用するユーザを管理するグループの名称です。ゲルーラ名がわからない場合、以下のレジストリキーを 
參照します。 

X86 の場合: HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC¥NVBASE 

x 64 の場合: HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ Wow 6432 Node ¥ NEC¥NVBASE 

値： LocalGroup 


物理デパイスの故障を監視する 


RAID コントローラが検出する物理デバイスの故障は、 Universal RAID Utility では以下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 

RAID ロゲ 

ブザ - 

OS ログ 

アラ-卜 

raidcmd 

〆 


RAID コント ロー ラの機種 
に依存します 




論理ドライブで使用する物理デバイスが故障すると、物理デバイスの状態は[故障]/ [ Failed ] に変化します。また、その物理デ 
バイスを使用する論理ドライブの状態も、その冗長性の状況により[縮退]/ [ Degraded ] 、もしくは、[オフライン]/[〇 ffline ] に変 
化します。物理デバイス、論理ドライブの状態は、その問題を解決するまでその状態を保持します。 

RAID ビューアは、物理デバイス、論理ドライブの状態を、ツリービューのアイコン、および、プロパティに表示します。また、 RAID ビュ 
-アは、 RAID システムの観点での状態や、コンピュータの観点での状態をツリービューに表示します。 
raidcmd は、物理デバイス、論理ドライブの状態を、プロパティに表示します。 

以下、物理デバイスの状態の変化による、 RAID ビューア、 raidcmd の表示について説明します。 

[図の説明] 

' ~1論理ドライブ 
' ~1物理デパイス 
^ 物理デバイス(ホットスペア） 
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物理デパイスが故障していないとき 


論理ドライブで使用しているすべての物理デバイスの状態が正常([ステータス]が[オンライン] ) のときは、論理ドライブの状態はオンライン([ステータス]が[オンライン] ) となります。 


RAID システムの構成と状態 


RAID ビューアのプロパティ 


raidcmd のプロパティ 


#1[オンライン] 
RAID レペル 5 


■論理ドライブのブ□パティ 



XJ 

: 全般 | オプション I 





□ 


#1 #2 #ス #4 

[ オンライン ][ オンライン ][ オンライン ] [ホットスペア ] 


RAID ビューアのツリービュー 


項目 


値 


番号 1 

ID □ 

物理 デパイス 番号 1,2,3 

ディスクアレイ 惜報 
RAID レベル 

容量 3^GB 

ストライブサイズ ♦♦ ^4 KB 

キ V ツシュモード （現在値） ♦♦ >®Write Through 

ステータス •* オンライン 


1 

♦miW 


論理ドライブ 
[オンライン ( Online )] 


物理デパイスのブロパティ 


X] 


:]| 


B D Computer 

白 ■ 漏 RAID コント□-ラ #1(0) 
i -S パッテリ [ 正常 ] 

ディスクアレイ #1( 〇 ) 

…■0 [L^K0；i [ むを ^；]^ ID $ 

] PD #1(0) [ オンライン ] SAS-HDD 
IPD #2(1) [ オンライン ] SAS-HDD 
|PD #3(2) [ オンライン ] SAS-HDD 


.■■塵 

■m 

■■ 与 PD #4(3) [ 専用ホットスペア ] SAS-HDD 


項目 


値 


♦〆 


番号 
ID 

エンクロージャ 
スロット ^ 

デパイス タイ 〆 
イン^^ス 
德造 元/製品 名/ 
ファ'-ムウ1刃 W ジョン 
シリアル _ 

碑. • 

ステータス 

S . M . A . R . T . 

1ステータス 
Is . M . A . R . T . 
ステータス 

Is.M.A.R.T. 


xJ 


J 


物理デパイス 
[オンライン ( Online ) 

HOD 

HITACHI HUS 1 51473 VLS 300 
^42 A 

SCWRWTPK 
^67 GB 
オンライン 
1 正常 

オンライン 
正常 

オンライン 
正常 


> raidcmd property -tg=1d -( 
RAID Controller #1 Logical [ 
ID 

Physical Device Number 

Disk Array Number 

RAID Level 
-Sktr.i^ B Size 

Capacity 

Cache Mode (Current)#^ 

Cache Mode (Setting) V 

3=1 -1=1 
)rive #1 

0 

1 ， 2， 3 

1 

5 

64KB 

146GB 

Write Back 

Auto Switch 

Status 

Online 

> 


> raidcmd property -tg=pd -c 
RAID Controller #1 Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 

Interface 
.y^or /Model 

Fi rmwaTfe* V«*ngjp.n. 

Serial Number ***** # 
Capacity 、 

)—1 — p = 1 

Device #1 

0 

1 

1 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 

1111 

146GB 

Status 

Online 

S. M. A. R.T. : l\lorma[ 

> 


Capacity …… 
Status 

S ： 'M ： 'A' ： 'R ： T：' 


.1.46GB... 

Online 

"NTormal 


Capacity …— 

Status 


.1.46 GB.. 

Online 

"NTormaF 


図 22 RAID ビューア / raidcmd の表示(物理デバイス正常） 
















































































































物理デパイスが故障し、論理ドライブの冗長性が低下、もしくは、冗長性を失ったとき 


論理ドライブで使用している物理デバイスが1台以上故障して([ステータス]が[故障] ) 論理ドライブの冗長性が低下 ( RAID レベル6の場合、1台故障)、もしくは、冗長性を失った ( RAID レべ 
ル1と RAID レベル5の場合は1台までの故障、 RAID レベル6の場合は2台までの故障）、論理ドライブの状態は縮退([ステータス]が[縮退] ) となります。 


RAID システムの構成と状態 


RAID ビューアのプロパティ 


raidcmd のプロパティ 


B 


# i [縮退] 
RAID レペル5 


盖理ドライブのブ□パティ 


L 蓋释… i | オブション| 


XJ 


BBS 


#1 #2 #1 # A 
[オンライン][オンライン] [故障] [ホットスペア] 


RAID ビ ユーアのツリー ビニ 


項目 


I 値 


番号 


ID 

0 

物理デパイス番号 

1 ス 3 

ディスクアレイ牾報 

1 (V 鄉 ” 


里卜5イブ 

[縮 退 ( Degraded )] 


容量 

ストライブサイズ 

キゃッシュモード（現在値） 

ステータス •• 


和 KB 

♦Vrite Through 

…■…- 


物理デパイス©ブ□パティ 


[故障 ( Failed )] のノー 
ドの存在により [異常] 


XJ 


匪 ：]I 


H HI Computer 

E E3IRAID コント □- ラ #1(0) 

國 パッテリ [ 正常 ] 

白 ". 函 

i ディスウアレイ #i(o) f 

■I0ILD #1(0) mm RAID 5 

@ PD #1(0) [ オンライン ] SAS-HDD 
@ PD #2(1) [ オンライン ] SAS-HDD 

圖 [PD #3(2) [tm] SAS-HDD 

^ PD #4(3) [ 専用ホットスペア ] SAS-HDD 


頂目 


I 値 


番号 

ID 

r ノウ I 

スロツ I 
デパイ 
ィンタ‘. 

威 

77-1 

シリア」 

容量 

ステ、 


凶 


物理デパイス®ブ〇パティ 


xJ 


：^: ：j ♦♦ 


,r 


頂 目.， 


I 值 


エンクロージゃ 
スロット ^ 

デ パィタ 

ィンタ， 1ース 
元/製品名 
ファームウ I アバージョン 
シリアル番号 
容量 
ステ- 纟ス 
S . M . A . R . T . 




故障した物理デパイス 

[故障 ( Failed )] 


SAS 

MAXTOR ATLAS 10 K 5_73 SAS 
„ BKOD 
、 J 2 Y 00 LSK 
> J 67 GB 


故睹 

正常 


> raidcmd property -tg=1d -c 
RAID Controller #1 Logical [ 
ID 

Physical Device Number 

Disk Array Number 

RAID Level 

Stripe Size 

か •"•り 

Cache Mode (CurV^). # 

Cache Mode (Setting) V 

)=1-1=1 
)r i ve #1 

0 

1 ， 2， 3 

1 

5 

64KB 

146GB 

Write Back 

Auto Switch 

Status 

Degraded 

> 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=1 
RAID Controller #1 Physical Device #1 
ID 

Enclosure 
Slot 

Device Type 
Interface 
Vendor/Model 
F I rnM2L£ V^r s i 
Ser 
Cap? 

Sta 


— C 


1 

1 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
RKOQ 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 
RAID Controller #1 Physical Device #3 
ID 

Enclosure 


Slot 


Pevice Type 

Vendor/MocTel**..^ 
Firmware Version* 
Serial Number 

Capacity _ 

Status 

S.M.A.RT. 


1 

3 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 
146GB 
Failed 
NTormal 


図 23 RAID ビューア / raidcmd の表示(論理ドライブ冗長性喪失) 
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故障した物理デパイスを交換し、 RAID システムを復旧したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い続けると、物理デパイスがさらに故障したとき論理ドライブのデータを失う可能性があります。冗長性が低下した論理ドライブが存在すると 
きは、ホットスペアや、故障した物理デバイスの交換により論理ドライブを復旧します。ホットスペアや、故障した物理デバイスの交換でリビルドが動作すると、物理デバイスの状態はリビルド中([ステ_ 
タス]が[リビルド中] ) に変化します。リビルドにより論理ドライブが復旧すると、論理ドライブの状態はオンラインになります。 


RAID システムの構成と状態 


RAID ピューアのプロパティ 



#1[縮退] 
RAID レペル5 


論理ドライブ®ブ□パティ 


[•蓋释…||オプション| 


■ 


xJ 




Q 


#1 #2 

[オンライン][オンライン] [レディ] 

(故障） 


#4 

[リ ビルド 中] 


項目 


m 


番号 

ID 






言 合理ドライブ 

[縮 退 ( Degraded )] 


物理デパイス番号 

♦♦♦♦ 1, ぎ 3 

ディスクァレィ牾報 ン 

^ 1れ/1 番目） 

RAID レベル ， 

f ^ ID 5 

容量 / 

；3 GB 

ストライプサイズ •* 

fc 4 KB 

キゃッシュモード ( Jl ^ Efl ) 

fVrite Through 

ステータス ： 

縮退 


I RAID ビューアのツリービュー | 




[縮 退 ( Degraded )] のノ 
ードの存在により [警告] ， 




物理デパイス ( T ブ□パティ 


xJ 


=| ： 


K 


1 □ H Computer 

白… f 

3 RAID コント □- ラ #1(0) <■••*** 

: E パッテリ[正常] 

D-ji 

1 ディスウアレイ # i ( o ) r 1 *" 

-0 |LD #1(0) mm RAID 5 

■ PD #1(0) [ オンライン ] SAS-HDD 

■ PD #2(1) [ オンライン ] SAS-HDD 

■0!PD #4(3) [リビルド 中 ] SAS-HDD 

… E 

|PD #3(2) [ レディ ] SAS-HDD 


r±B 


1 

r 

で ♦♦♦ 


項目 


I 値 


番号 ； 

ID * 

エン クロ/ ■ジャ 

ス ロ 5 / ♦♦•••* 

デ从 ♦ィスタ 〆 
，ノタ^ ■ス 
> 製造&/ 製品名 
ファ; ■ムウ： c アバージョン 
シ 1 If ル番号 


•ブ 


専用ホツトスペア 

[リ ビルド中 ( Rebuilding )] 


》 テニタス 
S . M . A . R . T . 


HDD 

SAS 

SEAGATE ST 373455 SS 
♦ 0004 

** 3 LQ 0 FP 5 V 
^67GB 
リ If ルド中 

7P 戈 


製造元/製品名 
ファ 

' W レ番号 


冷 


raidcmd のプロパティ 


> raidcmd property -tg=1d -c=1 -1=1 

RAID Controller #1 Logical Drive #1 

ID 

0 

Physical Device Number 

1 ， 2, 3 

Dj^k Array Number 

1 

5 

Stripe Size *•**•_ 

64KB 

Capacity 

146GB 

Cache Mode (Current) \ 

Write Back 

._ C 3 .Qh. 6 _ .Mod.6... CSs 11. j. .. 

.Au to...Sw.itch.. 

j Status 

Degraded 

P 


容量 

ステータス 

S . M . A . R . T . 


"■』辱 

BKit ) 

尨 YOOLSP 
\ S 67 GB 
レディ 
正常 


故障した物理デパイス 

[レ デイ （ Ready )] 




> raidcmd property -tg=pd -c 
RAID Controller #1 Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 

Interface 
■\A0irxiar./^lqde 1 

Firmware 

Serial Number * •••令 

Capacity ^ 

;=1-p=4 

Device #4 

0 

1 

4 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 

1111 

146GB 

Status 

RebuiIding 

S. M. A". R. T. 

> 

Normaf 


'>■» 

RAI 
ID 
Enc 
Sic 
Dev 
Int 
Ver 

Firmware Version 
Serial Number 

Capacity. . 

Status 
$ ： M ： A ： R ； T： … 


BK09 

1111 

..1.46GB... 
Ready 
Normaf 


リビルド開始後、故障した物理デパイスは、 RAID コント ローラの 種類や発生した障害の 
種類により、[ステータス]が[レディ]になったり、物理デバイスの存在を認識できなくなっ 
たり、[ステータス]が[故障]のままになつたり、いろいろな結果が考えられます。 


図24 RAID ビューア / raidcmd の表示(物理デバイスのリビルド） 


93 



















































































































物理デパイスが故障し、論理ドライブが停止したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い続け、物理デバイスがさらに故障すると論理ドライブは停止します ( RAID レベル1と RAID レベル5の場合は2台以上の故障、 RAID レ 
ベル6の場合は3台以上の故障）。論理ドライブが停止すると、論理ドライブの状態はオフライン([ステータス]が[オフライン] ) となります。オフラインとなった論理ドライブのデータは失われてしまいま 
す。故障した物理デバイスをすべて交換し、 RAID システムを構築しなおします。 


RAID システムの構成と状態 


Q 


# i [オフライン] 
RAID レペル5 


B B B 

#1 #2 #3 

[オンライン] [故障] [故障] 


RAID ビューアのプロパティ 


is 理ドライブのブ□パティ 


全股丨|オプション| 


項目 


XJ 


丨値 


番号 

1 

ID ♦♦ 


物理デパイス番号 /バ 

4,5^6 

ディスクアレイ情報 ^ 

1パ/1 番目): 

RAID レベル / 

R&ID5 

容量 / 

06GB 

ストライプサイズ •* 

fc4KB 

キVゥシユモード （現在 值） ^ 

}^/rite Back 

ステータス * 

オフライン 


論理ドライブ 
[オフライン ( Offline )] 


raidcmd のプロパティ 


> raidcmd property -tg=1d -c=1 -1=1 

RAID Controller #1 Logical Drive #1 

ID 

Physical Device Number 

0 

1, 2, 3 

Xli^k Array Number 
RAICfV^L.. 

Stripe Size ****•• 

1 

5 

64KB 

Capacity ••♦♦命 

146GB 

Cache Mode (Current) ♦♦♦ 

Write Back 

r _ C.3.Qh.G ..Mod.6... CS.Gt.t j.n^} —— 支 _,— 

_ Auto. ..Sw.i.tch... 一 _ 

Status 

Offline 

> 


RAID ビューアのツリービュー 


[オフライン ( Offline )] のノ 
ードの存在により [異常] 


\ 


X] 


匪 ]I ; 


日 HI Computer 

日 El RAID コント □- ラ #1(0) r <- - **** 

!■ 

白. 偏 

1 パッテリ[正常] 

_ ディスクアレイ #1(0) W 


B LD #1(0) [オフライン ] RAID 5 

■ PD #1(0) [オンライン] SAS-HDD 

届 : PD #2(1) [故睹] SAS-HDD 

••••@1 PD #3(2) [故睹] SAS-HDD 

^ PD #4(3) [専用ホットスペア] SAS-HDD 


fii 


番号/ 

ID / 

奶 ロージャ 
，叹 □ツト 0 拿 * 


Id 

エン 
スロ 

对 Vi 

ダ 

製ゼ 

シリアル番号 
容量 
ステータス 
S.M.A.R.T. 


項目 


値 


ィ辦 工-ス i 

政 元/製品名 : 

ァームウ:[アパージョン ' 
\ リアル番号 
容量 
ステ'-タス 
S.M.A.R.T. 


故障した物理デパイス 
2 台とも 

[故障 ( Failed )] 


SAS 

SEAGATE ST 373455 SS 
，■•命 0004 

♦♦♦ 3LQDFP5V 
>^67GB 
\ 3^ 章 

\ 

:3LQ0FP5V 

^7GB 

正常 






RAI 

• H > 

Enc 

Sic 

Dev 

Int 

Ven 

Fi 

Ser 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 

RAID Controller #1 Physical 

Device #3 

ID 

2 

Enclosure 

1 

Slot 

3 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

■ A/*ef^yj/lode 1 

Seagate ST1 2345678 

: Fi rmware'Vd^i-aa. 

BK09 

Serial Number * •••命 

1111 

Capacity M 

146GB 

Status 

Failed 

S.M.A. R.T. 

> 

Normal 


Status 

: Failed 

S. M. A. R. T. 

> 

: Normal 


図 25 RAID ビューア / raidcmd の表示（論理ドライブの停止） 
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パッテリの状態を監視する 


RAID コントローラが検出するバッテリの状態は、 Universal RAID Utility では以下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザ- 

OS ログ 

アラ-卜 

〆 


RAID コントローラの機 
種に依存します 

〆 



Universal RAID Utility は、 RAID コントローラに搭載しているバッテリのイベントを監視します。検出したバッテリのイベントは、 
RAID ロゲに記録します。また、バッテリの問題を検出した場合、バッテリの状態を RAID ピューアではバッテリの[ステータス]へ、 
raidcmd では RAID コントローラの [Battery Status] へ反映します([警告]/ [Warning] に変化)。バッテリの状態は、その問題を解 
決するまで保持します。 


RAID ビユーアのツリービユ- 


バッテリに問題があるとき、バッテリのノ- ドの状態は[警告]となります。 


[警告] のノードの 
存在により [警告] 


日動 Computer 

白 響 RAID コント□ーラ #1(0) 

E 

园パツテリ[正常] 

- @ ディ スろ アレイ . . 

1 ■ 0 LD #1(0) [オンライン] RAID " 5 . 

r^i on jMfm 「廿、 1 ^>ノヽ 1 1 QAQ.unn 


E B iCornputer 

白.® i RAID コント□ーラ #1(0) 

I … 翩； テリ[菅 fr :一 
\ k - M ディ瓦 ァレゴ 砸 … 
, b 0 b ld #1(0) [*- 


■■… ral on in 「っ 


故障したパッテリ 

[警告] 


RAID ビ ユーアの プロパティ 


バッテリに問題があるとき、バッテリのプロパティの[状態]が[警告]となります。 


パ9テ 1 J ® ブ□パティ 


X ] 


画 :] I 

ド 

値 


，ステ-タス • 



パ9テリのブロパティ 


故障したパッテリ 

[警告] 


t ： II：：]| 


Fsg 

值 

1ステ-奴 

管告 


raidcmd のプロパティ 


バツテリに問題があるとき、 RAID コントローラのプロパティの [Battery Status ] が [ Warnina ] となります。 


> raidcmd property -tg=rc -c=1 

RAID Controller #1 

ID : 0 

Interface : SAS 

Vendor : LSI Logic 

Model : MegaRAID SAS PCI 

Express (TM) ROMB 

Firmware Version :1.14 -02-0342 

Cache Size : 128MB 


Battery Status 赢 : Normal 


TmTOTTh PrToFrtr T ir 册 k … 

D^kll ； 1 A Dir ; ハ IT;+W 



> raidcmd property -tg=rc -c=1 
RAID Controller #1 
ID 

Interface 
Vendor 
Model 

Express (TM) ROMB 
Firmware Version 

Cache _ 

Battery Status 
In It ial ize Pr i or i ty .wf 

Dok .. ； M 


故障したパッテリ 

[ Warning ] 


TZ 8 MB 

Warning 

IiddTe - 


図 26 RAID ビュー ア / raidcmd の表示 (バッ テリの問題) 





















































































エンクロージャの状態を監視する 


RAID コントローラが検出するエンクロージヤの状態は 、 Universal RAID Utility では以下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザ- 

0 S ログ 

アラ-卜 



RAID コント ロー ラの 機 
種に依存します 

〆 



Universal RAID Utility は、 RAID コントローラが検出したエンクロージャのイベントを監視します。検出したエンクロージャのイベント 
は、 RAID ログに記録します。また、重要なイベントは、 0 S ロゲへ記録したり、 ESMPRO / ServerManager ヘアラート送信をしたりしま 
す 。 

なお、このカテゴリで監視するイベントは、 RAID ビューアのツリービューや、プロパティの[ステータス]/ [ Status ] には状態を反映しま 
せん。 

エンクロージャに関するロゲについては、「付録 B : ログ/イベントー覧」を參照してください。 


RAID システムのさまざまなイペントを監視する 


RAID コントローラが検出するその他のイベントは 、 Universal RAID Utility では以下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザ- 

0 S ログ 

アラ-卜 


〆 

RAID コント ロー ラの機 
種に依存します 


〆 


Universal RAID Utility は、これまでに説明した物理デバイスの故障、バッテリのイベント、エンクロージャのイベント以外にも、 
RAID システムの様々なイベントを監視します。検出した RAID システムのイベントは 、 RAID ロゲに記録します。また、重要なイベント 
は、 0 S ロゲへ記録したり、 ESMPRO / ServerManager ヘアラート送信をしたりします。 

なお、このカテゴ_リで監視するイベントは、 RAID ビューアのツリービューや、プロパティの[ステータス]/ [ Status ] には状態を反映しま 
せん。 

RAID システムのさまざまなイベントに関するロゲについては、「付録 B : ログ/イベントー覧」を參照してください。 


物理デパイスを予防交換する 

物理デバイスが S . M . A . R . T .( Self - Monitoring , Analysis and Reporting Technology ) をサボートし、かつ 、 RAID コントローラが 
その S . M . A . RT エラーを検出できる場合 、 Universal RAID Utility は、その S . M . A . R . T . エラーを以下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ロゲ 

ブザ- 

0 S ロゲ 

アラ-卜 

〆 

〆 

RAID コント ロー ラの機 
種に依存します 


〆 


Universal RAID Utility は、物理デバイスの S . M . A . R . T ■エラーを監視します。 S . M . A . R . T ■エラーを検出したときは、そのイベントを 
RAID ロゲに記録します。また、物理デバイスの S . M . A . R . T . の状態を物理デバイスの状態として反映します(物理デバイスの状態を 
[警告]/ [ Warning ] に変化)。物理デバイスの状態は、 S . M . A . R . T ■エラーを解決するまで物理デバイスの状態として保持します。 
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RAID ビューアのツリービュー 


S . M . A . R . T . エラーを検出したとき、物理デバイスのノー ドの状態は[警告]とな0ます。 


[ 警告] のノードの 
存在により [ 警告 ] 


□ Hi Computer 

日® RAID コント □- ラ #1(0) 
i - Q パッ亍リ[正常] 

4眉ディスウアレイ #1(0) 

0 LD #1(0) [オンライン ] RAID 5 
宅 PD #1(0) [オンライン] SAS-HDD 
m PD #2(1) [オンライン] SAS-HDD 
■%! PD #3(2) SAS-HDD 

■句 PD #4(3) [専用ホッ ♦ド SAS-HDD 


B 1) ! Computer 一 . 〆 ♦: 

白-暑 i RAID コン \- U-y #1(0) . . : 

\ … 旧 

日卜_ 

| パッテリ[正常] ▲/ 

H ディ ス石 ァレ マ #1(0) 

0 LD #1(0) [ォンライン ] RAID 5 
_ PD #1(0) [オンライン] SAS-HDD 
_ PD #2(1) [オンライン] SAS-HDD 

• ^ PD #3(2) [オンライン， S . M . A . R . T .] SAS-HDD ； 

㈡ PD #4(3) [専® ペア1 SAS-HDD 


物理デパイス 

[ 警告 ] 


RAID ビ ユーアの プロパティ 


S . MAR . T ■エラーを検出したとき、物理デバイスのプロパティの [ S . M . A . R . T .] が[検出]とな0ます。 


| 物理 デパイスのブロパティ 

2U 


匪 ：] I 




項目 

1 値 




番号 

3 




ID 

2 




エンクロージャ 

1 




スロット 

3 




デパィスタィブ 

HDD 




インタフェース 

SAS 




製适元/製品名 





ファームウ I アバージョン 

S . M . A . R.T ■エラー 


シリアル 番号 

が発生した物理デバイス 


容量 

[ 検出 ] 


ステータス 

オノフ^ y 

T ] 



S . M . A . R . T . 

検出 





raidcmd のプロパティ 


S . M . A . R . T ■エラーを検出したとき、物理デバイスのプロパティの [ S . M . A . R . T .] が [ Detected ] とな0ます。 


> raidcmd property -tg=pd -( 
RAID Controller #1 Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 

Interface 

Vendor/Model 

Firmware Version 

Serial Number 

Capacity 

..Status. . 

3=1 -p=1 

Device #1 

0 

1 

1 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 

1111 

146GB 

..Online. 

S.M.A.R.T. 泰 

Normal 

> . 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=1 


RAID Controller #1 Physical Device #1 


ID 

: 0 


Enclosure 

: 1 


Slot 

:1 


Device Type 

Interface 

S . M . A . R.T ■エラーが発生した 

Vendor/Model 

物理デバイス 

Firmware Version 

[ Detected ] 

Serial Number 


Capacity 

: 146GB 


.Status. . 

. : ...Online. 


IS.M.A. R.T. 

: Detected 


> : 



図27 RAID ビューア / raidcmd の表示 fS . M . A . R . T ■エラー検出） 
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Universal RAID Utility の設定変更 


Universal RAID Utility の設定変更について説明します。 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更する 

Universal RAID Utility が使用する TCP ポートが他アプリケーションなどで使用する TCP ポートと競合する場合、 Universal 
RAID Utility の使用する TCP ポートを変更できます。 

I n-O TCP ポートの変更は管理者権限を持つユーザで行います。管理者権限を持つユーザでなければ、 

CH TCP ポートは変更できません。 


オペレーティングシステムが Windows の場合 

手順1 管理者権限を持つユーザでログオンします。 

手順2 RAID ビューア、ログビューアを開いているときは終了します。 raidcmd を実行しているときは停止します。 

手順3 raidsrv サービスを停止します。[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順にクリックし、[管理ツール]、[サービス]の順に 

ダブルクリックします。 [ raidsrv ] サービスをクリックし、[操作]メニューで[停止]をクリックします。 


手順4 はじめに raidsrv サービスの設定ファイルを編集します。 raidsrv サービ 
スの設定ファイルは、（インストールフォルダ) ¥ server ¥ raidsrv.conf です（インスト 
ールフォルダの既定値は、 CPU アーキテクチャが x 86 の場合 
は、 % SystemDrive%¥Program FilesYUniversal RAID Utility 、 x 64 の場合 
は、 0 /〇 System Drive%¥Prog ra m Files ( x 86 )¥Universal RAID Utility です)。 
テキストエディタなどで設定ファイルを開き、 [ socket ] セクションの data port と 
event port の番号を Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正し 
ます。修正後、 raidsrv.conf の内容を保存します。 



ーメモ_ 


ファイル (£) 編集 ( E ) 軎式⑼表示⑻ヘルプ⑻ 


^$ Rev ： 311 $ 
ft Fi leVersion =1.00 


[global] 
max clients =16 


[socket] 

mta port=52Wb 1 

fevenf po 


手順 5 次に RAID ビューアの設定ファイルを編集します。 RAID ビューアの設 

定ファイルは、（インストールフオルダ) ¥ gui ¥ raidview.conf です。テキストエディタ 
などで設定ファイルを開き、 [ network ] セクションの port と portjisten の番 
号を Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正します。 raidsrv サ 
-ビスの data port の番号と port の番号に同じ値を指定します。 raidsrv サー 
ビスの event port の番号と portjisten の番号に同じ値を指定します。修正 
後、 raidview.conf の内容を保存します。 


raidviewjconf - メモ_ 


ファイル (£) 編集 ( E ) 軎式⑼表示⑻ヘルプ⑻ 

|[netwo rk] 
ip=127.0.0.1 

(port=52805 J 

| portal" sten=o2y(Jb] 
socKet_inte rvaT=1000 
厂 special1 


手順 6 最後に raidcmd の設定ファイルを編集します。 raidcmd の設定ファ 
イルは、（インストールフオルダ) ¥ cli ¥ raidcmd.conf です。テキストエディタなどで 
設定ファイルを開き、 [ network ] セクションの port の番号を Universal RAID 
Utility が使用できる TCP ポートに修正します。 raidsrv サービスの data port の 
番号と port の番号に同じ値を指定します。 raidcmd は TCP ポートを1つしか 
使用しません。修正後、 raidcmd.conf の内容を保存します。 



ファイル (£) 編集 ( E ) 軎式⑼表示⑻ヘルプ⑻ 


|[net wo rkj 
ip=127.0.0.1 

(jport=5MTl 

i i ^ a ft cim"l 
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手順 7 3つの設定ファイルを修正後、 raidsrv サービスを開始します。[スタート]ボタン、 [ コントロールパネル ] の順にクリックし、[管 

理ツール ] 、 [ サービス ] の順にダブルクリックします。 [Universal RAID Utility ] サービスをクリックし、 [ 操作 ] メニューで [ 開始]をクリックし 
ます。 


オペレーテインゲシステムが Linux 、 または 、 VMware ESX Server の場合 


手 i_ 1 管理者権限を持つユーザでログインします。 
手順 2 raidcmd を実行しているときは停止します。 
手順 3 raidsrv サービスを停止します。 


/> /etc/init. d/raidsrv stop 
Stopping raidsrv services ： 


Tsocket] 


data nort=5MQB : 

• ■…4 

event oort=b280b 

[log file] 



手順 4 はじめに raidsrv サービスの設定ファイルを編集しま 

す。 raidsrv サービスの設定ファイルは、 

/ etc / opt / nec / raidsrv / raidsrv.conf です。テキストエディタな 
ど • で設定ファイルを開き、 [ socket ] セクションの data port と 
event port の番号を Universal RAID Utility が使用できる 
TCP ポートに修正します。修正後、 raidsrv.conf の内容を保存します。 

手順 5 次に raidcmd の設定ファイルを編集します。 

raidcmd の設定ファイルは、 

/ etc / opt / nec / raidcmd / raidcmd.conf です。テキスト I ディタ 
などで設定ファイルを開き、 [ network ] セクションの port の番 
号を Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正 
します。 raidsrv サービスの data port の番号と port の番号に同じ値を指定します。 raidcmd は TCP ポートを1つしか使用しません。 
修正後、 raidcmd.conf の内容を保存します。 


[network] 
ip=127.0. 0.1 


口 w 十 : 抑 H 
[log_system] 
max_size=10000 

.…■5 


手順 6 2つの設定ファイルを修正後、 raidsrv サービスを 

開始します 0 


> /etc/init. d/raidsrv start 籲 ■ 
Starting raidsrv services ： 


RAID ビューァ起動時の動作モードを変更する 


RAID ビューアは、起動したときはスタンダードモードで動作します。これを、必ずアドバンストモードで起動するように設定を変更 
できます。 

手 II 頃 1 [ ツール ] メニューで、 [ オプション ] をクリックします。 

手 |1 頃 2 [ オプション ] ダイアログボックスの [ 全般]タブで 

[ つねにアドバンストモードで起動する]チェックボックスをオンに 
し、 [0 K ] もしくは、 [ 適用 ] をクリックします。 




[つねにアドバンストモードで起動する]の設定は、次回 RAID ビューアの起動時から有効になります。 
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raidcmd コマンドリファレンス 


raidcmd のコマンドリファレンスです。 


CC 


[概要] 

論理ドライブで整合性チェックを開始、もしくは実行中の整合性チェックを停止します。 

[形式] 

raidcmd cc -z-< controller -I =< loaicaldrive> -op={start|stop} 


1 コマンドパラメータ 

説明 i 

-c=<controller> 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

〈 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 

- l =< logicaldrive> 

処理対象の論理ドライブを指定します。 

<logicaldrive> :論理ドライブ番号 

- op ={ start | stop } 

整合性チェックの開始、停止を指定します。 
start :開始 
stop :停止 


[説明] 

指定した論理ドライブで整合性チェックを開始します。もしくは、指定した論理ドライブで実行中の整合性チェックを停止しま 
す 0 


[条件] 

整合性チェックの開始は、 [Status] (ステータス)が [Online] (オンライン)の論理ドライブに実行できます。 

整合性チェックの停止は、 [Status] (ステータス)が[〇 nline] (オンライン)、もしくは、 [Degraded] (縮退)の論理ドライブに実 
行できます。 


CCS 

[概要] 

パトロールリードをサボートしない RAID コントローラに存在する論理ドライブで整合性チェックを開始します。 

[形式] 

raidcmd ccs 

[説明] 

コンピュータに存在する RAID コント ローラの うち、パト ロールリー ド機能をサボートしないすべての RAID コント ローラの すべての 
論理ドライブで整合性チェックを開始します。 

[条件] 

[Status] (ステータス)が [Online] (オンライン)の論理ドライブに整合性チェックを実行します。 


delld 


[概要] 

論理ドライブを削除します。 

[形式] 

raidcma delld -c=<controller -I=< loaicaldrive> [-y] 
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: コマンドパラメータ 

説明 \ 

-c=<controller> 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

〈 controller〉 ，• RAID コントローラ番号 

- l =< logicaldrive> 

処理対象の論理ドライブを指定します。 

<logicaldrive> :論理ドライブ番号 

[- y ] 

論理ドライブ削除の実行確認メッセージを表示せずに、ただちに論理ドライブを削除しま 
す0 


[説明] 

指定した論理ドライブを削除します。 

削除できる論理ドライブ 

1つのディスクアレイに複数の論理ドライブが存在する場合、ディスクアレイの最後尾に位置する論理ドライブのみ削除で 
きます。ディスクアレイの先頭、もしくは、途中に存在する論理ドライブは削除できません。 

また、パーティシヨンが存在する論理ドライブは削除できません。 

ディスクアレイの削除 

指定した論理ドライブを削除すると、ディスクアレイに論理ドライブが1つも存在しなくなる場合、ディスクアレイも削除しま 
す 0 


[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 


econfia 


[概要] 

RAID コントローラで RAID システムを自動で構築します。 

[形式] 

raidcmd econfig 
[説明] 

指定した RAID コントローラに RAID システムを自動で構築する「イージーコンフイゲレーシヨン」を実行します。イージーコンフイゲ 
レーシヨンの詳細については、 「 RAID システムを簡単に構築する」を參照して〈ださい。 


help 


[概要] _ 

raidcmd のへルプを表示します。 

[形式] 

raidcmd help < command name > 


コマンドパラメータ 

説明 i 

< command name> 

ヘルプを参照したいコマンド名を指定します。 

省略するとコマンドのリストを表示します。 


[説明] 

raidcmd のコマンドのヘルプを表示します。 

コマンドパラメータを指定せずに実行すると、コマンドのリストを表示します。 


hotspare 


[概要] 

ホットスペアを作成、解除します。 
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[形式] 

raidcmd hotspare -c 二く controller^ - p =< physica!device> - mr={make [- a =< diskarrayl> [ f <c//skarrayX>] ] | 
remove } [- y ] 


コマンドパラメータ 言兑明 


-c=<controller 処理対象の RAID コントローラを指定します。 

〈 controller〉•. RAID コントローラ番号 
-p=<phys/ca/cfev/ce> 処理対象の物理デバイスを指定します。 

<physica!device> :物理デバイス番号 


- mr={make ホットスペアの作成、解除を指定します。 

[- a = < d/skarrayl>[ f <c//skarrayX>]] | make :作成 

remove } - a オプションの有無により、作成するホットスペアの種類(共用ホットスペア、専用ホットス 

ペア)と専用ホットスペアの場合は対象となるディスクアレイを指定します。 

ホットスペアの作成の場合、 - a オプションが存在しないときは、指定した物理デバイスで共 
用ホットスペアを作成します。 

ホットスペアの作成の場合、 - a オプションが存在し、ディスクアレイを正しく指定していれ 
ば、指定した物理デバイスでディスクアレイの専用ホットスペアを作成します。 

く diskarrayl 〉，< diskarrayX > :ディスクアレイ番号 


[-Y] 


remove :角?！^ 

ホットスペア作成/解除の実行確認メッセージを表示せずに状態を変更します。 


[説明] 

指定した物理デバイスで共用、または専用ホットスペアを作成します。もしくは、指定した物理デバイスのホットスペアを解除し 
ます。 


[条件] 

専用ホットスペアを作成する物理デバイスの容量は、ディスクアレイで使用中の物理デバイスと同じ、もしくは、それ以上であ 
る必要があります。 

RAID レベルが RAID 0の論理ドライブが存在するディスクアレイには、専用ホットスペアを作成できません。 



[概要] 

論理ドライブで初期化を開始、もしくは実行中の初期化を停止します。 

[形式] 

raidcmd init -c=<contro//er> -I =< logicaldrive> - op ={ start | stop } [- im =( full | quick }] 


コマンドパラメータ 


説明 


-c=<controller> 
-l=< logicaldrive> 


処理対象の RAID コントローラを指定します。 
〈 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 
処理対象の論理ドライブを指定します。 
<logicaldrive> :論理ドライブ番号 


- op ={ start | stop > 


初期化の開始、停止を指定します。 
start :開始 


stop :停止 

[- im ={ full | quick }] 初期化モードを指定します。 

full :完全 


quick :クイック 

- im を省略すると、 full を使用します。 
- im は、 - op = start のときのみ有効です。 


[説明] 

指定した論理ドライブで初期化を開始します。もしくは、指定した論理ドライブで実行中の初期化を停止します。 

[条件] 

初期化の開始は、 [ Status ] (ステータス)が [ Online ] (オンライン)の論理ドライブに実行できます。また、パーテイシヨンが存在 
する論理ドライブは初期化できません。 
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初期化の停止は、 [ Status ] (ステータス)が[〇 nline ] (オンライン)、もしくは、 [ Degraded ] (縮退）の論理ドライブに実行でき 
ます。 


mkldc 


[概要] 

詳細なパラメータ指定で論理ドライブを作成します。 

[形式] 

RAID レベルが RAID 0、 RAID 1 、 RAID 5 、 RAID 6の論理ドライブを作成する場合 

raidcmd mkldc - c =< controller > {-^=< physicaldevicel > [, < physica ! deviceX >, ... ■く physicaldeviceZ >~\ \ 
- a =< c // skarray > } - rl ={0 | 1 | 5 | 6} [- cp = < capac / ty >] [- ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 256 | 512 
| 1024}] [- cm={auto | writeback | writethru }] [- im={full | quick }] [- y ] 

RAID レベルが RAID 10 の論理ドライブを作成する場合 
raidcmd mkldc - c =< contro // er > - p = < physica ! devicel >, 

< physica ! device 2> ,< physicaldevice 3 >,<physicaldevice 4> - rl =10 [- ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 
256 | 512 | 1024}] [- cm 二 {auto 丨 writeback | writethru }] [- im={full | quick }] [- y ] 

RAID レベルが RAID 50 の論理ドライブを作成する場合 
raidcmd mkldc - c=<controller 

- p =< physica ! devicel > ,< physica ! device 2>, < physica ! device 3> ,< physicaldevice 4>, < physica ! device 5>, < physi 
ca ! device 6> physica ! deviceX >] - rl =50 [- ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 256 | 512 | 1024}] 
[- cm={auto | writeback | writethru }] [- im={full | quick }] [- y ] 


コマンドパラメータ 説明 


- c=<controller 論理ドライブに使用する物理デバイスを接続している RAID コントローラを指定しま 

す。 

〈 controller 〉•, RAID コントローラ番号 

RAID レベル RAID 0. RAID 1 、 RAID 5、 RAID 論理ドライブ作成に使用する物理デバイスもしくは、ディスクアレイを指定します。 

6の論理ドライブを作成 作成する RAID レベルにより指定方法が異なります。 

{- p = <physica!devicel> 物理デバイスを指定するときは、 -p オプションを使用します。 

[ ,<physica!deviceX> , ... ,<physicaldeviceZ く physicaldevicel,2,3,4,5,6,X,Z> \ 物理デバイス番号 
>] | -a=<cf/skarray> } 物理デバイスは n , n で区切0ます。 

ディスクアレイを指定するときは、 - a オプションを指定します。 

RAID レベル RAID 10の論理ドライブを作成 く diskarray> •, ディスクアレイ番号 
- p =< physicaldevicel > ,< physicaldeviceZ > 

< physicaldevice3>, < physicaldevice4> 

RAID レベル RAID 50 の論理ドライブを作成 
- p =< physica/device 1>, < physica/device2>, 

< physica!device3>, < physicaldevice4>, 

< physica!device5>, < physica!device6> 

[，く physica!deviceX> ] 

- rl ={0 | 1 | 5 | 6 | 10 | 50} 


[- cp =< capac / ty >] 


[- ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 256 
| 512 | 1024}] 


作成する論理ドライブの RAID レベルを指定します。 

0 : RAID 0 
1 : RAID 1 

5 : RAID 5 

6 : RAID 6 
10 : RAID 10 
50 : RAID 50 

作成する論理ドライブの容量を指定します。 

< capacity > :容量(単位： GB ) 

-cp を省略すると、最大容量で論理ドライブを作成します。 

作成する論理ドライブのストライプサイズを指定します。 

1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB 
- SS を省略すると、 RAID コントローラの既定値を使用します。 
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コマンドパラメータ 説明 


[- cm={auto | writeback | writethru }] 作成する論理ドライブのキャッシュモ ー を指定します。 

auto :自動切替 
writeback : Write Back 
writethru : Write Through 

- cm を省略すると 、 RAID コン ト ローラの 既定値を使用します。 

[- im={full | quick }] 作成する論理ドライブの初期化モードを指定します。 

full :完全モード 

quick :クイックモード 

- im を省略すると、 full を使用します。 

[- y ] 論理ドライブ作成の実行確認メッセージを表示せずに、ただちに論理ドライブを作成し 

ます。 


[説明] 

論理ドライブで使用するパラメータを詳細に指定して論理ドライブを作成します。 

raidcmd は、論理ドライブを作成し、初期化を開始したら終了します。初期化の進捗状況、と結果は、 "oplist" コマンド、 
"property" コマンドで確認します。 

作成できる RAID レベル 

RAID 0 、 RAID 1 、 RAID 5 、 RAID 6 、 RAID 10 、 RAID 50 
使用できる物理デバイス 

[ Status ] (ステータス)が [ Ready ] (レディ)の物理デバイス 
全面未使用の物理デバイス 
使用できるディスクアレイ 

ディスクアレイの末端に空き領域があるディスクアレイ。作成する論理ドライブの RAID レベルは、同ーディスクアレイ上に 
すでに存在する論理ドライブと同じ RAID レベルである必要があります。 

作成するディスクアレイと論理ドライブの構成 

ディスクアレイを新規に作成する場合、指定した物理デパイスで、1つのディスクアレイ、1つの論理ドライブを作成しま 
す 。 

RAID レベルが RAID 10 、 RAID 50の論理ドライブの容量 

RAID レベルが RAID 10 、 RAID 50の場合、物理デバイスの全面を使用して論理ドライブを作成します。容量は指定で 
きません。 


[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 


mklds 


[概要] 

簡単なパラメータ指定で論理ドライブを作成します。 

[形式] 

raidcma mklds -c=< controller - p =< physica!devicel>,<physicaldevice2> 
[,<physica!deviceX>, ...,< physica!deviceZ> ] - rl={l | 5} [- y ] 


コマンドパラメータ 説明 


- c=<controller 論理ドライブに使用する物理デバイスを接続している RAID コントローラを指定しま 

す。 

〈 controller 〉.. RAID コント ロー ラ番号 

つ=く physicaldevicel > , < physica ! device 2> 論理ドライブ作成に使用する物理デバイスを指定します。 

[,< physicaldeviceX > , ... ,< physicaldeviceZ > く physicaldevicel ,2, X , Z > •• 物理デバイス番号 
] 物理デバイスは n ，"で区切0ます。 

- rl ={ l | 5} 作成する論理ドライブの RAID レベルを指定します。 

1 : RAID 1 
5 : RAID 5 

[- y ] 論理ドライブ作成の実行確認メッセージを表示せずに、ただちに論理ドライブを作成し 

ます。 
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[説明] 

論理ドライブで使用する物理デバイス、 RAID レベルの2つのパラメータだけで簡単に論理ドライブを作成します。 
raidcmd は、論理ドライブを作成し、初期化を開始したら終了します。初期化の進埗状況と結果は、 "oplist" コマンド、 
"property" コマンドで確認します 0 

作成できる RAID レベル 

RAID 1 、 RAID 5 
使用できる物理デバイス 

[ Status ] (ステータス)が [ Ready ] (レディ)の物理デバイス 
全面未使用の物理デパイス 
作成するディスクアレイと論理ドライブの構成 

指定した物理デバイスで、1つのディスクアレイ、1つの論理ドライブを作成します。 

その他のパラメータ 

以下の設定で論理ドライブを作成します。 

容量：物理デバイスの全面を使用して論理ドライブを作成します。具体的な容量は、 RAID レベルにより決まります。 
ストライプサイズ： RAID コントローラの既定値 
キ ヤツ シュモード： RAID コントローラの既定モード 
初期化モード：完全 


oplist 


[概要] 

RAID コント ローラで 動作しているオペ レーショ ン の一 覧と進涉状況を表示します。 

[形式] 

raidcmd oplist 
[説明] 

RAID コントローラで動作しているオペレーションの一覧と進涉状況を表示します。 

表示するオペレーション 

初期化、リビルド、整合性チェック 
終了したオペレーションの表示 

oplist は、実行中のオペ レーシヨ ンのみ表示します。終了したオペ レーシヨ ンは表示しません。 


optctrl 

[概要] 

RAID コント ローラの オプションパラメータを設定します。 

[形式] 

raidcmd optctrl - c =< controller {- ip={high | middle | low } | _ rp={high | middle | low } | _ ccp={high | 
middle | low } | - pr={enable | disable } | - prp={high | middle | low } | - be={enable | disable } } 


1 コマンドパラメータ 

説明 

- c =< controller > 


処理対象の RAID コントローラを指定します。 

〈 controller 〉•. RAID コントローラ番号 

- ip={high | middle | 

low } 

初期化優先度を指定します。 
high :高 
middle :中 
low :低 

- rp={high | middle 

| low } 

リビルド優先度を指定します。 
high :高 
middle :中 
low :低 
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コマンドパラメータ 

説明 ! 

- ccp={high | middle | low } 

整合性チェック優先度を指定します。 
high : 高 
middle :中 
low :低 

- pr={enable 

| disable } 

パトロールリードの実行有無を指定する。 
enable :有効 
disable :無効 

- prp={high | 

middle | low } 

パトロールリード優先度を指定する。 
high : 高 
middle :中 
low :低 

- be={enable 

| disable } 

ブザーの有効、無効を指定する。 
enable :有効 
disable :無効 


[説明] 

指定した RAID コントローラのオプションパラメータ(初期化優先度、リビルド優先度、整合性チェック優先度、パトロールリード 
実行、パトロ-ルリ-ド優先度、および、ブザ-有効/無効)を設定します。 

一度に設定できるパラメータは1つです。複数のパラメータを同時に設定することはできません。 

[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 


optld 

[概要] 

論理ドライブのオプションパラメータを設定します。 

[形式] 

raidcmd optld -c=< controller -I=< loqicaldrive> - cm 二 {auto | writeback | writethru } 


) コマンドパラメータ 

説明 l 

- q =< controller 

- l =< logicaldrive > 

- cm={auto | writeback | writethru } 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

〈 controller 〉 ，• RAID コントローラ番号 
処理対象の論理ドライブを指定します。 

< logicaldrive > :論理ドライブ番号 
キャッシュモードを指定します。 
auto :自動切替 
writeback : Write Back 
writethru : Write Through 


[説明] 

指定した論理ドライブのオプションパラメータ (キャッシュ モード)を設定します。 

[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 


property 


[概要] 

RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物理デバイスのプロパティを表示します。 

[形式] 

raidcmd property - tg = { all | rc [-c=<controller] \ da -c=<controller [-a=<c//skarray>] \ Id 
-c=<controller [- \=</og/ca/cfr/ve>] \ pd -c 二く controller> [-p=<physicaldevice>] } 



コマンドパラメータ 

説明 1 

- tg=all 


すべての RAID システムのプロパティを表示します。 
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, コマンドパラメータ 

説明 i 

- tg=rc [-c 二く controller^ 

RAID コントローラのプロパティを表示します。 

- C で RAID コントローラ番号を指定すると、特定の RAID コントローラのプロパティを表示しま 
す。 

- C を省略すると、すべての RAID コントローラのプロパティを表示します。 

〈 controller〉•. RAID コントローラ番号 

- tg=da -c=< controller 

ディスクアレイのプロパティを表示します。 

[- a =< diskarray>' 

- c で RAID コントローラ番号を指定します。 

- a でディスクアレイ番号を指定すると、特定のディスクアレイのプロパティを表示します。 

- a を省略すると、 - c で指定した RAID コントローラのすべてのディスクアレイのプロパティを表 

Al 、 します 0 

〈 controller 〉 ，. RAID コントローラ番号 
<diskarray> :ディスクアレイ番号 

- tg=ld - c =〈 controller 〉 

論理ドライブのプロパティを表示します。 

[- l =< logicaldrive>' 

-〔で RAID コントローラ番号を指定します。 

-1 で論理ドライブ番号を指定すると、特定の論理ドライブのプロパティを表示します。 

-1 を省略すると、 - C で指定した RAID コントローラのすべての論理ドライブのプロパティを表示 
します。 

〈 controller 〉 •• RAID コントローラ番号 
<logicaldrive> :論理ドライブ番号 

- tg=pd - c =〈 controller 〉 

物理デバイスのプロパティを表示します。 

[-^=<physica!device>] 

- c で RAID コントローラ番号を指定します。 

- P で物理デバイス番号を指定すると、特定の物理デバイスのプロパティを表示します。 

- P を省略すると、 - C で指定した RAID コントローラのすべての物理デバイスのプロパティを表 
/ F し主す。 

〈 controller 〉 ，. RAID コントローラ番号 
<physica!device> :物理デバイス番号 


[説明] 

RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物理デバイスのプロパティを表示します。 

コンピュータに接続している管理対象の RAID システムすべて、もしくは、特定の RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドラ 
イブ、物理デバイスのプロパティを表示できます。 


rebuild 


[概要] 

物理デバイスをリビルドします。 

[形式] 

raidcmd rebuild - c =< controller - p =< physica ! device > - op ={ start | stop } 


；： コマンドパラメータ 

説明 I 

- c =< controller > 

- p =< physicaldevice > 

- op ={ start | stop } 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

〈 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 
処理対象の物理デバイスを指定します。 

< physicaldevice > :物理デバイス番号 
リビルドの開始、停止を指定します。 
start :開始 
stop :停止 


[説明] 

指定した物理デバイスでリビルドを開始します。もしくは、指定した論理ドライブで実行中のリビルドを停止します。 

[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 

リビルドの開始は、物理デバイスの [ Status ] (ステータス）が [ Failed ] (故障)、かつ、その物理デバイスを使用する論理ドライ 
ブの [ Status ] (ステータス)が [ Degraded ] (縮退)のときに実行できます。 
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rescan 




[概要] 

Universal RAID Utility の RAID システム管理情報を最新の内容に更新します。 

[形式] 

raidcmd rescan 

[説明] 

Universal RAID Utility が管理しているすべての RAID システムから収集した構成情報、状態情報をすべて収集しなおし、 
Universal RAID Utility の管理情報を最新の状態にします。 


runmode 


[概要] 

raidcmd の動作モードを変更します。 


[形式] 

raidcmd runmode [- md ={ a | s }] 


關 =1マンドパラメ-夕 

説明 

[- md ={ a | s }] 

変更する動作モードを指定します。- md オプションを指定しない場合、現在の動作モー 
ドを表示します。 
a :アドバンストモード 
s :スタンダ ドモ ド 


[説明] 

raidcmd の動作モードを変更、もしくは、現在の動作モードを表示します。 


変更後のモードの有効期間 

動作モードは、 runmode コマンドにより動作モードを変更するまで有効です。コンピュータを再起動しても動作モードは 
変更しません。 


sbuzzer 


[概要] 

障害発生時などに鳴る RAID コントローラのブザーを停止する。 

[形式] 

raidcmd sbuzzer - c =< controller 


1 コマンドパラメータ 

説明 ? 

- c =〈 controller 〉 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

< controller : RAID コントローラ番号 


[説明] 

指定した RAID コントローラで鳴っているブザーを停止します。 

本コマンドは、ブザーが鳴っていないときに実行しても正常終了します。 
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slotlamp 


[概要] 

物理デバイスを実装している本体装置、エンクロージャの DISK ランプを点灯、消灯します。 

[形式] 

raidcmd slotlamp - c =< controller - p =< physica ! device > - sw = lon | off } 


!; コマンドパラメータ 

説明 I 

- c =〈 controller 〉 

- p =< physicaldevice > 

- sw ={ on | off } 

処理対象の RAID コント ロー ラを指定します。 

< controller : RAID コント ロー ラ番号 
処理対象の物理デバイスを指定します。 

< physicaldevice > :物理デバイス番号 
ランプの点灯、消灯を指定します。 
on :点灯 
off : 消灯 


[説明] 

指定した物理デバイスを実装している本体装置、エンクロージャの DISK ランプを点灯、もしくは、消灯します。 
すでに DISK ランプが点灯しているときに、 - sw=on で点灯を実行しても、 raidcmd は正常終了します。 
すでに DISK ランプが消灯しているときに、 - sw=off で消灯を実行しても、 raidcmd は正常終了します。 


stspd 


[概要] 

物理デパイスを強制的にオンライン状態、故障状態に変更します。 

[形式] 

raidcmd stspd - c=<controller - p =< physica ! device > - st ={ online | offline } [- y ] 


コマンドパラメータ 


説明 


- c 二 〈 controller 〉 


処理対象の RAID コントローラを指定します。 


- p =< physicaldevice > 

- st = ionline | offline } 


[- y ] 


く controller 〉.. RAID コントローラ番号 
処理対象の物理デバイスを指定します。 

< physicaldevice > :物理デバイス番号 
変更する状態を指定します。 
online :オンライン 
offline :故障 

状態変更の実行確認メッセージを表示せずに状態を変更します。 


[説明] 

指定した物理デバイスの [ Status ] (ステータス)を [ Online ] (オンライン)、もしくは、 [ Failed ] (故障)に変更します。 

[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 
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注意事項 


Universal RAID Utility を使用する上で注意すべき点について説明します。 

動作環境 


IPv6 の禾 ij 用について 


Universal RAID Utility は、 IPv 6 (Internet Protocol version 6) 環境では動作しません。 IPv 4 環境で使用してください。 
IPv 6 環境で RAID システムを管理するには、 Universal RAID Utility の代わりに、 RAID コントローラの BIOS ユーテイリテイ 
を使用してください。 

リモートからの操作について 


Universal RAID Utility は、プログラムをインストールしているコンピュータ上でのみ、 RAID システムの情報参照や操作を行 
えます。リモート環境で Universal RAID Utility を使用するには、 Windows のリモートデスクトップ機能や、市販のリモートコ 
ンソール機能を持つアプリケーションを使用します。 

RAID ビューア、ログビューア 


RAID ピューア、ログビューア起動時のデジタル署名の確認について 


RAID ビューアとロゲビューアはデジタル署名を署名しています。 .NET Framework を使用するデジタル署名を持つアプリケ 
-シヨンを起動すると、 .NET Framework はデジタル署名が失効していないかネットワークへ確認を行います。そのため、ネット 
ワークに接続していないコンピュータや、ネットワーク接続状況の悪いコンピュータの場合、 RAID ビューア、ログビューアの起動 
まで数分待たされる可能性があります。 

待たされる時間はオペレーテインゲシステムやネットワーク接続状況により異なります。 

参考情報 

http :// support . microsoft . conn / kb /936707 /ia 


110 

















付録 A :用語 一 


Universal RAID Utility が使用する用語の一覧です。 


RAID システムに関する基本用語 


用語 

説明 

RAID システム 

RAID System 

コンピュータのハードディスクドライブをディスクアレイとして使用する能力を持つシステムです。 1 個 
の RAID コントローラを 1 つのシステムとして取り扱います。 

RAID コントローラ 

RAID Controller 

ハードディスクドライブをディスクアレイとして使用できるコントローラです。 

物理デバイス 

Physical Device 

RAID システムで使用するデバイスです。 RAID システムでは、ハードディスクドライブを指すことがほ 
とんどです。ハードディスクドライブ以外のデバイスを接続できる RAID コントローラの場合は、ハ_ 

ドディスクドライブ以外の場合もあります。 

ディスクアレイ 

Disk Array 

複数の物理デバイスにより作成した仮想ハードディスク空間です。ディスクアレイはオペレーティング 
システムでは認 j 哉できません。オペレーティンゲシステムでハードディスクドライブとして認 j 哉するに 
は、ディスクアレイ上に論理ドライブを作成します。 

論理ドライブ 

Logical Drive 

ディスクアレイ上に作成した 0 S が認識できる仮想ハードディスクドライブです。論理ドライブごとに 
RAID レベルを設定します。 

ホットスペア 

Hot Spare 

障害が発生した物理デバイスを置き換えるためにあらかじめ用意しておくハードディスクドライブで 
す。 

共用ホットスペア 

Global Hot Spare 

同一 RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できるホットスペアです。 

専用ホットスペア 

Dedicated Hot Spare 

同一 RAID コントローラの特定のディスクアレイのホットスペアとして使用できるホットスペアです。 

パッテリ 

Battery 

RAID コントローラへの通電が切れたとき、 RAID コントローラのキャッシュメモリ上の情報を維持す 
るためのバッテリです。 

キヤッシュメモリ 

Cache Memory 

RAID コントローラの I/O 性能を向上させるためのキャッシュです。 

エンクロージャ 

Enclosure 

物理デバイスを実装するスロットを備えるモジュールを指します。 

フアンユニット 

Fan Unit 

エンクロージャに搭載する冷却用ファンユニットを指します。 

電源ュニット 

Power Supply Unit 

エンクロージャに電源を供給する電源ユニットを指します。 

電源センサ 

Power Sensor 

エンクロージャの電源ユニットを監視するセンサを指します。 

温度センサ 

Temperature Sensor 

エンクロージャの温度を監視する温度センサを指します。 

エンクロージャ管理モジュール 
Enclosure Management Module 

エンクロージャを管理するモジュールを指します。 
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RAID システムの機能に関する基本用語 


用語 

説明 | 

オペレーシヨン 

Operation 

リビルド、整合性チェックなど、処理の実行に時間を要するメンテナンス機能の総称として使用し 
ます。 

コンフィグレーシヨン 
Conriguration 

RAID システムの構成を指します。 

初期化 

Initialize 

論理ドライブの全領域に 0 を書き込み内容を消去します。 

リビルド 

故障したハードディスクドライブのデータを、交換したハードディスクドライブに書き込み論理ドライブ 

Rebuild 

を再構築するこ}:です。 

整合性チェック 

Consistency Check 

論理ドライブを構成するハードディスクドライブ上の全セクタを読み込み、データのベリファイ、もしく 
はパリティチェックを行います。 

パトロ—ルリ—ド 

Patrol Read 

RAID システムのハードディスクドライブ上の全セクタを読み込み、エラーが発生しないか確認する 
機能です。 

キャッシュモ_ド 

Cache Mode 

RAID コントローラのキャッシュメモリの書込み方式です。 

弓虽芾 ij オンライン 

Make Online 

物理デバイスを手動でオンライン状態にすることを指します。 

強制オフライン 

Make Offline 

物理デバイスを手動でオフライン状態にすることを指します。 

ブザー 

Buzzer 

RAID コントローラに搭載するブザーを指します。障害が発生したときなど、音で通知します。 



Universal RAID Utility に関する基本用語 


| 用語 

説明 | 

スタンダードモード 

Standard Mode 

Universal RAID Utility の既定動作のモードです。 

RAID システムを管理するための標準的な機能を使用できます。 

アドバンストモード 

Advanced Mode 

Universal RAID Utility のメンテナンス/高機能モードです。 

このモードを使用するには、 RAID について豊富な知識が必要となります。主にメンテナンス作業 
に必要な機能や、 RAID システムを細かく設定して構築する機能、各種パラメータの変更機能を 
使用できます。 

イージーコンフイグレーシヨン 

Easy Configuration 

Universal RAID Utility が提供する簡単に RAID システムを構築する機能の呼称です。 RAID コ 
ントローラごとに、論理ドライブで使用する物理デバイスの台数、論理ドライブの個数を指定する 
だけで、最適な RAID システムを自動的に構築します。 

RAID ログ 

RAID Log 

Universal RAID Utility のログのことを指します。 

OS ログ 

OS Log 

0 S の提供するログのことを指します。 

アラート 

Alert 

RAID システムで発生した障害などの事象を外部へ通知することを指します。 

再スキヤン 

Rescan 

管理している RAID システムの情報をすべて取得し、 Universal RAID Utility の管理情報を最新 
の状態に更新することを指します。 
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付録 B : ログ/イベント ー 


Universal RAID Utility が RAID ロゲ 、 OS ロゲ、 ESMPRO/ServerManager へ送信するアラートの一覧です 0 
[イペン トソース、アラート タイプ] 

イベントログのイベントソース名(オペレーティンゲシステムが Windows の場合 ）： raidsrv 
アラートタイプ ： URAIDUTL 

r ログ登録 1 

R : RAID ログへ登録するイベントです。 

〇： OS のログへ登録するイベントです。 


r アラー ト通報1 

M : ESMPRO / ServerManager へ通報するイベントです。 

A : エクスプレス通報サービスで通報するイベントです。 

( M ), ( MA ) : ESMPRO / ServerAgent ディスクアレイ監視 Ver 1.50以降が存在するときは、 ESMPRO / ServerManager 、 エク 
スプレス通報サービスへ通報しないイベントです。 

r 説明1の r アドレス1表記 

[ アドレス]部分の表記は、イベントのカテゴリにより異なります。 


イベントのカテゴリ 

タイプ 

説明 

RAID コントローラ 
パツテリ 

1 

[ CTRL :%1( ID =%2)] 

%1 : RAID コントローラの番号 
%2 : RAID コントローラの ID 

物理デバイス 

2 

[ CTRL :%1( ID =%2) PD :%3( ID =%4 ENC =%5 SLT =%6) %7%8] 

%1 : RAID コントローラの番号 

%2 : RAID コントローラの ID 

%3 :物理デバイスの番号 

%4 :物理デバイスの ID 

%5 :物理デバイスのエンクロージャの番号 

%6 :物理デバイスのスロットの番号 

%7 :物理デバイスの製造元/製品名 

%8 :物理デバイスのファームウエアパージョン 

論理ドライブ 

3 

[ CTRL :%1( ID =%2) LD :%3( ID =%4)] 

%1 : RAID コントローラの番号 
%2 : RAID コントローラの ID 
%3 :論理ドライブの番号 
%4 :論理ドライブの ID 

エンクロージャ 

4 

[ CTRL :%1( ID =%2) ENC :%3] 

%1 : RAID コントローラの番号 
%2 : RAID コントローラの ID 
%3 :エンクロージャの番号 

エンクロージャ 
電源ユニット 

5 

[ CTRL :%1( ID =%2) ENC :%3 POW :%4] 

%1 : RAID コントローラの番号 
%2 : RAID コントローラの ID 
%3 :エンクロージャの番号 
%4 :電源ユニットの番号 

エンクロージャ 
フアン 

6 

[ CTRL :%1( ID =%2) ENC :%3 FAN :%4] 

%1 : RAID コントローラの番号 
%2 : RAID コントローラの ID 
%3 :エンクロージャの番号 
%4 :ファンユニットの番号 
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イベント ID 
(16 進数) 


種類 


説明 


ログ 

登録 


アラ-卜 

通報 


0201 

(400000 C 9) 

情報 

1アドレスタイプ1 A RAID コントローラのブザーが有効 
にないました。 

R 


0202 

(400000 CA ) 

情報 

1アドレスタイプ RAID コントローラのブザーが無効 
にないました。 

R 


0203 

(400000 CB ) 

情報 

1アドレスタイプ1 A RAID コントローラのリビルド優先 
度が変更されました。（値:%1) 

R 


0204 

(400000 CC ) 

情報 

1アドレスタイプ1 A RAID コントローラの整合性チ エツ 
ク優先度が変更されました。（値：％1) 

R 


0205 

(400000 CD ) 

情報 

1アドレスタイプ 1' RAID コントローラの初期化優先 
度が変更されました。（値：%1) 

R 


0206 

(400000 CE ) 

情報 

1アドレスタイプ 自動パトロールリード機能が有効 
にないました。 

R 


0207 

(400000 CF ) 

情報 

1アドレスタイプ 自動パトロールリード機能が無効 
にな0ました。 

R 


0208 

(400000 D 0) 

情報 

[ア产ムスタ/プブ1 RAID コントローラのパトロールリー 
ド優先度が変更されました。（値：％1) 

R 


0209 

(400000 D 1) 

情報 

1アドレスタイプ1 ' パトロールリードが開始されまし 

R 


0210 

(400000 D 2) 

情報 

1アドレスタイプ 1' パトロールリードが完了しました。 

R 


0211 

(800000 D 3) 

警告 

1アドレスタイプ1 A RAID コントローラで警告エラーが 
発生しました。詳細：％1 

RO 

M 

0212 

( C 00000 D 4) 

異常 

[アパムスタ/プブ] RAID コントローラで致命的なエラ 
—が発生しました。詳細：％1 

RO 

MA 

0213 

(400000 D 5) 

情報 

1アドレスタイプ パトロールリードが一時停止され 
ました。 

R 


0214 

(400000 D 6) 

情報 

1アドレスタイプ1 ' パトロールリードが再開されまし 

R 


0215 

(400000 D 7) 

情報 

i アドレスタイプ 1' パトロールリードが実行待ちになり 
ました。 

R 


0216 

(400000 D 8) 

情報 

1アドレスタイプ1 A パトロールリードが停止されまし 
チ こ 。 

R 


0217 

( C 00000 D 9) 

異常 

i アドレスタイプ1 A パトロールリードが失敗しました。 

RO 

MA 
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概要 


対処方法 


備考 


%1:変更後の値 n 
%1:変更後の値 n 
%1:変更後の値 n 

%1:変更後の値 n 


RAID コントローラ警告 RAID コントローラに問題がないか確認、してください。%1:詳細1青幸 B 
もし、何らかの問題が繰り返し発生するならば、 

RAID コントローラを交換してください。 

RAID コントローラ致命的 RAID コントローラを交換してください。 %1:言羊細1青幸 g 

ェラー 


バトロールリード失敗 パトロールリード実行有無の設定を、一旦[無効] 

にしてから[有効]にし、パトロールリードを再実行し 
てください。再実行してもパトロールリードが失敗する 
場合、 RAID システムになんらかの問題があ0ます。 
問題の原因を取り除き、パトロールリードを再実行し 
てください。 





イベント ID 
(16 進数) 


種類 


説明 


ログ 

登録 


アラ-卜 

通報 


0301 

(4000012 D ) 

情報 

1 アドレスタイプ 物理デバイスのステータスはオンラ 
インです。 

RO 

( M ) 

0302 

(4000012 E ) 

情報 

1 アドレスタイプ 2 ' 物理デバイスのステータスはレディ 
です。 

RO 

( M ) 

0303 

(4000012 F ) 

情報 

i アドレスタイプ 2 ' 物理デバイスのステータスはホット 
スペアです。 

RO 

( M ) 

0304 

( C 0000130) 

異常 

1 アドレスタイプ 2 ' 物理デバイスのステータスは故障 
です。 

RO 

( MA ) 

0305 

警告 

\アドレスタイプ 2 ' S . M . A . R.T ■エラーを検出しました。 

RO 

( MA ) 

(80000131) 

0306 

情報 

1 アドレスタイプ 2 ' リビルドが開始されました。 

RO 

MA 

(4000132) 

0307 

情報 

i アドレスタイプ 2 ' リビルドが完了しました。 

RO 

MA 

(40000133) 

0308 

異常 

i アドレスタイプ 2 ' リビルドが失敗しました。 

RO 

MA 

( C 0000134) 

0309 

情報 

i アドレスタイプ 2 ' リビルドが停止されました。 

RO 

MA 

(40000135) 

0311 

情報 

i アドレスタイプ 2 ' 物理デバイスが接続されました。 

RO 

M 

(40000137) 

0312 

(40000138) 

情報 

1 アドレスタイプ 2 ' 物理デバイスが取り外されまし 
to 

RO 

M 

0313 

(40000139) 

情報 

1 アドレスタイプ 2 } 共用ホットスペアが作成されまし 
to 

R 


0314 

(4000013 A ) 

情報 

1 アドレスタイプ 2 ' 専用ホットスペアが作成されまし 

R 


0315 

(4000013 B ) 

情報 

Y アドレスタイプ 2 \共用ホットスペアが解除されまし 

R 


0316 

(4000013 C ) 

情報 

i アドレスタイプ 2 ' 専用ホットスペアが解除されまし 
ho 

R 


0317 

(8000013 D ) 

警告 

\アドレスタイプ 2 \物理デバイスで警告エラーが発 
生しました。詳細：％ 1 

RO 

M 

0318 

( C 000013 E ) 

異常 

i アドレスタイプ 2 ' 物理デバイスで致命的なエラーが 
発生しました。詳細：％ 1 

RO 

MA 

0319 

(4000013 F ) 

情報 

1 アドレスタイプ 2 \物理デバイスでメディアエラーを検 
出、修復しました。％ 1 

RO 

MA 

0320 

( C 0000140) 

異常 

i アドレスタイプ 2 ' 物理デバイスでメディアエラーを検 
出しましたが、修復できませんでした。％ 1 

RO 

MA 
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概要 


対処方法 


備考 


物理デバイスオンライン 

なし 

物理デバイスレディ 

なし 

物理デバイスホットスペア 

なし 

物理デバイス故障 

物理デバイスを交換してください。 

S . M . A . R.T ■エラ- 

物理デバイスを交換してください。 

リビル ド開始 

なし 

リビルド完了 

なし 

リビルド失敗 

物連デバイスを交換してください。 

リビルド停止 

なし 

物理デバイス接続 

なし 

物理デバイス取 0 外し 

なし 


物理デバイス警告 物理デバイスに問題がないか確認してください。何ら 

かの問題が繰り返し発生するならば、物理デバイス 
を交換してください。 

物理デバイス致命的エラ物理デバイスを交換してください。 

物理デバイスメディアエラ同じ物理デバイスで多数のエラーが通知された場合 
—( 修復済） は、物理デバイスを交換してください。 

物理デバイスメディアエラ同じ物理デバイスで多数のエラーが通知された場合 
—( 修復無） は、物理デバイスを交換してください。 


%1:詳細情報 


%1:詳細情報 

%1:論理ブロックアドレ 
ス 

%1:論理ブロックアドレ 
ス 





イベント ID 
(16 進数 ) 


種類 


説明 


ログ 

登録 


0321 

情報 

Y アドレスタイプ 2 ' リビルドが一時停止されました。 

R 

(40000141) 

0322 

情報 

{アドレスタイプ 2 ' リビルドが再開されました。 

R 

(40000142) 

0323 

情報 

Y アドレスタイプ 2 ' リビルドが実行待ちにな 0 ました。 

R 

(40000143) 

0324 

(80000144) 

警告 

i アドレスタイプ 2 ' 物理デバイスでメディアエラーを検 
出しました。％ 1 

RO 

0401 

(40000191) 

情報 

1 アドレスタイプ 3 ' 論理ドライブの ステータスは オンラ 
インです。 

RO 

0402 

(80000192) 

警告 

1 アドレスタイプ 3 ' 論理ドライブの ステータスは 縮退 
です。 

RO 

0403 

(C0000193) 

異常 

1 アドレスタイプ 3 ' 論理ドライブの ステータスは オフラ 
インです。 

RO 

0404 

情報 

i アドレスタイプ 3 ' 初期化が開始されました。 

R 

(40000194) 

0405 

情報 

1 アドレスタイプ 3 ' 初期化が完了しました。 

R 

(40000195) 

0406 

異常 

1 アドレスタイプ 3 ' 初期化が失敗しました。 

RO 

(C0000196) 

0407 

情報 

1 アドレスタイプ 3 } 初期化が停止されました。 

R 

(400000197) 

0409 

(40000199) 

情報 

i アドレスタイプ 3 ' 整合性チェックが開始されまし 

R 

0410 

情報 

1 アドレスタイプ 3 ' 整合性チェックが完了しました。 

R 

(4000019A) 

0411 

異常 

Y アドレスタイプ 3 ' 整合性チェックが失敗しました。 

RO 

(C000019B) 

0412 

(4000019C) 

情報 

Y アドレスタイプ 3 ' 整合性チェックが停止されまし 

+ こ 。 

R 


アラ-卜 

通報 


概要 


対処方法 


備考 


MA 

(M) 

(MA) 


(MA) 


物理デバイスメディアエラ同じ物理デバイスで多数のエラーが通知された場合％1 
—検出 は、物理デバイスを交換してください。 ス 

論理ドライブオンライン なし 


論理ドライブ縮退 


論理ドライブオフライン 


ホットスペアを用意していれば自動的にリビルドを実 
行します。ホットスペアを用意していなければ、故障し 
た物理デバイスを交換してください。交換後、リビルド 
してください。 

故障した物理デバイスを交換してください。交換後、 
論理ドライブを作成しなおし、バックアップからデータを 
復旧してください。 


MA 初期化失敗 初期化を再実行してみてください。再実行しても失 

敗するようであれば、 RAID システムに何らかの障害 
があります。 RAID システムの障害を対処してくださ 
い0 


MA 整合性チェック失敗 整合性チェックを再実行してみてください。再実行し 

ても失敗するようであれば、 RAID システムに何らかの 
障害があ 0 ます。 RAID システムの障害を対処してく 
ださい。 


論理ブロックアドレ 
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イベント ID 
(16 進数) 


種類 


説明 


ログ 

登録 


0413 

( C 000019 D ) 

異常 

1アドレスタイプ 3' 整合性チェックで論理ドライブの 
データ不整合エラーを検出、修復しました。 

RO 

0415 

情報 

1アドレスタイプ 3' 論理ドライブが作成されました。 

R 

(4000019 R 

0416 

情報 

1アドレスタイプ3 ' 論理ドライブが削除されました。 

R 

(400001 A 0) 

0417 

(400001 A 1) 

情報 

1アドレスタイプ 3' 論理ドライブのキャッシュモードが 
変更されました。（値：%1) 

RO 

0418 

(400001 A 2) 

情報 

1アドレスタイプ 3 ] バックグラウンド初期化が開始さ 
れました。 

R 

0419 

(400001 A 3) 

情報 

1アドレスタイプ3 \バックグラウンド初期化が完了し 
ました。 

R 

0420 

(800001 A 4) 

警告 

1アドレスタイプ 3' バックグラウンド初期化が失敗し 
ました。 

RO 

0421 

(400001 A 5) 

情報 

1アドレスタイプ3 \バックグラウンド初期化を停止し 
ました。 

R 

0422 

( C 00001 A 6) 

異常 

i アドレスタイプ 3' 論理ドライブでエラーを検出しまし 
たが、修復できませんでした。 

RO 

0423 

(400001 A 7) 

情報 

アドレスタイプ 3' 論理ドライブでエラーを検出、修 
復しました。 

RO 

0424 

(800001 A 8) 

警告 

\7ドレスタイプ3 ' 論理ドライブで警告エラーが発生 
しました。詳細：％1 

RO 

0425 

( C 00001 A 9) 

異常 

\アドレスタイプ3 \論理ドライブで致命的なエラーが 
発生しました。詳細：％1 

RO 

0426 

情報 

i アドレスタイプ 3' 初期化が一時停止されました。 

R 

(400001 AA ) 

0427 

情報 

1アドレスタイプ 3' 初期化が再開されました。 

R 

(400001 AB ) 


アラ-卜 

通報 


概要 


対処方法 


備考 


MA データ不整合エラー修復システムの負荷が低いときに整合性チ I ックを再度実 

施してください。2回目の整合性チェックでこのイベン 
卜が登録されなければ問題はありません。2回目の 
整合性チェックでもこのイベントが登録される場合 
は、物理デバイスを交換してください。交換する物理 
デバイスを特定するには 、 collect ログを採取して調 
査を依頼してください。物理デバイスを交換したら、 
バックアップからデータを復旧してください。 


M キャッシュモード変更 なし ％1:変更後の値" 1 


MA 初期化 ( BGI ) 失敗 RAID システムに何らかの障害があります。 RAID シス 

テムの障害を対処してくだきい。 


MA 


MA 


M 

MA 


論理ドライブ修復不可 
肯訌ラ_ 

論理ドライブ修復済エラ 

論理ドライブ警告 
論理ドライブ致命的エラ 


物理デバイスを交換してください。交換する物理デバ 
イスを特定するには 、 collect ログを採取して調査を 
依頼してください。物理デバイスを交換したら、論理 
ドライブを作成しなおし、パックアップからデータを復旧 
してください。 

物理デバイスを予防交換してください。交換する物 
理デバイスを特定するには 、 collect ログを採取して 
調査を依頼してください。物理デバイスを交換した 
ら、バックアップからデータを復旧してください。 

RAID コントローラ、物理デバイスに問題がある可能 
性があ0ます 。 collect ログを採取して調査を依頼し 
てください。 

RAID コントローラ、物理デバイスに問題がある可能 
性があります 。 collect ログを採取して調査を依頼し 
てください。 


%1:詳細情報 
%1:詳細情報 
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イベント ID 
(16 進数) 


種類 


説明 


ログ 

登録 


0428 

情報 

i アドレスタイプ 3' 

(400001 AC ) 

0429 

情報 

1 アドレスタイプ 3' 

(400001 AD ) 


した。 

0430 

情報 

1 アドレスタイプ 3 ' 

(400001 AE ) 


to 

0431 

情報 

1 アドレスタイプ 3' 

(400001 AF ) 


ました。 

0432 

情報 

1 アドレスタイプ 3 ' 

(400001 B 0) 


止されました。 

0433 

情報 

i アドレスタイプ 3} 

(400001 B 1) 


れました。 

0434 

情報 

1 アドレスタイプ 3 ' 

(400001 B 2) 


ちになりました。 

0501 

情報 

Y アドレスタイプ 1\ 

(400001 F 5) 

0502 

警告 

i アドレスタイプ 1 ' 

(800001 F 6) 

0503 

情報 

1 アドレスタイプ 1 ' 

(400001 F 7) 

0504 

情報 

1 アドレスタイプ 1 ' 

(400001 F 8) 

0505 

警告 

1 アドレスタイプ 1 ' 

(800001 F 9) 

0506 

警告 

1 アドレスタイプ 

(800001 FA ) 

0507 

敬 止 
言 口 

i アドレスタイプ 1\ 

(800001 FB ) 


しました 。 

0508 

敬 止 

言 口 

1 アドレスタイプ 1 A 

(800001 FC ) 

509 

情報 

Y アドレスタイプ 1 A 

(400001 FD ) 

0601 

敬 止 
言 口 

1 アドレスタイプ 4 A 

(80000259) 


生しました。 

0602 

異常 

1 アドレスタイプ 4' 

( C 000025 A ) 


が発生しました。 


初期化が実行待ちにな0ました。 R 

整合性チェックが一時停止されま R 

整合性チェックが再開されまし R 

整合性チェックが実行待ちになり R 

バックグラウンド初期化が一時停 R 

バックグラウンド初期化が再開さ R 

バックグラウンド初期化が実行待 R 

パッテリが検出されました。 R 

パッテリが取0外されました。 RO 

パッテリが交換されました。 R 

バッテリの温度は正常です。 R 

バッテリの温度が高くなりました。 RO 

バッテリの電圧が低くなりました。 RO 

バッテリで致命的なエラーが発生 RO 

パッテリの状態が不安定です。 RO 

バッテリの電圧は正常です。 RO 

エンクロージャで警告エラーが発 RO 

エンクロージャで致命的なエラー RO 


アラ-卜 

通報 


概要 


対処方法 


備考 


MA パッテリ取り外し パッテリに問題がないか確認してください。何らかの問 

題が繰り返し発生するならば、バッテリを交換してくだ 
さい。 


M バッテリ温度警告 

M バッテリ電圧警告 

MA バッテリ致命的 ェラー 


バッテリに問題がないか確認してください。 何らかの問 
題が繰り返し発生するならば、バッテリを交換してくだ 
さい。 

パッテリに問題がないか確認してください。何らかの問 
題が繰り返し発生するならば、バッテリを交換してくだ 
さい。 

バッテリを交換してください。 


M 

M 

MA 


バッテリ電圧正常 


なし 


エンクロージャ警告 エンクロージャに問題がないか確認、してください。イ可ら 

かの問題が繰り返し発生するならば、エンクロージャ 
の問題を対処してください。 

エンクロージャ致命的エラエンクロージャに問題がないか確認、してください。イ可ら 
- かの問題が繰り返し発生するならば、エンクロージヤ 

の問題を対処してください。 


118 





イベント ID 
(16 進数) 


種類 


説明 


ログ 

登録 


アラ-卜 

通報 


0603 

(8000025 B ) 

警告 

i アドレスタイプ 4' エンクロージャの温度が警告レべ 
ルになりました。 

RO 

M 

0604 

( C 000025 C ) 

異常 

i アドレスタイプ 4' エンクロージャの温度が異常レべ 
ルになりました。 

RO 

MA 

0605 

(8000025 D ) 

警告 

1アドレスタイプ 5' エンクロージャの電源'ユニットでエ 
ラーが発生しました。 

RO 

MA 

0606 

(8000025 E ) 

警告 

1アドレスタイプ 6' エンクロージャのフアンユニットでエ 
ラーが発生しました。 

RO 

MA 

607 

(4000025 F ) 

情報 

i アドレスタイプ 4' エンクロージャの温度が正常レべ 
ルになりました。 

RO 

MA 

0701 

(400002 BD ) 

情報 

1アドレスタイプ1 ' コンフイグレーシヨンがクリアされま 
した。 

RO 

M 

0702 

(400002 BE ) 

情報 

ソフトウェア名コンフイグレーシヨン情報（改行） 

RAID システム数分以下を登録 

〇 



[ CTRL :%1( ID =%2 )] 製造元製品名フ7—ムウ 
ェアリビジョン 

[LD:%3riD=%4)] RJWD \ RAID レベル PD : X r Y r Z 
(LD 個数分） STS : #11 

[ PD :%5 riD =%6 ENC =%7 SLT =%8)] 製造元/ 
製品名ファームウェアリビジョン•.状態 

%1 : RAID コントローラの番号 

%2 : RAID コントローラの ID 

%3 :論理ドライブの番号 

%4 :論理ドライブの ID 

%5 :物理デバイスの番号 

%6 :物理デバイスの ID 

%7 :物理デバイスのエンクロージャの番号 

%8 :物理デバイスのスロットの番号 


*1 : RAID コントローラの種類によっては、本情報はロゲ内容に含まないことがあります。 


概要 


対処方法 


備考 


エンクロージャ温度警告 

エンクロージャ温度異常 

エンクロージヤ電源、異常 

エンクロージヤフアン 異常 

エンクロージャ温度正常 
コンフィグレーションクリア 


エンクロージャのフアンに問題がないか確認してくださ 
い。何らかの問題があれば、その問題を対処してくだ 
さい。 

エンクロージャのフアンに問題がないか確認してくださ 
い。何らかの問題があれば、その問題を対処してくだ 
さい。 

エンクロージャの電源ユニットに問題がないか確認し 
てください。何らかの問題があれば、その問題を対処 
してください。 

エンクロージャのフアンに問題がないか確認してくださ 
い。何らかの問題があれば、その問題を対処してくだ 
さい。 

なし 


なし 


斜体部分にそれぞれのパ 
ラメータを表示します。 
X f \ Z \ 論理ドライブを 
構成する物理デバイスの 
番号 

PD の STS は、デバイスタ 
イプが HDD と 
HDD ( SSD ) 以外の場合 
は含みません。 






